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はじめに 

 

さいたま市立大宮北高等学校 

校 長  杤 原  正 浩 

  

本校の目指す学校像は、「SSH指定校として『自主・自律・創造』の校訓のもと、自ら育んだ高い

『志』を実現し、次代を担い国際社会をリードする人材を育成する」でございます。このように本校

はSSHへの取組を教育活動の根幹として位置付けて参りました。 

 指定１期目の最終年度である今年度も、 

①全校で取り組む課題研究（「数理探究」）を中心とした、知的好奇心の向上に向けた取組 

②海外の高校生との交流等を踏まえた、グローバルな取組 

③市内小中学校等を対象とした、理数教育拠点校としての取組 

を3つの柱として、SSHとしての教育活動を展開していく予定でございました。ところが、御承知の

通り、新型コロナウィルス感染症への対応で、準備していた沢山の取組を中止・縮小することとなり、

楽しみにしていた生徒達には、辛い、悲しい思いをさせてしまいました。学校としても、大変残念に

思っております。 

 ただ、制約の多い中でも、生徒・職員は協力して、福島県の磐城高校や台湾の松山高校とのオンラ

インによる交流、SSDE等、新たな取組にもチャレンジしてくれました。また、SSHとは直接関係あり

ませんが、体育祭等も生徒達が３密を避ける工夫等を考え、実施することができました。私は、体育

祭の講評の中で、次のように話しました。「限られた条件下で如何に課題を克服するか、これは多分

新型コロナウィルスの感染が収束しても、一生ついて回ることです。そのようなとき、あきらめない

で、みんなで知恵を出し合い協力して、少しでもできることを進めていく、このような本校が目指し

ている姿を具体的に示してくれた体育祭でした。」こうした発想や意思、態度が生徒達自身から生ま

れること自体、全校生徒が「課題研究」に取り組んできた成果のひとつではないかと感じております。 

教育再生実行会議の第11次提言「技術の進展に応じた教育の革新、新時代に対応した高等学校改革

について」（2019年5月17日）や、一般社団法人日本経済団体連合会の提言「今後の採用と大学教育に

関する提案」（2018年12月4日）、「Society 5.0－ともに創造する未来－」（2018年11月13日）等を踏まえ、

今後の高等学校教育がいかにあるべきか、具体的な実践を工夫し積み重ね、検証し、効果的な教育課

程の研究開発を行うのが、本校の使命と考えております。お忙しい中、貴重な御意見・御助言を賜っ

た本校SSH運営指導委員の先生方、文部科学省、科学技術振興機構、さいたま市教育委員会、個々の

事業に御協力をいただいた方々を始め、多くの皆様の全面的な御支援の下、お陰様を持ちまして本校

は無事指定１期目を終えることができます。改めて御礼申し上げます。 

現在、１期目の取組を検証し、２期目の指定・研究へつなげることができるよう、鋭意作業を進め

ております。特に、「さいたまSTEAM教育」開発が大きな柱となること等を踏まえ、本校として研究

開発の深化を図る考えでございます。 

 様々な制約のあった中ではございますが、今年度の具体的な取組内容等を、この報告書にまとめま

した。御高覧いただき、お気づきの点等ございましたら、御助言いただければ幸いでございます。 

皆様には引き続き、御指導、御鞭撻を賜りますよう、お願い申し上げます。 
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別紙様式１－１ 

さいたま市立大宮北高等学校 指定第１期目 28～02 

 

❶令和２年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 

 

 ① 研究開発課題  

未来を紡ぐグローバルサイエンスリーダーを育てる教育課程の研究開発 

～自主・自律・創造の精神でさいたま市から世界へ～ 

 ② 研究開発の概要  

(1) 課題研究を実施するために学校設定科目「数理探究」を普通科４単位、理数科５単位を教育課程

に位置付け、各クラス３名の教員を配置し、きめ細かな指導を実施。全校生徒がICTを活用し、課

題研究を進め、成果をまとめて発表を行なう。さらに、全校生徒を対象に、東日本大震災と福島

原発事故をテーマにした「福島復興探究学」をクロスカリキュラムとして実施。 

(2) 台湾、オーストラリアを舞台に現地の学生とSTEMプログラムやサイエンスフィールドワークを実

施し、グローバル人材を育成する。 

(3) さいたま市内104小学校の児童を対象とした「夏休み自由研究サポートプログラム」、市内58中学

校の２年生を対象とした「中学生のための先進的科学教育プログラム」を毎年実施。「大学基礎研

究講座」では地域の大学と連携。これらのプログラムを通して、本校生徒および市内の小中学生

のサイエンスに対する興味関心を引き出す。 

 ③ 令和２年度実施規模  

課程（全日制）  

学科 第１学年 第２学年 第３学年 計 
実施規模 

普通科 

(理系) 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

281 7 277 7 316 8 874 22 全校生徒を

対象に実施   (147) (4) (157) (4) (304) (8) 

理数科 41 1 41 1 39 1 121 3 

計 322 8 318 8 355 9 995 25 

基本的には全校生徒995名を対象とするが、一部理数科が中心となって実施。 

※SSH主対象生徒 

  １年生：全生徒 ２年生：理数科(41名)および普通科SSC（59名） ３年生：理数科（39名） 
 

 ④ 研究開発の内容  

○研究計画 

第１年次 

H28年度 

・ 普通科１年生「数理探究基礎」、理数科「数理探究」の実施 

・ SS科学総合（クロスカリキュラム）、大学模擬講義の実施 

・ 臨海フィールドワークの実施 

・ SS科学英語実践講座、台湾サイエンス研修の実施 

・ 夏休み自由研究サポートプログラムの実施 

第２年次 

H29年度 

・ 普通科１年生「数理探究基礎」を２単位にし「数理探究」と名称変更 

１年生は理数科・普通科とも「数理探究」を同じ単位数で実施 

・ ２年生普通科にSSC（スーパーサイエンスクラス）を導入。普通科においても

理数科と同様に課題研究を実施できる環境の構築 

・ SSHオーストラリアサイエンス研修の実施 
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・ 「中学生のための先進的科学教育プログラム」（以下ASEP Jr.Hi）の実施 

・ 埼玉大学基礎研究講座の実施 

・ SSHフィールドワークの見直し（実習を中心としたものに改変）。また、フィ

ールドワークの種類も１種類から５種類に拡充。 

第３年次 

H30年度 

・ １年生数理探究で実施する課題研究において実験を導入。 

・ ２年生の数理探究に「ミニ課題研究」を導入。 

・ SSH課題研究中間発表会を実施し、多くの生徒に発表する機会を設定。 

・ ３年生数理探究では論文を作成、さらに英語ポスターを作成し発表会を実施。 

・ SS科学総合において福島復興をテーマにした「福島復興探究学」を実施。 

・ SSHサイエンスフィールドワークの内容・日程などを根本から見直し、より多

くの生徒が興味を持って参加できるプログラムを５種類計画、実施。 

・ 台湾の高校と相互交流を行うためにさくらサイエンスプラン一般応募を活用

し、台湾の高校生を日本に招聘。 

・ 修学旅行を活用しDuke-NUS大学院大学を訪問。 

・ ASEP Jr. Hiの日程および実施内容を見直し、プログラムの充実を図った。 

第４年次 

R元年度 

・ 中間評価の指摘事項の確認と改善事項の策定 

・ 数理探究において実施される課題研究のルーブリックの見直し。また、「数理

探究」担当者会議を定期的に実施。 

・ 「埼玉大学基礎研究講座」に芝浦工業大学、東洋大学を加え、「大学基礎研究

講座」として実施。 

・ SSHサイエンスフィールドワークのプログラム内容の拡充。 

・ 「福島復興探究学」の内容およびフィールドワークの充実。 

・ 修学旅行を利用しDuke-NUS大学院大学に加えシンガポール大学の訪問 

・ アウトリーチプログラム「自由研究サポートプログラム」「ASEP Jr. Hi」に加

え「電子顕微鏡操作体験＆天体観測会」を実施。 

第５年次 

R２年度 

・ 新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、様々なSSHプログラムの実施ま

たは中止の判断をおこなう。また、実施するプログラムの内容の再確認。 

・ 一部、県内および校内で実施プログラムに変更して実施。 

「高校生ロケット教室」「長瀞フィールドワーク」などを実施。 

・ 「SS科学英語実践講座」を根本的に見直し、「SS Debate in English」の実施。 

・ 「台湾グローバルプログラム」をオンラインで実施。 

・ 「福島復興探究学」一部オンラインで実施。 

・ SSH２期申請に向けて、様々な計画の見直し。 

 

○教育課程上の特例等特記すべき事項 

学科・ 

コース 

開設する 

教科・科目等 

代替される 

教科・科目等 対象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

理数科 数理探究 ２ 情報の科学 ２ １年全員 

普通科 数理探究 ２ 情報の科学 ２ １年全員 
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○令和２年度の教育課程の内容 

ア 普通科（各クラス担当者３人を配置） 

１年生数理探究を理数科と同様２単位で実施。すべてのクラスを３名の教員が担当、そして、

情報科教員を１名配置することで、情報の内容も効率的に実施。２年数理探究では理数科と同

時展開で実施。これにより課題研究の内容をより深化させた。 

イ 理数科（各学年担当者３人を配置） 

学校設定科目「数理探究」を1年生２単位、２年生２単位、３年生１単位を設定し、３年間継

続して課題研究に取り組むことができるようにした。また、担当教員も普通科同様３名の教員

を配置し、きめ細かな指導体制を築いた。 

 

○具体的な研究事項・活動内容 

（１）学校全体で取り組む「数理探究」 

学校設定科目「数理探究」はすべての学年、全てのクラスにおいて１クラス３名の教員を配

置し、きめ細かな指導体制を構築。また、教科担当も各クラスに理科、数学から１名を配置、

他の２名については様々な教科から担当者を出すことで生徒の課題研究を多様な視点で指導

すると同時に「数理探究」を学校全体の取り組みに押し上げている。さらに指導内容の均一化

を図るために１年生の「数理探究」には全クラスに１名の情報教員を配置。２年生の「数理探

究」では３クラス同時展開で実施することで指導内容の均一化を図っている。また、年間の指

導計画および指導内容は校務分掌に位置づけられたSSH推進部が中心となって計画を立て実施

している。 

（２）クロスカリキュラム「SS科学総合」と「福島復興探究学」の融合 

１年生の「総合探究の時間」などを年間10時間利用し、様々なクロスカリキュラムを実施し

てきた。そして、平成30年度より東日本大震災と福島原発事故の影響を受けた福島の復興をテ

ーマにした「福島復興探究学」を「総合探究の時間」を利用し実施している。これらのプログ

ラムは既存の教科の枠を超え、対話を重視した内容となっている。これらのプログラムを通し

て、生徒は様々な知識を活用し、対話を通して課題を解決する力を養うことができる。 

（３）課題研究の内容を深める「大学基礎研究講座」 

２年生で実施される「数理探究」では課題研究の内容を深めることを目的に「埼玉大学基礎

研究講座」を実施してきた。しかし、２年生「数理探究」選択者の増加に伴い令和元年度より

埼玉大学に加え、芝浦工業大学、東洋大学の協力を得て、講座の種類と数を増やした。これに

より、生徒の課題探究力を一段高めることができた。 

（４）SSHサイエンスフィールドワーク 

生徒のサイエンスに対する興味関心を高めることを目的に、大学、研究機関、博物館などの

協力を得て、以下のサイエンスフィールドワークを実施。フィールドワークでは単なる見学に

終わることなく、実験や実習を積極的に行うことができるよう工夫をおこなっている。 

・臨海フィールドワーク（千葉県館山） １泊２日 

・理化学研究所見学・講義（埼玉県和光） １日 

・長瀞自然の博物館見学・実習（埼玉県長瀞） ２日 

・化石採集実習（栃木県佐野葛生） ２日 

・JAXAタンパク質結晶化実験プログラム（茨城県筑波） 10～14日 

（５）相互交流を目指したグローバルプログラム 

本校のグローバルプログラムには「SSHオーストラリア研修」「SSH台湾研修」「シンガポー

ル大学研修」がある。そして、これらのプログラムを相互交流プログラムにすることを目的に
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JSTさくらサイエンスプラン一般応募枠なども積極的に活用し、台日間の相互交流プログラム

を実現することができた。また、令和２年度は新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け、す

べてのグローバルプログラムが中止となってしまったため、台湾の高校生と新たにオンライン

プログラムを計画実施することができた。この取組は来年以降、新たな時代に対応したグロー

バルプログラムとして期待される。 

また、生徒の基礎的な英語運用能力を身に付けると同時に社会共通の課題を学ぶことを目的

に今年度「SS Debate in English」を実施。約100名の生徒が参加し、社会問題をテーマに英語で

ディベートをおこなった。 

（６）さいたま市内の理数教育拠点校としての役割 

本校は市内の理数教育拠点校としての役割を担うことを目的に、以下のプログラムを毎年実

施している。 

小学生対象 「夏休み自由研究サポートプログラム」 「天体観測会」 「電子顕微鏡操作体験」 

中学生対象 「中学生のための先進的科学教育プログラム ASEP Jr. Hi」 

 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  

○研究成果の普及について 

・ SSHの取組および成果は、随時、ホームページを利用して校外に配信する。 

・ 協力機関、市内小・中学校、連携高校、さいたま市教育委員会へ研究報告書を配付し、研究の普及

活動をおこなう。 

・ 課題研究発表会およびアウトリーチ活動の際、出席者に活動内容の報告をおこなう。 

・ 本校主催の「ICT研究成果報告会」を介して、ICT機器を活用したSSH活動を参加者に報告する。 

・ 「福島復興探究学」のような社会性の高いプログラムはマスコミを通じて紹介してもらう。 

 

○実施による成果とその評価 

（１）「科学する心」を育てる人材育成プログラム 

１年生全員が課題研究を実施。また、課題研究に実験を取り入れることを目的に、自由に実験

をおこなうための環境を用意し、生徒が積極的に実験に取り組むことができるよう工夫した。ま

た、２年生の課題研究は12名の教員が担当することで手厚い指導体制を築くことができた。また、

埼玉大学、芝浦工業大学、東洋大学と連携した「大学基礎研究講座」を２年生に実施することで、

課題研究の取組を一段階引き上げることができた。 

「SS科学総合」ではクロスカリキュラムを目指したプログラム編成をおこなってきたが、開始

当初はプログラムに統一感があまり見られなかったが、平成30年度より「福島復興探究学」を導

入することで、「SS科学総合」全体に一つの流れを作ることができた。また、「福島復興探究学」

のまとめとして実施される「福島フィールドワーク」では本校代表生徒が福島の各所を訪れ、「福

島の復興」をテーマに現地の人々の話を直接聞くことができた。これらの取組を通して、生徒は

社会で起こっている様々な課題に興味を持ち、考える力を養うことができた。 

「SSHサイエンスフィールドワーク」については、生徒にサイエンスに対する興味関心を高め

ることを目的に毎年、内容の見直しを図ってきた。その結果、フィールドワークで学んだ内容を

課題研究のテーマに設定し、より深く調べる生徒も増えてきた。 

（２）グローバルサイエンスリーダーの育成 

平成29年度から始まった「SSHオーストラリア研修」はNSW州立メナイ高校を訪れ本校オリジ

ナルプログラムModel Global Stage（MGS）を展開、本校生徒はもちろん、メナイ高校からも高い

評価をいただくことができた。また、「SSH台湾研修」では台北市立松山高級中学校と連携し毎年
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STEMプログラムを展開。さらに平成30年度よりJSTさくらサイエンスプラン一般応募枠を活用

し、台北市立高校から10名の高校生を日本に招聘し様々なプログラムを展開、さらに事前学習に

SNSを介したグループワークを導入することで、相互交流プログラムをより発展させることがで

きた。さらにシンガポール・マレーシア修学旅行を活用し、シンガポール大学およびDuke-NUS

大学院大学を訪問し研究室訪問や現地の学生との交流会をおこなうことができた。 

また、これらのプログラムの基礎となる英語力については平成28年度より「SS科学英語実践講

座」をおこなってきたが、英語で議論する力を養う事を目的に令和２年度より「SS Debate in 

English」を開始。この取組により、生徒の英語運用能力のさらなる向上を図って行く。 

令和２年度は新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、すべてのグローバルプログラムは

中止となってしまったが、台湾の松山高級中学校とは新たにオンラインを介したプログラムを実

施することができた。今後はオンラインを積極的に活用したグローバルプログラムを開発し、新

たな時代にも対応できる体制を構築していく必要がある。 

（３）さいたま市内の理数教育の拠点校としての役割を担う 

小学生を対象とした「夏休み自由研究サポートプログラム」には毎年、500～600名の来場者を

迎え、人気の高いプログラムとして定着した。また、このプログラムで発表をおこなう理数科１

年生にも課題研究に向けての予備プログラムとしてよい効果をもたらしている。 

市内中学２年生を対象とした「ASEP Jr. Hi.」は中学生にサイエンスに対する興味関心を高める

きっかけを作ると同時に、プレゼンテーションを経験させるプログラムとして参加者はもちろん

中学校からも高評価を得ている。また、実験にTAとして参加する生徒にも知識の深化などを見る

ことができた。 

また、地域の小学生を対象とした「星空観測会」は人数を限定したものの参加者からは高評価

を得ることができた。今後も市内の理数教育拠点校として、With/Afterコロナの時代に対応した

新たなプログラム開発をおこなって行きたい。 

 

〇実施上の課題と今後の取組 

・ 本校のSSHの取り組みを客観的に評価する方法 

・ With/Afterコロナの時代に対応したオンラインを活用したグローバルプログラムの開発 

・ さいたま市が小中学校に推進している「さいたまSTEAMS教育」のコアプログラムの開発と市内

小中学校教員向け研修会および「ASEP Jr. Hi.」を活用した普及活動の実施。 

 

 ⑥新型コロナウィルス感染拡大の影響  

・ グローバルプログラムはすべて中止となってしまった。その中で「SSH台湾研修」の代替プログラ

ムをオンラインで実施。 

・ 多くのSSHサイエンスフィールドワークが中止となってしまったが「長瀞フィールドワーク」は日

程を短縮し、公共交通機関を利用して実施。 

・ アウトリーチプログラムの中で「夏休み自由研究サポートプログラム」は中止。自由研究のアイ

デアをHP上に掲載。「ASEP Jr. Hi.」は内容を一部変更して実施。「天体観測会」は人数を限定し

て実施。 

・ 「福島復興探究学」でおこなわれる「福島フィールドワーク」は中止となり、福島県立磐城高等

学校とオンラインで交流会を実施。 

・ 「数理探究」で実施される課題研究は一部内容を変更して実施。 

・ 「大学基礎研究講座」は中止となってしまった。 
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別紙様式２－１ 

さいたま市立大宮北高等学校 指定第１期目 28～02 

 

❷令和２年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 

１  研究開発の成果  

（１） 学校全体で取り組む「数理探究」 

Ⅰ.生徒への影響 

 

参照：❸第４章 実施の効果とその評価 (1)A,B,C / (2)A, 

❹関係資料 卒業生アンケート (1)A,B,C,F   

❹関係資料 教員対象SSH効果アンケート (1)F 

 

本校では学校設定科目「数理探究」を１年生全員に２単位、２年生理数科および普通科SSC選

択者に２単位、３年生理数科に１単位を設定し、課題研究を中心に様々なプログラムを展開し

ている。 

１年生では入学当初にICT機器の活用方法およびプレゼンテーション能力の基礎を習得する

ことを目的に「大宮北高校紹介プログラム」を実施、２学期から課題研究をおこなっている。

課題研究では生徒自ら課題と仮説を設定、実証実験をおこない、得られた結果を考察し発表ま

での一連の流れを経験させることで、生徒の課題解決能力の基礎を養っている。 

２年生では１年生でおこなった課題研究をより発展させることを目的に「ミニ課題研究」お

よび「大学基礎研究講座」を実施。さらに課題研究の経過報告や発表会、さらに相互評価およ

び自己評価などを複数回実施することで、プレゼンテーション力の向上と共に、自らの成長を

客観的に分析できる仕組みを取り入れている。 

３年生では２年生でおこなった課題研究を論文にまとめると同時に、英語ポスターを作成し、

英語によるポスターセッションを実施している。 

卒業生アンケートの結果から、これらの取り組みが”課題の発見力”、”未知の事項に対する探

究心”、”データの解析力”などを養うきっかけとなっている。さらにプレゼンテーション力の向

上は卒業生アンケートはもちろん在校生アンケート、教職員アンケートからも読み取れる。普

通科においても平成29年度より、１，２年生において「数理探究」をカリキュラム上に設定し、

理数科と同様のプログラムを実施してきた本校の取り組みが生徒に良い影響を与えていると

推測される。以上の点から本校でおこなっている「数理探究」は新たな社会で活躍できる人材

育成の一歩となっていることが分かる。 

 

Ⅱ.教員および学校全体への影響 

 

参照：❸第４章 実施の効果とその評価 (2)A,B, 

❹関係資料 卒業生アンケート (1)A,B,C,F   

❹関係資料 教員対象SSH効果アンケート (1)F,(2)B 

 

本校の「数理探究」はすべての学年・クラスにおいて３名の教員を配置しチームティーチングで実

施している。そして、クラス間の指導体制の差を無くすことを目的に１年生全クラスに１名の情報教員

を配置。２年生では理数科、普通科とも同時展開で実施している。また、各学年の指導内容は校務
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分掌として位置づけられているSSH推進部会が年間計画を作成。さらに、各学年の「数理探究」担当

者と定期的に協議しながら進めていく体制をとっている。本校では、この体制を築くことで「数理探究」

は理科、数学以外の教員も担当する事が可能となり、SSHの取り組みを学校全体の取組とすることが

できた。 

（２）クロスカリキュラム「SS科学総合」と「福島復興探究学」の融合 

 

参照：❸第４章 実施の効果とその評価 (2)C 

 

本校ではSSH指定当初から「総合的学習の時間」または「総合的探究の時間」を年間10時間活用し、

「SS科学総合」を実施。そして、様々なクロスカリキュラムの実践を行ってきた。しかし、「SS科学総合」導

入当初は各プログラム間に関連性の薄い内容となっており、一部を除いては講義形式のものが中心と

なっていた。この課題を改善すると同時に生徒に社会共通の課題に興味を持ち対話を通して、その課

題を解決するための手法を学ぶことを目的に「福島復興探究学」を平成30年度より導入した。「福島復

興探究学」では東日本大震災および福島第一原発事故の影響を受けた福島を復興させるためには、

今後何が必要なのか？また、この事故の根底に存在する日本のエネルギー問題を多面的に捉えること

で、日本が抱える大きな課題を考察する機会を生徒に与えている。さらに「福島復興探究学」のまとめと

して、生徒代表が福島を訪れ、「福島の復興とは？」をテーマに現地の様々な施設を訪れ、現地の人々

と対話を通して現地の状況を深く学ぶ「福島フィールドワーク」も実施している。このフィールドワークの

中で特に福島県立磐城高等学校および福島県立ふたば未来学園高等学校の生徒との交流会は毎

年、本校生徒に大きな影響を与えている。また、「福島フィールドワーク」参加者はフィールドワークで学

んだ内容をまとめ全校生徒および地域の中学生に学んだ内容を発表している。 

その他にも本校で毎年実施しているマラソン大会を前向きに取り組むことを目的に「マラソンの科学」

など既存の教科・科目の枠を超えたプログラムを展開している。そして、生徒はこれらのプログラムを通

じて、実践的な課題を数学の知識を活用して論理的に解決するための手法を学ぶ。 

（３）課題研究の内容を深める「大学基礎研究講座」 

 

参照：❸第４章 実施の効果とその評価 (2)C 

    ❹関係資料 教員対象SSH効果アンケート(2)D 

 

本校で実施されている「大学基礎研究

講座」はSSH指定以前から実施されてき

た。そして、SSH指定２年目以降、プログラ

ムの目的を２年生でおこなわれる課題研究

の内容をより深めることに変更し、２年生

「数理探究」選択者全員が参加するプログ

ラムとして実施してきた。また、卒業生アン

ケートの結果を見ても、このプログラムは大学卒業後に良い影響を与えていることが分かる。 

「大学基礎研究講座」はSSH指定初期の段階では２年生「数理探究」選択者が少なかったため、すべ

て埼玉大学でおこなっていたが、近年、２年生普通科SSC（スーパーサイエンスクラス）選択者の増加に

伴い、「大学基礎研究講座」を埼玉大学だけで実施することが難しくなってきた。この問題を解決するた

めに、令和元年度より埼玉大学に加え、芝浦工業大学および東洋大学の先生方に講座の開設を依頼

し「大学基礎研究講座」の拡大を図った。講座の拡大に伴いプログラム内容の拡充を図ることができた。

卒業生アンケート「大学基礎研究講座」の自己への影響について 

卒業年度 経験して、 

よい影響有り 

未経験、 

経験したかっ

た 

経験したが、 

特に影響なし 

理数科全体 55.9% 4.4% 39.7% 

H28年度 46.7% 13.3% 40.0% 

H29年度 69.2% 0.0% 30.8% 

H30年度 66.7% 5.6% 27.8% 

R1年度 45.5% 0.0% 54.5% 
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これと同時に「大学基礎研究講座」で学んだ内容を自らの課題研究に応用する生徒も増加してきた。こ

のプログラムは高校の施設ではけっして学ぶことができない、本格的な研究の基礎を学ぶプログラムと

して生徒に良い刺激を与えている。 

（４）SSHサイエンスフィールドワーク 

 

参照：❸第４章 実施の効果とその評価 (1)D,(2)C 

❹関係資料 卒業生アンケート (1)E 

 

「SSHサイエンスフィールドワーク」は本校生徒のサイエンスに対する興味関心を高めることを目的に

実施されてきた。SSH指定当初、「SSHサイエンスフィールドワーク」は見学が中心となっていた。しかし、

見学だけでは生徒への影響が限定的であることが分かり、すべてのプログラムにおいて、実験や実習を

取り入れるよう改善を図ってきた。また、サイエンスの最先端の内容を肌で感じてもらうことを目的に、大

学、研究機関、博物館、科学館などの施設と連携し、本校独自のプログラムを計画実施している。さらに

各プログラムの実施時期を短期集中型のものとすることで、普段はサイエンス部以外に所属している生

徒がプログラムに気軽に参加し、最先端のサイエンスに触れる機会を与えている。また、「SSHサイエン

スフィールドワーク」に参加した生徒の中からプログラムの内容に興味を持ち、さらに深く調べることを目

的にフィールドワークで学んだ内容を課題研究のテーマに設定する生徒も毎年見られる。その中でも特

に、「JAXAタンパク質結晶化実験プログラム」でおこなった研究内容を独自に発展させ「日本分子生物

学会高校生発表会」および「日本農芸化学会 ジュニア農芸化学会」に参加し口頭発表およびポスター

発表を行うことができた。 

また、「SSHサイエンスフィールドワーク」の内容は生徒の事後アンケート、事後発表会の内容を元

に、内容の更新を毎年おこなっている。そのため、すべてのプログラムにおいて毎年、参加希望者が殺

到している。今後も生徒のサイエンスに対する興味関心を高めるプログラムとしてさらに改善をおこなっ

ていく必要がある。なお、令和元年度に実施されたプログラムは以下のようになっている。 

・臨海フィールドワーク（千葉県館山） １泊２日 

・理化学研究所見学・講義（埼玉県和光） １日 

・長瀞自然の博物館見学・実習（埼玉県長瀞） ２日 

・化石採集実習（栃木県佐野葛生） ２日 

・JAXAタンパク質結晶化実験プログラム（茨城県筑波） 10〜14日 

※ 詳細は❸ 実施報告書（本文）の各プログラム参照 

（５）相互交流を目指したグローバルプログラム 

A. 実用的な英語運用能力育成の取組 

参照：❸第４章 実施の効果とその評価 (1)E,(2)A,C   

❹関係資料 卒業生アンケート(1)G 

❹関係資料 教員対象SSH効果アンケート(1)E 

 

本校のSSHの目標の一つに「グルーバルサイエンスリーダーの育成」を挙げている。そして、その

目標を実現させる基礎として、実用的な英語運用能力の育成が必要不可欠なものとなる。この能力

育成を目的に「SS科学英語実践講座」を展開してきた。このプログラムでは生徒にサイエンスに関す

る課題を与え、その課題をグループごとに研究し、その結果を発表するものとなっていた。そして、こ

のプログラムのすべての過程で英語を用いることで参加生徒の英語力の育成を図ってきた。このプロ

グラムは参加生徒から高い評価を得ていたが、長期休暇中にプログラムを実施するため、参加生徒
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が年々減少していた。参加生徒の増加と同時に、英語力のさらなる底上げを目指し、令和２年度から

「Super Science Debate in English」（以下SSDE）を開始した。このプログラムは実施日を生徒が参加し

やすい日程に設定するとともに、英語でディベートを実施するプログラムへと改善を図った。また、デ

ィベートでは、現在、社会で話題となっている問題をテーマとすることで生徒が社会問題に興味関心

を持つきっかけとなるよう工夫をおこなった。さらにSSDE後半に「福島復興探究学」で扱った話題をテ

ーマにすることで双方のプログラムで学んだ内容を再度考える機会を与えた。 

SSDEは以前おこなっていた「SS科学英語実践講座」と比較して、参加生徒全員が英会話をおこな

う機会が格段に増えた。そして、活発な議論の中、英語でコミュニケーションを取ることを楽しむ生徒

の姿を見ることもできた。また、このプログラムを通じて英語科以外の教員も英語に触れる機会を与え

ることができた。SSDEはまだまだ始まったばかりのプログラムであるため、プログラムの評価を出すこ

とはできないが、今後もプログラムの内容を改善させながら発展させていきたい。 

 

B. 相互交流を目指したグローバルプログラム 

 

参照：❸第４章 実施の効果とその評価 (1)F,(2)C   

❹関係資料 卒業生アンケート (1)H 

 

「SS科学英語実践講座」およびSSDEで身につけた英語運用能力を実践の場で用いることを目的

におこなわれているSSHグローバルプログラムには「SSHオーストラリア研修」「SSH台湾サイエンス研

修」さらにシンガポール・マレーシア修学旅行を活用したシンガポール大学およびDuke-NUS大学院

大学訪問がある。（詳細は❸実施報告書（本文）の各プログラム参照） 

本校ではグローバルプログラムを相互交流プログラムとすることを目的に平成３０年度よりJST主催

さくらサイエンスプラン一般応募枠を活用し、台湾の高校生を日本に招聘し、本校生徒とSTEMプロ

グラムを中心に様々なプログラムを展開することができた。この取組を通じて、グローバルプログラム

参加できない生徒にも海外の高校生と交流する機会を与え、生徒に幅広くグローバルに対する興味

関心を高める機会を作ることができた。また、この取組を「SSH台湾サイエンス研修」と組み合わせるこ

とで両国の高校生が日常的にSNSやオンライン会議システムを活用し相互交流を行うきっかけを作る

ことができた。 

さらに「SSHオーストラリア研修」では本校独自のModel Global Stage(MGS)プログラムを展開。この

プログラムを通して両国の高校生が、互いに異なる文化背景を持つ人々と、どのようにコミュニケーシ

ョンを取り、意見をまとめていくのかを学ぶことができた。また、MGSプログラムは本校生徒はもちろ

ん、オーストラリアの高校生にも異文化を体験させるプログラムとして、現地の高校にも高く評価され、

翌年度以降はNSW州教育委員会の人々も視察に訪れるようになった。 

この点からも分かるように本校のグローバルプログラムは高度なグローバル人材育成の基礎を作る

ことができた。 

（６）さいたま市内の理数教育拠点校としての役割 

 

参照：❸第４章 実施の効果とその評価 (1)G,(2)C   

❹関係資料 卒業生アンケート (1)F 

 

本校はさいたま市立高校、唯一の理数科設置校であると同時に、市内の理数教育拠点校としての役

割を担っている。そして、この役割を果たすことを目的に地域の小中学生を対象とした様々なアウトリー

チプログラムを開発実施している。これらのアウトリーチプログラムを通じて、地域の小中学生のサイエン
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スに対する興味関心を高めることができた。また、これらのプログラムを通じて地域の人々から本校に対

する認知度を上げることもできた。（令和２年度の本校の理数科入学希望者倍率2.20倍は埼玉県内１

位）また、本校が行っているアウトリーチプログラムではプログラムごとにTA（ティーチング・アシスタント）

の募集をおこない、小中学生の指導をおこなっている。そして、TAとして参加した生徒はすべてのプロ

グラムにおいて、参加した小中学生および引率の保護者から高い評価を受けることができた。これらの

活動を通じてTAとして参加した生徒の知識の再構築およびプレゼンテーション力の向上はもちろん、自

己肯定感を高めることもできた。 

なお、令和元年度に実施されたアウトリーチプログラムは以下のようになっている。 

・小学生対象 「夏休み自由研究サポートプログラム」 「天体観測会」 「電子顕微鏡操作体験」 

・中学生対象 「中学生のための先進的科学教育プログラム ASEP Jr. Hi」 

※ 詳細は❸ 実施報告書（本文）の各プログラム参照 

 

 ② 研究開発の課題  

（１） SSHの取組がもたらす教育効果について 

 

参照：❹関係資料 教員対象SSH効果アンケート(2)A～G 

 

教員対象SSH効果アンケートの結果からも分かるように、”本校のSSHの取組が生徒にどのような影響

を与えているか”、”SSHの取組が自信にどのような影響をもたらしたか”などの回答がSSHの取組の関与

の深さに比例していることが分かる。本校のSSHでは「数理探究」および「SS科学総合」などを中心に、

教員にも担当教科の枠を超え幅広く関わる機会を設けているが、まだまだ、SSHの取組に関わる機会

が少ない教員も一定数いる。SSHの取組は学校全体と取組として十分に認知されているが、今後も、そ

の取組を通じて、教員のさらなる指導力の向上を図っていくことが必要不可欠である。 

（２）SSHでおこなった取組をさいたま市内の全小中学校への普及 

本校では「SS科学総合」などを中心に様々なクロスカリキュラムやSTEMプログラムを展開している。そ

して、本校で行っている実践は小中学校で導入される新学習指導要領では新たな取組として重要なポ

イントとなっている。また、本校はさいたま市立高校として、さいたま市内の理数教育拠点校としての役

割を担っている。そこで、今後は本校が実践しているクロスカリキュラムやSTEMプログラムの内容をベ

ースに、小中学校で実施するためのあらたなSTEMプログラムやクロスカリキュラムの開発をおこなうと同

時に、それを実践するための教員研修を計画実施していく必要がある。 

さらに、本校が中学２年生を対象に実施しているアウトリーチプログラム「中学生のための先進的科学

教育プログラム」を活用し、中学校でSTEMプログラムをリードすることができる生徒の育成も同時におこ

なっていく必要がある。そして、これらの取り組みを通じてさいたま市内の全小中学校１６２校に新た

STEMプログラムやクロスカリキュラム定着させるための基礎を作る。 

（３）環太平洋の高校生とおこなう共同研究プログラムの開発 

台湾の高校生と本校生徒がオンラインを介しておこなっている相互交流プログラムは他のグローバル

プログラムへの応用が可能で有ることが分かった。そして、新型コロナウィルス感染が拡大している状況

においても、オンラインを介したグローバルプログラムは展開可能であることも分かった。さらに、オンラ

インを介したグローバルプログラムは経費を押させ、多くの生徒にグローバル経験を積ませる機会を与

える。今後はこの利点を活かし複数の国々の高校生とオンラインを介した共同研究プログラムの開発を

おこなっていきたい。 
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❸ 実施報告書（本文） 

〇５年間を通じた取組の概要 

【仮説】 

【仮説１】 全校で実施する「数理探究」において生徒のサイエンスに対する興味関心、スキルの向上。さ

らに教員間の指導の差を最小限にすることを目的、校内の指導体制を再構築する。また、課題

研究の各場面の取り組みを互いに評価し、フィードバックしていく仕組みを再構築する。この取

組により生徒のリテラシーやコンピテンシーを向上させ、様々な課題に対応できる人材を育成

することができる。 

【仮説２】 「さくらサイエンスプラン」一般応募枠を活用し、グローバルプログラムを相互交流の形にする。

この取り組みを通して生徒のグローバルに対する意識や関心を向上させ国際的視野に立って、

他国の状況を認識し、自国の課題と照らし合わせ世界共通の社会問題を解決することができる

人材を育成することができる。 

【仮説３】 本校で実施しているアウトリーチ活動は参加した小・中学生に対してサイエンスに対する興味

関心を高めるきっかけとなっている。また、ＴＡとして参加した生徒からも高評価を得ている。今

後は参加者をさらに増やすことで、将来、サイエンスに携わる人材をより多く育成することができ

る。 

【実践】 

上記の仮説に対して以下の実践をおこなった。 

（1）. 「数理探究」の組織的な運用 

本校の学校設定科目「数理探究」では主に課題研究をおこなっている。また、数理探究は各

クラスに３名の教員を以下のように配置している。 

１年生：情報、理科または数学、その他教科 

２年生：理科、数学、体育（すべて同時展開で実施：令和２年度 １２名を配置） 

３年生：数学、国語、英語 

１年生ではクラス間の指導内容に差が出ないよう、すべてのクラスに１名の情報教員を配置。

また、２年生においてはすべてのクラスを同時展開で実施することで、指導の差が生まれないよ

う工夫をおこなっている。さらに年間計画および課題研究の実施方法などはすべて校務分掌と

して配置されたSSH推進部が計画し、各学年に指導内容などの連絡を密におこなっている。 

（2）. 「数理探究」の評価方法及びフィードバックの仕組みの再構築 

「数理探究」で実施する課題研究では生徒自らが成長を実感することができるようルーブリッ

クに基づいた自己評価を実施。また、数回実施される発表会では相互評価を実施している。そ

して、各評価は集計後、個人または課題研究を実施しているグループに配布し、各自の成長あ

るいは改善点が分かるよう工夫をおこなっている。 

（3）. 課題研究の質を高める「大学基礎研究講座」 

２年数理探究選択者（理数科+普通科SSC選択者）を対象に課題研究における実験手法、

データの解析方法、論理的な考察の導き方の基礎を学ぶことを目的に「大学基礎研究講座」を

実施している。SSH指定、間もない頃は普通科SSC選択者が少なかったため、埼玉大学ですべ

ての講座を実施していたが、近年、普通科SSC選択者が増加したため、埼玉大学に加え、芝浦

工業大学、東洋大学にも連携を依頼し講座数の拡大をおこなっている。これにより、講座内容

の幅も広がり生徒の興味関心にマッチした講座を選択できる体制を築くことができた。 

（4）. 生徒のサイエンスに対する興味関心を高める「SSHサイエンスフィールドワーク」 
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本校では生徒のサイエンスに対する興味関心を高めることを目的にサイエンスの領域を幅広

く網羅した「SSHサイエンスフィールドワーク」を実施している。そして、フィールドワークでは単

なる見学だけではなく実験、実習を取り入れるために、毎年、様々な研究機関、大学、博物館、

科学館などと連携しプログラムの内容の見直しを図っている。 

（5）. クロスカリキュラムを通して様々な課題に対応できる人材を育成 

答えのない課題に取り組む人材の育成を目的に年間１０回「SS科学総合」を展開している。

このプログラムでは身近な課題を解決するために既存の教科の枠を超えた知識や対話を必要

とするプログラムを独自に開発し定期的に実施している。そして、平成３０年度より、福島の復興

をテーマにした「福島復興探究学」をプログラムに組み入れた。「福島復興探究学」では、現在、

日本が抱える重要な課題を深く掘り下げ、福島の復興には今後何が必要なのか？そして、この

問題の根底にある日本のエネルギー問題などをテーマに様々な手法を用いて、多面的に課題

に取り組むよう工夫を行っている。 

さらに「福島復興探究学」のまとめのプログラムとして、毎年、代表生徒が福島を訪問し、現

地の人々と直接対話を行う「福島フィールドワーク」も実施している。 

（6）. グローバル人材に必要不可欠な英語力を身に付ける新たなプログラムの開発 

生徒の英語力の向上を目的に「SS科学英語実践講座」を毎年実施していたが、英会話の量

を増やすことを目的に令和２年度より「SS Debate in English」を年間１０回実施。このプログラム

では社会問題をテーマに英語ディベートをおこなっている。そして、ディベートの内容について

も論理的な議論が科学的な証拠を提示しながら進むよう指導をおこなっている。また、後半に

は「福島復興探究学」と絡めたテーマ設定をおこなうことで、福島の復興についてより深く考え

る機会を与えることができた。 

（7）. 相互交流でおこなうSSH台湾サイエンス研修 

SSH台湾サイエンス研修は理数科１年生を対象に実施されている。実施当初は本校生徒が

台北市立松山高級中学を訪問しSTEMプログラムなどを実施する。一方向の研修プログラムで

あった。しかし、平成３０年度からJSTさくらサイエンスプラン一般応募枠を活用し、松山高級中

学の生徒を中心に台北市内から１０名の高校生を日本に招聘し、本校生徒と様々なプログラム

を展開している。また、プログラムの事前学習として、両国の生徒間でオンラインを介した交流

プログラムも定期的に実施するようになった。 

令和２年度は新型コロナウィルス感染症の影響を受け、両国の生徒が直接訪問することが叶

わなかったが、オンラインを通じて、STEMプログラムなどを実施することができた。 

（8）. 現地からも評価の高いModel Global Stage（MGS）プログラム 

SSHオーストラリア研修ではNSW州立メナイ高校を訪問し、本校オリジナルのMGSプログラ

ムを展開している。このプログラムは本校生徒１人とメナイ高校の生徒２名がグループを組み、

世界共通の様々な社会問題をテーマに議論しグループごとに解決策を見つけ、議論の流れと

解決策をポスターにまとめ英語で発表をおこなうプログラムである。このプログラムは両国の生

徒にグローバル環境で課題を克服していくために必要な力を養わせると同時に多様な文化背

景を持つ人々と強調していくにはどんなスキルが必要なのかを学ばせることができる。そして、

この取組はメナイ高校のスタッフにも高く評価され、本校が訪問しMGSプログラムを実施する際

はたくさんの現地教員が視察に訪れる。 

（9）. さいたま市内の理数教育拠点校としての役割を担う 

さいたま市内の理数教育拠点校として市内の小中学生にサイエンスに対する興味関心を高

めることを目的に以下のアウトリーチ活動をおこなっている。 
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小学生対象：「夏休み自由研究サポートプログラム」、「天体観測会」 

中学生対象：「中学生のための先進的科学教育プログラム」（ASEP Jr. Hi） 

小中学生対象：「走査型電子顕微鏡操作体験」 

毎年、各プログラムと参加者から高い評価を得ている。また、各プログラムにTAとして参加し

た生徒の知識の深化とプレゼンテーション力の向上が見られる。 

【評価】 

（1）. 「科学する心」を育てるプログラム 

学校設定科目「数理探究」を１年生全員に２単位、２年生では理数科と普通科SSC選択者に

２単位、３年生では理数科に1単位設定することで、1年生の段階から生徒全員に課題研究の

基礎となる、課題の設定から得られたデータを考察し発表するまでの一連の流れを経験させる

体制を作った。また、理科、数学以外の教員が「数理探究」をチームティーチングで担当するこ

とで、「数理探究」を学校全体で指導する体制も築くことができた。今後は「数理探究」で行われ

る課題研究の内容をより深めていくために先行研究の調査や過去に行われた研究内容のデー

タベース化などが必要である。また、「数理探究」の評価法についても、まだまだ、定まっていな

いため、今後、この点についても改善の必要がある。 

また、課題研究の手法を高めることを目的に実施されている「大学基礎研究講座」は埼玉大

学以外に芝浦工業大学、東洋大学を連携校に加えることで、質、量、共に以前より充実させる

ことができた。今後は「大学基礎研究講座」で身につけた実験のスキルや得られた結果の考察

する手法などを課題研究に生かし、より深めていくための指導が必要である。 

「SSHサイエンスフィールドワーク」では毎年、内容の見直しを図る事で、その内容を年々充

実させることができた。そのため、複数のフィールドワークに参加する生徒も多く、参加生徒の

サイエンスの興味関心を高めるイベントとしての役割を担っている。しかし、イベントとしての性

質上、生徒全員を参加させることは不可能であるため、参加生徒と参加していない生徒の間に

一定のギャップが存在している。今後は参加生徒の拡大または参加生徒が参加していいない

生徒に学んだ内容を還元するための仕組み作りが必要である。 

総合的探究の時間に実施される「SS科学総合」では「福島復興探究学」をプログラムに組み

込むことで、クロスカリキュラムの実践を学校全体で組織的に行うことができるようになった。また、

「福島復興探究学」では日本が抱える課題を多様な視点で検証し、福島の復興には今後何が

必要なのか？また、復興の定義とは何なのかを科学的視点で考察し議論をすることができた。

さらに代表生徒が参加する「福島フィールドワーク」では現地の人々から直接話を聞くことで、

生徒は学んだ内容を自分自身で掘り下げ、得られた結論をまとめ、全校生徒の前で発表する

ことができた。令和２年度は新型コロナウィルス感染拡大の影響を受けフィールドワークを実施

することができなかったが、福島県立磐城高校とオンラインを通じて交流会を実施することがで

きた。今後も、このプログラムを継続することで将来、この問題に取り組む人材が本校から輩出

されることを期待する。 

（2）. グローバル人材育成プログラムについて 

令和２年度「SS科学英語実践講座」に代わる「SS Debate in English」(SSDE)を立ち上げる事

で、生徒が英語で会話する時間を格段に伸ばすことができた。また、SSDEで現代社会が抱え

る課題をテーマに設定することで、生徒に社会が抱える課題を考えさせるきっかけを作ることも

できた。今後はSSDEで学んだ英語スキルと知識をグローバルプログラムにつなげていくための

指導方法を開発する必要がある。 
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「SSHオーストラリア研修」は現地到着後、すぐにオーストラリア固有の生態系を生かしたフィ

ールドワークを実施することで、サイエンスに対する興味を養うと同時に実践的な英会話を試す

機会を作り、その後、メナイ高校で行われるModel Global Stage(MGS)にスムーズに繋げること

ができた。またMGSプログラムは本校生徒はもちろん、メナイ高校の生徒にもグローバルに対

する意識を植え付けるプログラムとして高く評価された。そのため、MGSプログラム実施中には

メナイ高校の教員はもちろん、近隣の高校やNSW州教育委員会からも視察に訪れるようになっ

た。また、このプログラムに参加した生徒のグローバルに対する意識は他の生徒と比較して明ら

かに向上している様子をうかがうことができた。 

「SSH台湾サイエンス研修」は理数科行事として初められたが、現在はJST「さくらサイエンス

プラン」と組み合わせることで、相互交流グローバルプログラムに発展させることができた。そし

て、このプログラムを通じて交流相手の台北市立松山高級中学校とは強い信頼関係を築くこと

ができた。また、この信頼関係の元に、現在、オンラインを介した新たなグローバルプログラムを

実施することができた。今後はこの取り組みを他のグローバルプログラムに活用することで、より

多くの生徒にグローバル体験をさせると同時に“With/Afterコロナの時代“にマッチしたプログラ

ムの開発が肝要である。 

（3）. さいたま市内の理数教育拠点校としての役割 

小学生向け「自由研究サポートプログラム」は毎年500〜600名の来場者が訪れ、地域の小

学生や保護者から高い評価をいただいている。また、「中学生のための先進的科学教育プログ

ラム」（ASEP Jr. Hi）は参加生徒に科学プログラムを体験させると同時に、学んだ内容をまとめ

発表を行わせることで、課題研究の基礎を体験させることができた。 

「天体観測会」「走査型電子顕微鏡操作体験」についても小中学生のサイエンスに対する興

味関心を高めるプログラムとして、地域の人々に認知されてきた。 

今後は本校が実践しているクロスカリキュラムやSTEMプログラムの取組をさいたま市立小中

学校全校に広めることを目的に、さいたま市教育委員会と連携し新たなプログラム開発の必要

性がある。 
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１ 研究開発の課題 

①  研究開発の課題 

未来を紡ぐグローバルサイエンスリーダーを育てる教育課程の研究開発 

～自主・自律・創造の精神でさいたま市から世界へ～ 

 

上記の研究テーマに沿って、以下の３つの課題を設定した。 

(1) 課題研究を実施するために学校設定科目「数理探究」を普通科４単位、理数科５単位を教育課

程に位置付け、各クラス３名の教員を配置し、きめ細かな指導を実施。全校生徒がＩＣＴを活用し、

課題研究を進め、成果をまとめて発表を行なう。さらに、全校生徒を対象に、東日本大震災と福

島原発事故をテーマにした「福島復興探究学」をクロスカリキュラムとして実施。 

(2) 台湾、オーストラリアを舞台に現地の学生とＳＴＥＭプログラムやサイエンスフィールドワークを実

施し、グローバル人材を育成する。 

(3) さいたま市内１０４小学校の児童を対象とした「夏休み自由研究サポートプログラム」、市内５８中

学校の２年生を対象とした「中学生のための先進的科学教育プログラム」を毎年実施。「大学基礎

研究講座」では地域の大学と連携。これらのプログラムを通して、本校生徒および市内の小中学

生のサイエンスに対する興味関心を引き出す。 

② 研究開発の経緯 

次頁「研究開発の経緯」にまとめて記載する。 

③ 研究開発の内容 

上記の３つの課題に沿って、以下の３つの仮説を設定した。 

【仮説１】 全校で実施する「数理探究」において生徒のサイエンスに対する興味関心、スキルの向上。

さらに教員間の指導の差を最小限にすることを目的、校内の指導体制を再構築する。また、

課題研究の各場面の取り組みを互いに評価し、フィードバックしていく仕組みを再構築する。

この取組により生徒のリテラシーやコンピテンシーを向上させ、様々な課題に対応できる人

材を育成することができる。 

【仮説２】「さくらサイエンスプラン」一般応募枠を活用し、グローバルプログラムを相互交流の形にする。

この取り組みを通して生徒のグローバルに対する意識や関心を向上させ国際的視野に立っ

て、他国の状況を認識し、自国の課題と照らし合わせ世界共通の社会問題を解決することが

できる人材を育成することができる。 

【仮説３】 本校で実施しているアウトリーチ活動は参加した小・中学生に対してサイエンスに対する興

味関心を高めるきっかけとなっている。また、ＴＡとして参加した生徒からも高評価を得ている。

今後は参加者をさらに増やすことで、将来、サイエンスに携わる人材をより多く育成すること

ができる。 
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<高校3年間の課題研究の流れ> 

学校設定科目「数理探究」を以下のように設定。「数理探究」において１年生より課題研究を実施し

ている。 

必要となる教育課程の特例 

学科・ 

コース 

開設する 

教科・科目等 

代替される 

教科・科目等 対象 

教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

理数科 数理探究 ２ 情報の科学 ２ １年全員 

普通科 数理探究 ２ 情報の科学 ２ １年全員 

※ ２，３年生における「数理探究」は学校設定科目として実施 

 

学科・ 

コース 

第１学年 第２学年 第３学年 対象 

科目名 単位数 科目名 単位数 科目名 単位数  

理数科 数理探究 ２ 数理探究 ２ 数理探究 １ 理数科全員 

普通科 数理探究 ２ 数理探究 ２ なし  

１年全員 

２年SSC選

択者 

※ すべてのクラスにおいて３名の教員を配置 

※ １年「数理探究」には情報教員１名を配置し、生徒のＩＣＴリテラシーの向上を図る。 

※ ２年「数理探究」では理数科と普通科を同時展開で実施することで、普通科生徒の課題研究の

内容を向上させる。 

※ ３年「数理探究」では理数科生の論文作成能力と英語力の向上を目的に、英語によるポスター

発表を実施する。 

 

第1学年「数理探究」 

各クラス２単位をカリキュラムに設定。「情報の科学」の代替えとして実施しているためにICT機器

の活用方法を学んだ上で、２学期より課題研究を実施。課題研究では全生徒に単なる調べ学習に

終わることなく、仮説の実証に実験などの手法を取り入れた課題を設定するよう指導をおこなって

いる。また、得られた結果を基に全員にポスター発表および口頭発表をおこなわせている。 

第２学年「数理探究」 

理数科および普通科SSC（スーパーサイエンスクラス）選択者のカリキュラムに「数理探究」を２単

位設定し、さらに、「ミニ課題研究」および「大学基礎研究講座」などを組み込むことで、１年生で実

施した課題研究の内容をさらに深化させている。そして、２年生でおこなった課題研究の中から最

も優秀なものは「SSH全国課題研究発表会」にて発表をおこなう。 

第３学年「数理探究」 

理数科のカリキュラムに「数理探究」１単位を設定し、２年生でおこなった課題研究の内容を論文

にまとめる。さらにグローバル人材の育成を目的に英語ポスターを作成し英語ポスター発表会を実

施している。 
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【仮説１】について以下の内容を実施し検証をおこなっている 

 各学年で実施している学校設定科目「数理探究」の活動 

 課題研究の内容を高める「大学基礎研究講座」 

 クロスカリキュラムの実践「SS科学総合」と「福島復興探究学」 

 最先端のサイエンスを学ぶ「SSH特別講演会」「SSH大学模擬講義」 

 サイエンスに対する興味関心を高める「SSHサイエンスフィールドワーク」 

 

【仮説２】について以下の内容を実施し検証をおこなっている 

 基礎的な英語力を身につける「SS Debate in English」と「オンラインスピーキングトレーニン

グ」 

 海外の人々と協調するための手法を学ぶ「SSHオーストラリア研修」 

 台湾の人々と相互交流を行う「SSH台湾サイエンス研修」 

 「さくらサイエンスプラン」を活用した相互交流プログラム 

 シンガポール・マレーシア修学旅行を活用した海外大学訪問 

 

【仮説３】について以下の内容を実施し検証をおこなっている 

 小学生のための「自由研究サポートプログラム」 

 中学生に課題研究の基礎を体験させる「中学生のための先進的科学教育プログラム」 

 地域の人々のサイエンスに対する興味関心を高める様々なアウトリーチプログラム 

 

なお、各研究開発の内容の詳細は「３章 研究開発の内容」にまとめて記載 
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② 研究開発の経緯 
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３－１－１ 数理探究 １学年 

 

１ 仮説 

1学年理数科および普通科で実施される学校設定科目「数理探究」の単位数を平成29年度より理数

科普通科と共に２単位に設定。平成30年度より普通科も理数科と同様に課題研究において実験ができ

る環境を整備することで、理数科・普通科問わず科学の対する興味関心を引き出し、答えの無い課題に

対して自ら答えを導き出すための手法を見つけ、物事を論理的に観察する能力を養うことができる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実施方法 理数科および普通科のカリキュラム上に学校設定科目「数理探究」を設定し、課

題研究を実施。 

実施会場 コンピュータ室、理科実験室、教室等 

発表会などは本校体育館大アリーナ、さいたま市民会館おおみやなどを使用 

担当教員 各クラス３名ずつ配置（情報、理科または数学、他教科から各１名） 

参加生徒数  

学科 平成２８年度 平成２９年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 

理数科 40名 40名 40名 41名 41名 

普通科  287名 318名 282名 281名 

生徒合計 40名 328名 358名 323名 322名 

 

（２）方法 

 平成29年度から単位数を理数科・普通科ともに2単位に増やした。さらに平成30年度から普通

科においても課題研究において実験を行うことができるよう時間割を調整し、実験機器などを

整備した。 

 1学期にPCやタブレットなどのICT機器の操作方法およびマイクロソフトオフィス（ワード、エク

セル、パワーポイント）を中心としたプレゼンテーションに必要な基本ソフトウェアの操作方法を

習得。 

 プレゼンテーション能力の基礎を身に付けることを目的に「学校紹介プログラム」を実施。 

（今年度は、新型コロナウィルス感染症の影響により実施なし） 

 課題研究を行い、内容をポスターにまとめてクラスごとに発表会を実施した。さらに内容や発

表の優れたグループはクラス代表として、SSH校内課題研究発表会におけるポスター発表、

市民会館おおみやで行われるＳＳＨ課題研究発表会で発表を行った。 

（今年度は、新型コロナウィルスの影響で校内課題研究発表会は実施なし） 

 

（３）評価 

 「学校紹介プログラム」や「SSH課題研究発表会」において、ICT機器を有効に活用し、自身の

意見や発表内容を他者に的確に伝えることができたか。 

 課題研究において自ら課題を見つけ仮説を設定し、論理的に実証する方法を考え実行。実

験などで得られた結果をもとに客観的な視点で考察し、他者に論理的に説明することができ

たか。 
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３ 検証 

課題研究では、平成29年度より普通科でも実験を行うことが可能となり、理数科だけでなく普通科の

調べ学習の域を出なかった課題研究の内容も課題研究として適したものとなった。生徒向けのアンケー

ト調査の結果からも、数理探究を通じて、「身近なものに興味関心を持つようになった」、「友達と意見交

換しながら問題を解決することができた」といった意見が多く、目的にも良い影響を与えていることが分

かった。 

普通科は１学期に「学校紹介プログラム」を行っている。（今年度は感染症の影響で実施できなかった）

「学校紹介プログラム」では各自が本校の特徴を考え、パワーポイントのスライド資料を作成し、母校の

中学校に赴き各自のタブレットを使ってプレゼンテーションを実施する。各中学校の先生から「本校の様

子が分かった」など高評価を得ており、生徒の自己評価においても肯定的な回答が多い。生徒が自身

の意見や発表内容を他者に的確に伝える能力を身に着けることに一定の効果を示していると考えられ

た。 

 

また、今年度は新型コロナウィルス感染症の影響により昨年度までと同様のスケジュールで実施でき

かった。特に臨時休校の長引きから、例年よりも課題研究のテーマ設定に時間がかけられなかった。休

校期間中の課題として、課題研究のテーマ設定をさせたことで、各自の興味に基づき似た思考を持つ

者がグループ形成をする段階までは有効であった。しかし、テーマや仮説の設定、実験計画を立てる

段階で苦戦したり、具体性に欠ける計画を立てたりするグループが多く見られた。例年でも、課題研究

の初期段階で仮説の設定、仮説を証明するための方法の策定に戸惑う生徒も多く、研究に取り組むま

でに時間を要する生徒もみられる。また、理数科では、例年１学期に「自由研究サポートプログラム」に

向けた準備を行っている。小学生を対象に、生徒自ら考えた夏休み自由研究のテーマに基づく実験を

行い、その内容を小学生および保護者に向けプレゼンテーションを行うものである。課題研究のテーマ

および仮説の設定前にこのプログラムを実施することで、昨年度までは普通科のグループよりもテーマ

や仮説が秀でたものとなるグループが多かったが、今年度は理数科生徒の課題研究のテーマや仮説

が普通科生徒のものと同程度となってしまった。自由研究サポートプログラムに課題研究のテーマや仮

説設定に一定の効果があると考えられた。 

 

今後、課題研究を進めていく上で生徒のテーマ・仮説設定にはまだまだ課題が見られ、何らかの方

策が必要である。また、研究内容についても得られた実験結果のデータにもとづく考察では、データを

客観的に捉えるために必要な統計処理に関する技術が伴っていないものが多くみられた。今後はこれ

らの点を改善し、課題研究が自らの力となっていることを実感できるものにしていきたい 

 

４ 資料など 

◯SSHに関するアンケートより 

・課題研究（課題の設定から実証まで）について 

   

 

 

 

 

 

 

37.0%

56.5%

6.5% 0.0%

課題研究において

課題を発見することができたか

31.5%

60.9%

6.5%

1.1%

実験や観察の計画を立て、自ら

実行することができたか

28.3%

62.0%

7.6%

2.2%

研究計画を立て、見通しを立て

ることができたか
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・課題研究（結果の考察から発表まで）について 

   

課題研究（コミュニケーション力と協調性）について 

   

課題研究（創造的思考力）について 

   
 

  

34.8%

55.4%

7.6%

2.2%

主張の根拠となる具体的な事実

やデータを示すことができたか

30.4%

57.6%

10.9%
1.1%

研究目的・方法を分かり易く示す

ことができたか

30.4%

56.5%

10.9%
2.2%

パワーポイントを使って論理的に

説明することができたか

55.4%
38.0%

6.5%

0.0%

友達と意見交換しながら課題解

決をすることができたか

31.5%

57.6%

9.8%
1.1%

他者の話に関心を示し、自分の

ことと捉えることができたか

41.3%

53.3%

5.4%

0.0%

授業や行事を通し他者と円滑な

人間関係を気付くことができたか

32.6%

53.3%

12.0%
2.2%

他発表を聞いて自分と比較検討

し、発展的に見ることができたか

26.1%

52.2%

18.5%

3.3%

新たな疑問や発想が湧き、独創

的な視点で研究を行っていたか

35.9%

47.8%

13.0%
3.3%

身の回りの身近なものを研究の

視点として持つことができたか
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３－１－２ 数理探究 ２学年 

 

１ 仮説 

２年「数理探究」では、自ら課題と仮説を設定し、他者と意見を交わしながら、課題を解決す

るための手法を実践を通して学ぶ。この実践を通して、将来、答えのない課題に取組むことがで

きる人材を育成する。また、この実践は、科学人材の育成にもつながる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実施方法 理数科および普通科SSCのカリキュラム上に学校設定科目「数理探究」を設

定し、主に課題研究を実施。なお、２学年の「数理探究」は普通科は理数科

と共に同時展開で実施。 

実施会場 おもに理科実験室および講義室などの特別教室で実施 

発表会などは本校体育館大アリーナ、さいたま市民会館おおみやなどを使用 

担当教員 クラス３名ずつ配置（理科、数学および体育の教員が担当） 

参加生徒数  

学科 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和２年度 

理数科 41名 40名 40名 39名 40名 

普通科SSC  30名 36名 110名 58名 

生徒合計 41名 70名 76名 149名 98名 

担当教員 3名 6名 6名 12名 9名 

 

（２）方法 

 １年生の時におこなった課題研究をルーブリックに基づき自己評価を実施。 

 課題研究の基礎的な手法を身に付けることを目的に「ミニ課題研究」を実施。 

 課題研究のテーマ設定をスムーズに決定することを目的に「課題研究テーマ設定プログラ

ム」を実施。 

 「大学基礎研究講座」に参加することで、課題研究を進めていく上で必要な技能およびデ

ータの分析方法などを学ぶ。 

 グループごとにサイエンスに関する課題と仮説を設定。それを実証する方法を考え実行。

得られた結果を客観的に分析・考察をおこなった上で発表。 

 発表方法について中間発表はポスター形式、最終発表は口頭発表形式で実施。 

 優秀な発表をおこなったグループは本校主催「SSH課題研究発表会」にて口頭発表を実施。 

 課題研究の内容をポスターにまとめ、次年度以降の資料とする。 

 

（３）評価 

 １学年で行った課題研究をルーブリックに従い適切に自己評価を行うことができたか。 

 課題および仮説の設定が適切に行われているか。また、仮説を立証する方法が理にかなっ

ており実行に無理が無いものとなっているか。 

 先行研究などをしっかり調査し、自己の研究に生かすことができた。 

 実験などを計画的に実行し、得られたデータを元に実験の方向性を定めることができたか。 

 実験などで得られたデータを客観的に分析し、考察することができたか。 

  



- 26 - 

 

 発表資料が他者にも理解できるようポイントを絞って作成されているか。また、実験結果

などの処理が適切に行われているか。 

 発表では聞き手を引き付け、分かりやすく論理的に説明することができたか。 

 すべての段階においてICT機器を有効に活用することができたか。 

 最終ポスターが適切なものとなっているか。 

３ 検証 

令和２年度は新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、当初の計画通りに進めること

ができなかった。そのため、すべてを計画的におこなうことができた令和元年度と比較するこ

とで、効果がある取組とそうでないものを知ることができた。 

 「ミニ課題研究」は課題研究のテーマ設定および実験計画の策定に、ある一定の効果があ

ることが分かった。 

 年度当初に実施した「課題研究テーマ設定プログラム」は似た思考を持つ者がグループを

作り、テーマおよび仮説を設定する段階までは有効であったが、実験計画を立てる段階で

具体性に欠ける計画を立てるグループが多々見られた。 

 仮説に沿った実験計画を十分に練ることができなかったため、実験の内容をたびたび見直

すグループが少なからずあった。そのため、思うように実験を進めることができず、十分

な実験データを得ることができないグループも見られた。 

 発表については焦点を絞り込むという点はまだまだ改善点が見受けられるが、他者に分か

りやすく説明する工夫はされていた。 

 ルーブリックに基づき自己評価をおこなうことはできたが、生徒自ら成長を実感できるよ

うなルーブリックの作成が今後の課題である。 

 令和２年度は新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け、放課後も含め実験時間を十分に

確保することができなかった。そのため、例年と比較して課題研究の内容を深めることが

できなかった。 

４ 最優秀賞を受賞した課題研究テーマ 

平成２９年度 「市販農薬によるカルス形成」 

平成３０年度 「電子顕微鏡(SEM)で観るミドリムシ ～界面活性剤の種類と濃度を変えて

～」 

令和元年度 「音のレンズ効果」 

令和２年度 「安価な電気伝導性インクを作る」 

５ 研究活動の様子 

  

 校内課題研究中間発表会（校内） 課題研究発表会：さいたま市民会館おおみや 
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６ 令和２年度 SSHアンケートの結果より 

課題研究（課題の設定から実証まで）について 

   

課題研究（結果の考察から発表まで）について 

   

課題研究（コミュニケーション力と協調性）について 

   

課題研究（創造的思考力）について 

   

 

37.0%

56.5%

6.5%
0.0%

課題研究において

課題を発見することができたか

28.3%

62.0%

7.6%2.2%

研究計画を立て、見通しを立て

ることができたか

31.5%

60.9%

6.5%
1.1%

実験や観察の計画を立て、自ら

実行することができたか

34.8%

55.4%

7.6%2.2%

主張の根拠となる具体的な事実

やデータを示すことができたか

30.4%

57.6%

10.9%1.1%

研究目的・方法を分かり易く示す

ことができたか

30.4%

56.5%

10.9%
2.2%

パワーポイントを使って論理的に

説明することができたか

55.4%
38.0%

6.5%
0.0%

友達と意見交換しながら課題解

決をすることができたか

31.5%

57.6%

9.8%1.1%

他者の話に関心を示し、自分の

ことと捉えることができたか

41.3%

53.3%

5.4%
0.0%

授業や行事を通し他者と円滑な

人間関係を気付くことができたか

32.6%

53.3%

12.0%
2.2%

他発表を聞いて自分と比較検討

し、発展的に見ることができたか

26.1%

52.2%

18.5%

3.3%

新たな疑問や発想が湧き、独創

的な視点で研究を行っていたか

35.9%

47.8%

13.0%
3.3%

身の回りの身近なものを研究の

視点として持つことができたか
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３－１－３ 数理探究 ３学年 

 

１ 仮説 

すでに研究、発表した内容について論文にまとめることで、研究を深化させ、客観的な目で自らの

研究の成果を分析することができる。また、英語でポスター発表を行うことによって、リテラシーや

コンピテンシーを向上させ、様々な場面に対応でき、特に国際舞台における多様な社会グループで人

間関係を構築する生徒を育成することができる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

  単位数： １単位 

場 所： ３年１組教室 

参加者： 理数科３年１組生徒 

指導者： 国語、数学、英語の教員３名 

 

（２）方法 

 2年次で行った「数理探究」（２単位）の研究内容を深化させるために、日本語の論文にまとめた。 

 論文は３名の教員で添削し、何度かのやり取りの後、完成させた。 

 昨年度発表したパワーポイントスライドをもとに英語のポスター１枚にまとめた。添削は英語科の教員

が行った。 

 校内で英語でのポスター発表を行った。クラス内での相互評価の他、本校教員、理数科１，２年生に

も参加、評価してもらった。 

 

（３）評価 

日本語論文と英語のポスター作成の取り組み状況、完成度、ポスター発表の取り組みで評価を

し、 

学年評定を策定した。 

 

３ 検証 

すでに実施した研究について、論文というきちんとした形にして残す、という作業について、生徒

たちは熱心に活動していた。教員からテンプレートを提示し、論文の書き方の指導から始めたが、文

字のサイズ、フォントや画像処理の方法などの技術的な指導も必要である。 

ポスター発表については、本校の理数科３年生は、英語でのポスター発表を国内外ですでに何度か

経験しているため自信を持って取り組み、また、高校生活最後のポスター発表の機会ということもあ

り、熱心に活動していた。視覚的に分かりやすいポスターの作成方法を模索していく必要がある。ま

た、1・2年生も発表会に参加することにより、数理探究3年間の流れが把握でき、先を見通して進め

ることができるようになる。 

しかしながら、今年度は年度当初の休校のため授業次数が少なくなり、またコロナの感染予防の観

点からポスターセッションは難しいとのことから、残念ながら日本語の論文作成のみ行った。少ない

時間の中ではあったが、追加実験を行うグループもあり、何とか仕上げることができた。 
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４ 英語のポスター 
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３－１－４ 大学基礎研究講座 

 

１ 仮説 

高大連携プログラムの一貫として、生徒に本格的な研究に必要な基礎的な知識や手法を経験

させる。そして、そこで得たノウハウを自らが実施する課題研究に活かし課題研究の内容を高め

ていく事ができる。さらに大学施設や研究室を見学することで生徒の進路決定の一助となる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

平成28年度 ２学年「数理探究」において年間を通じて実施。 対象：理数科 41名 

連携大学：埼玉大学 

平成29年度 ２学年「数理探究」のプログラムの一つとして、年間４日間実施。 

対象：理数科 40名 普通科SSC 30名 合計 70名 

連携大学：埼玉大学 

平成30年度 ２学年「数理探究」のプログラムの一つとして、年間４日間実施（集中講義

形式）。 

対象：理数科 40名、普通科SSC 36名 合計 76名 

連携大学：埼玉大学 

令和元年度 ２学年「数理探究」のプログラムの一つとして、年間４日間実施（集中講義

形式）。 

対象：理数科 39名、普通科SSC 110名 合計 149名 

連携大学：埼玉大学 芝浦工業大学 東洋大学 

令和２年度 新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け中止。 

 

（２）方法 

平成28年度 

２学年「数理探究」で実施される課題研究のテーマをグループ担当の先生方に設定して

いただき、講義、実習、実験などを実施。得られたデータをまとめ発表をおこなった。 

平成29年度 

２学年「数理探究」で実施される課題研究とは切り離し、年間数回に分けて主に大学の

研究室を利用して実施。プログラムで学んだ内容は後日発表会を実施。 

平成30年度 

２学年「数理探究」で実施される課題研究とは切り離し、夏休みを利用して集中講義形

式（４日間）で実施。プログラムで学んだ内容は後日発表会を実施。 

令和元年度 

２学年「数理探究」で実施される課題研究とは切り離し、夏休みを利用して集中講義形

式（４日間）で実施。なお、「数理探究」選択者が大幅に増加したため、埼玉大学の他、

芝浦工業大学、東洋大学の先生方にも指導を依頼し実施した。プログラムで学んだ内容

は後日レポートにまとめ提出。 

<埼玉大学担当教員およびテーマ> 

 井上直也 「温度測定の方法とスズの融点と冷却特性の測定」 

 藤原隆司 「ランタノイド錯体の発光をしらべよう」 

 田中秀逸 「遺伝子操作とは何か？何ができるか？」 

 大西純一 「遺伝子の情報を基に生物の系統樹を作ってみよう！」 
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<芝浦工業大学担当教員およびテーマ> 

 幡野明彦 「マイクロプラスチックと生分解性プラスチック」 

 小西利史 「ナノカーボン複合プラスチック作成とその導電 性評価」 

 牧下英世 「自然は数学という言葉でできている--- 数学 を数学に活用しよう」 

 福井浩二 「PCRを使ったジェノタイピングによるアルツハイマー病モデルマウスの 

同定」 

<東洋大学担当教員およびテーマ> 

 椎崎一宏 「遺伝子工学の基礎(DNAの制限酵素による切断と電気泳動による分離)」 

 

令和２年度 

２学年「数理探究」で実施される課題研究の内容とは切り離し、埼玉大学、芝浦工業大

学、東洋大学に依頼し、夏休みに集中講義形式で実施する予定であったが、新型コロナ

ウィルス感染拡大の影響を受けて中止。 

（３）評価 

 参加生徒は高校のカリキュラムを超えた内容を理解する事ができたか。また、理解でき

ない内容は理解する努力をおこなったか。 

 与えられた課題に興味関心を持ち、積極的にプログラムに参加する事ができたか。 

 大学基礎研究講座で身につけた研究の基礎的手法を課題研究に生かす事ができたか。 

 大学の先生方や学生の話を聞き、自らの進路選択の参考とする事ができたか。 

３ 検証 

SSH指定1年目は埼玉大学の５名の先生方の指導のもと課題を設定し、その課題に沿って文

献調査、実験、結果の検証および考察を実施し発表という形態で課題研究をおこなった。しか

し、平成29年度から課題研究のテーマおよび仮説の設定から発表までのプロセスを生徒主体

で実施する形態に改変したため、「大学基礎研究講座」の位置付けも初年度から大きく改変す

ることとなった。さらに、令和元年度、普通科SSC選択者の増加に伴い、埼玉大学の先生方だ

けで全ての生徒を指導する事に困難が予想されたため、芝浦工業大学および東洋大学の先生

方にも指導に加わっていただき、総勢10名の先生方の元で「大学基礎研究講座」を展開してき

た。令和２年度は新型コロナウィルス感染症拡大の影響により中止せざるを得なかったが、今

後も３大学の先生方の協力の下、内容を発展させていく予定である。 

本プログラムは集中講義形式のため研究内容を深めることは出来ないが、課題研究に取り

組む生徒たちに対し、研究手法および考察の深化を促す重要な機会となっている。また、「大

学基礎研究講座」の指導教員を本校で毎年実施される「SSH課題研究発表会」の審査員に迎え

ることで、本校の課題研究の内容および発表方法などを外部の研究者の目で評価し、生徒のレ

ベルに合った講評・助言を与える役割を担っていただいている。 
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３－１－５ SSH大学模擬講義 / SSH特別講演会 

 

１ 仮説 

課題研究に取り組める時間数を増やした教育課程を設定し、組織的な研究サポート体制の構築、系

統的な年間指導計画の作成を行い、総合的な学習の時間における最先端の大学模擬講義や特別講演

会など、教科横断的な取組を行う。これにより、リテラシーやコンピテンシーを向上させ、様々な場

面に対応でき、高い成果を生み出せる生徒を育成することができる。 

 

２ 研究内容・方法 

『SSH大学模擬講義』 

（１）内容 

日時 平成28年度（１年目）：平成28年11月16日（水）６・７・８限 

  平成29年度（２年目）：平成29年10月18日（水）６・７・８限 

  平成30年度（３年目）：平成30年10月17日（水）６・７・８限 

  平成31年度（４年目）：令和元年11月27日（水）６・７・８限 

  令和２年度（５年目）：令和２年11月18日（水）６・７・８限 

会 場 さいたま市立大宮北高校 視聴覚室 

対 象 理数科・普通科１年生 

（２）方法 

東京電力福島第一原発で起きたメルトダウン事故に伴って生じた汚染水から放射性物質を除去す

ることのできる「吸着繊維ガガ」を研究開発された、斎藤恭一先生（早稲田大学理工学術院客員上級

研究員、平成30年度までは千葉大学工学部共生応用化学科教授）を講師としてお招きし『課題解決型

の大学の研究「吸着繊維ガガ」〜理系こそ、国語と英語〜』という演題で模擬講義90分、質疑応答を

30分、理数科・普通科の１年生全員を対象に実施した。本講義では吸着繊維の仕組みや研究開発に至

るまでの過程を講義していただくと同時に、新しい研究を世の中に知ってもらうためには、論文、特

許、そして解説記事を書く必要があり、理系では理科だけが必要なのではなく、国語と英語の重要性

を強く印象づけていただいた。 

 

『SSH特別講演会』 

（１）内容 

平成28年度（１年目）：平成28年11月25日（金） 13:30～17:00 

講師 西成 活裕 先生（東京大学大学院工学系研究科 教授） 

演題 『思考体力と科学的ゆとり』 

「渋滞学」は流れの停滞を統一的に扱う研究であり、対象が多岐にわたるため「思考体力」を必要とする。勉

強をする時も、また研究や仕事においても、そして普段の日常生活でも共通して役立つ「思考体力」とは何か。

そしてそれを鍛えるにはどうしたらいいのかについて、先生の長年の研究から生まれた“科学的ゆとり”という

考えを高校生活に活かすことを講演の主眼として、様々なヒントを具体的に生徒に伝えていただく。 

 

平成29年度（２年目）：平成29年9月20日（水）  

講師 藤嶋 昭 先生 （東京理科大学学長） 

演題 『偉大な先人に学びつつ、自らを高めよう』 

藤嶋先生が研究している光触媒について、その始まりから様々な場面・製品に応用されている現状に至るまで

を、具体的事例を交えて生徒に伝える。研究の途中には苦しいことが多いが、真の面白さは新しい現象を見つ
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けた時の喜びにあること、また、先人の偉大な科学者の功績を紹介しながら、研究のヒントはいろいろなとこ

ろにあり、身の周りの現象の面白さを見逃さない観察眼と知的好奇心が重要である点について講演いただく。 

 

平成30年度（３年目）：平成30年９月19日（水） 13：30-17：00 

講師 浅井 志保 先生（日本原子力研究開発機構 研究主幹） 

演題 『放射線をはかる ～東京電力福島第一原子力発電所の事故と分析化学～』 

2011年に起こった福島第一原子力発電所の事故後に放出された放射性物質によって環境がどのぐらい汚染さ

れているかを客観的に知る手段として、放射線を「はかる」技術が重要な役割を果たしていることを理解させ

る。見ることも感じることもできない放射線を「はかる」計測の原理や、実際の分析の様子の紹介を交えた解

説により、生徒たちが「放射線」について学び「福島原発で実際に起こったことや現在行われていること」を

知ることを可能にし、日本の未来について真剣に考える機会とする。 

 

平成31年度（４年目）：令和元年９月30日（月） 13:30～17:00 

講師 中谷 朋昭 先生（横浜市立大学データサイエンス学部） 

演題 『データサイエンス、ビッグデータ、そして統計学』 

ビッグデータやAIといった言葉が流行する中、「ビッグデータ」とは、データサイエンティストの役割とは何

かという点を3V(Volume/Velocity/Variety)を用いて定義し、その扱いの注意点と技術等を解説いただく。データ

の「平均」を題材にした具体的な分析から、はじめに解決すべき課題があり、そのためにデータを収集し分析

するのがデータサイエンスの本質である点について、生徒の理解を深める。 

 

令和２年度（５年目）：令和３年３月10日（水） 13:30～17:00 

講師 渡部 潤一 先生（自然科学研究機構国立天文台副台長） 

演題 『“はやぶさ”から“はやぶさ２”へ 〜 日本の小惑星探査 〜 』 

日本の小惑星探査機はやぶさ２は、昨年12月に小惑星リュウグウの砂のかけらの入ったカプセルをオースト

ラリアに再突入させることに成功し、カプセルには５ｇを超える砂が入っていることが確認され、今後の分析

が期待されていることを解説していただく。これまでの日本の小惑星探査機活躍を振り返っていただき、 「第

二の地球は存在するのか？ 」という疑問を軸に生徒の知的好奇心を喚起する機会とする。 

 

（２）方法 

各研究分野で最先端の研究に携わる大学教授等を講師としてお招きし、条件の許す限り、公共ホー

ルを用いて全校生徒を対象とする特別講演会を、講演90分、質疑応答30分の形で実施した。 

 

３ 検証 

講義・講演後のまとめと感想から、生徒の中で大学の研究への興味と、科学に対する知的好奇心の

高まりはもとより、「なぜ大学に行くのか」「どのような学生を目指すのか」という目標設定や、「大

学に入って必要なこと」「そのために今何を行うべきなのか」を意識して高校生活を送ることの重要

性、理系・文系の枠にとらわれない柔軟な思考の必要性についての認識の向上が確認できた。 

最先端の科学に関する専門的な内容や研究を知ることで、生徒自身が行う課題研究の深化にもつな

がるよう、今後とも働きかけを続けていく。 
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３－１－６ SS科学総合（SSH福島復興探究学） 

 

１ 仮説 

 東日本大震災において、福島県浜通り地方は津波や原発事故の影響で甚大な被害を受けた。その中でも

福島第一原子力発電所が設置されている相双地区（浜通り北部）は、震災から10年経つ現在でも復興の目

処が立っていない地区が存在する。SSH福島復興探究学では、福島県浜通り地区の現状を分析し、この問

題を長期的に解決するためには、どのような技術革新や社会への取組が必要なのかを考え、行動することが

できる人材を育成することができる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容・方法 

H30年度から実施し、今年度で3年目となる。 

①事前学習（福島復興探究学） 

対象生徒：主に１学年全生徒（一部2学年生徒） 

・福島復興学の概要説明 

・前年度参加生徒から、前年度に実施したフィールドワー

クの 

報告（2年目以降） 

・大学模擬講義「放射性物質吸着繊維ガガ」   

早稲田大学 斎藤恭一教授 

・テーブルディベート「エネルギーミックス」 

・東日本大震災 復興の歩みと課題 本校教諭 待谷亮介 

・生徒課題発表会にて代表生徒の報告会 

・SSDEにおいて、原発の必要性およびトリチウム水処理方法についてのディベート（令和2年度） 

 

②福島フィールドワーク 

対象生徒：1，2学年から参加希望者を募り選抜 

【H30年度】 

・浪江町視察 

請戸地区および浪江町の帰還困難区域の見学，津波による被災と防災について学習 

・富岡町視察 

富岡町の現状や復興についての講義および夜ノ森地区（帰還困難区域の境界線）見学 

・バス内から帰還困難区域の見学 

メガソーラー発電，除染廃棄物仮置き場の状況および、国道6号の現状等の見学 

・Jヴィレッジ担当者による講義 

広野町の復興状況やJヴィレッジについて 

・福島県立双葉未来学園高等学校訪問 

双葉未来学園の研究内容発表および交流会の実施 

 

【H31年度】 

・いわき市観光物産センター いわき・ら・ら・ミュウ訪問 

講演：東日本大震災の影響 東日本大震災見学展 

・富岡町視察 
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富岡町の現状や復興についての講義および夜ノ森地区（帰還困難区域の境界線）見学 

・浪江町視察 

請戸地区および浪江町の帰還困難区域の見学，津波による被災と防災について学習 

・東京電力廃炉資料館および福島第一原子力発電所視察 

廃炉資料館見学後、福島第一原発敷地内を視察 

・Jヴィレッジ 

「富岡町 3.11を語る会」 青木淑子先生講演会 

・福島県立磐城高等学校訪問 

福島の復興をテーマにした研究内容発表および 

交流会の実施 

 

【令和2年度】 

※緊急事態宣言発令のため、現地でのフィールドワーク 

は中止 

・福島県立磐城高等学校とのオンラインでの交流会 

福島SIHの活動報告，課題研究発表およびオンライン 

交流会 

 

（２）評価 

・福島復興探究学でおこなった講演などを理解し、今後どのような取り組みが必要なのかを考えることができ

たか。 

・福島第一原発事故の裏に隠された日本のエネルギー問題を理解することができたか。 

・福島フィールドワーク参加者は現地の人々の話を聞き、福島の復興に向け何ができるのかを考えることがで

きたか。 

・SSH福島復興探究学の取り組みが、将来、この問題に取り組む人材の育成につなげることができたか。 

３ 検証 

 3年間の継続実施を経て、SSH福島復興探究学の取

組は大宮北高校のSSHにおける取組の中でも継続性

のある重要な取組になりつつある。テーブルディベート

や大学模擬講義およびSSDEなど様々な取組と関連付

けを行うことで、東日本大震災で発生した事実や被災

地の課題などに対する興味・関心を高めるきっかけとな

った。また、前年度のフィールドワークに参加した生徒

からの報告会を行なったり、課題研究発表会での発表

を行ったりしたことで、発表生徒の考えを整理し、より深

めるだけでなく、次の学年の生徒への意識付けにもな

っている。 

 日本のエネルギー問題や、福島第一原子力発電所のトリチウム水の処理問題など、喫緊の課題について

の理解は、現地でのフィールドワークにおいて深めることができた。「百聞は一見に如かず」の言葉の通り、

現地で説明を受けながら現場を見学することで、他人事ではなく自分事としてとらえることができた生徒が多

い。また、現地の高校生との交流会や富岡町，浪江町の視察を通して「何をもって復興とするか」という問題

にも向き合い、生徒一人ひとりが深い考察を行うことができた。福島フィールドワークはこちらの狙い通り、生

徒にとって深い学びと思考の機会となっている。今年度（R2年度）については、緊急事態宣言発令の為、現
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地でのフィールドワークは叶わなかったが、現地の高校生との交流会において生徒の興味・関心だけでなく

問題意識も高めることができ、来年度以降に繋がる取組となった。 

 福島フィールドワークに参加した生徒について、初年度（H30年度）は被災地についての「興味」で参加す

る生徒が多かったが、翌年にフィールドワークに参加した生徒は明らかに「問題意識」を持って参加している

様子が言動から伺うことができた。原子力発電所の是非やエネルギー問題および福島の復興における課題

等に対し、問題意識を持たせることはできた。今後は2年生の理数科および普通科SSCで行う課題研究にお

いて福島フィールドワークで感じたことをきっかけにテーマ設定をする生徒が出てくることを期待する。 

 

４．資料・感想 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  ※H31年度のアンケート結果 

【磐城高校での交流会の感想】 ※抜粋 

・質問で「何をもって復興とするか？」と聞くと、

漁業や町を震災前以上にすること、物理的なこ

とではなく、人の心が元に戻ることと言ってい

て、想像しきれない考えを持っていると思った。

たくましかった。 

 

・磐城高校の生徒曰く、復興は過去形では表せ

ない、常に復興をしている状態であり現在進行

形だと言っているのが心に残っている。 

 

・福島の方たちは震災から目をそらさずしっかりとした自分の中での考えがあって素晴らしいと思った。とても

親切に答えてくださったので嬉しかった。 当時の経験とかを笑顔で話してくれたので聞きやすかった。 

 

・現地の高校生が一人一人の意見を持っていて、それを他の境遇の人に伝えようとしていることに驚いた。

様々な交流を経て、それぞれが十人十色の強い意志を持っているのを感じた。 

 

・自分たちは地震が起こった時は自宅で過ごせたけど、磐城高校の人の中には家が全壊してしまったり、埼

玉や栃木に避難したり、放射線の影響で小学校3年間マスク強制されたり、やっぱり被害が大きかったという

ことを実感した。 災害関連死も多かったそう。 

 

・NPOから課題をもらって研究を行っていると聞いて驚いた。それだけでなく内容が学生の発表と思えないほ

ど濃いもので復興への意識の違いを思い知った。また､原発を建設する時に津波のことを考えて欲しかった

という素直な意見も聞けて良かった。 
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【福島第一原発視察の感想】 ※抜粋 

・今までテレビや大人たちが「福島は危険

だ」と言っていてなんとなくそうなのかなと思

っていたけれど今日それは違うと思った。し

っかりと管理して放射線量も包み隠さず表示

していて事故があってからだけど、しっかりと

受け止めているのだと思ったし、ここまで進

んでいたんだと、本当に福島第一原発に来

たんだと思った。まだまだだけれど進んでい

ないわけではないので…少し安心した。 

 

・福島第一原発の事故によって迷惑や心配

などをかけたことは紛れもない事実だけど、

全て東京電力のせいというわけではないと思うので、最初の謝罪が少し心が痛かったです。でも、原発につ

いて過信に過ぎなかったということを聞いて、自分も少しそのことは思っていたことなので自覚をしていること

を知り、やっぱりと思いました。 

 

・現在の原発の廃炉の状況や9年間そのままにされた町、東京電力の職員の方々からの事故当時の話など、

記憶に残る物が多かった。今回の視察で改めて原発事故のスケールを知り、その後の昼食では同じテーブ

ルで食事をしていた職員の方から職員という立場から見た原発事故や廃炉についての話を伺って、今後数

十年先まで課題となるであろうことの重大さを感じた。 

 

・自分が知っていた原発と姿形が変わっていて驚いた。 線量が高いところはロボットで燃料デブリを取り除い

たり、マイナス30度の地下水を流して氷の壁を作ったり、土嚢を積んで壁を作って線量を下げたり、様々な対

策をして、安心を目指して除染を行なっていることが分かった。原発によって養われていた燃料は、再生可

能エネルギーを利用したり、他県からエネルギーを購入したり、省エネが進んでそもそも電力を必要としない

こともある、ということを聞けて良かった。莫大なコストを国に返すことは現時点では難しいけれど、返すことが

できるくらいの除染作業が進むことが出来ればと思う。 

 

・今までは、福島県浜通り地方の現在の状況と向き合いこれからどうしていくべきか考えていたが、今回初め

て「当時どうしていたらこんなことにならずに済んだのか」と考えた。今までこのような思考に至ることは無く、我

ながら驚いた。が、このような悲しい事故を二度と起こさないようにする為には、どうして事故が起きたのか知り、

どうすれば防げたのか考えることが大切だと思った。現在や未来のことだけでなく、過去のことにもしっかり向

き合うべきだったと感じた。起きてしまったことを教訓とすることも私達の役目なのではないかと思う。 
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３－１－７ SSHサイエンスフィールドワーク概要 

 

１ 仮説 

「SSHサイエンスフィールドワーク」では大学、研究機関、博物館、科学館の協力を得て、最先端の研

究内容を紹介し、最先端の研究がおこなわれている現場を訪問し、研究者から直接話を聞くことで生徒

のサイエンスに対する興味関心を高める事ができる。また、「SSHサイエンスフィールドワーク」を短期プ

ログラムとすることで、普段、サイエンス部以外に所属をしている生徒にも本格的研究活動を体験させる

事ができる。 

＜SSHフィールドワークの変遷＞ 

 

※ SSH初年度（平成28年度）は施設見学を中心とするフィールドワークを展開したが、平成29年

度以降はフィールドワークに体験・実習が含まれるよう計画の見直しを行なった。 

※ 平成30年度以降、すべてのフィールドワークに事前学習および事後学習を導入。事後学習で

は、プログラムの内容を各自でまとめ発表会を実施。 

※ 令和２年度は新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、「長瀞フィールドワーク」のみ実施

することができた。 

※ 上記以外に単年度プログラムとして以下のものを実施 

 

実施年度 プログラム名 実習施設または協力機関 

令和元年・２年度 「高校生ロケット教室」 さいたま市立青少年宇宙科学館 

平成30・令和元年度 「科学未来館実習」 日本科学未来館 

令和元年度 「水素エネルギー先端授業」 本田技術工業研究所 

令和元年度 「東京農工大学実習」 東京農工大学農学部・工学部 

  

平成 28年度 

平成 29年度 

平成 30年度 

令和元年度 

中止 中止 中止 実験のみ実施 実施 

長瀞フィールド 

ワーク 

筑波研究 

施設研修 

国立天文台 

JAXA 研修 

臨海フィールド 

ワーク 

JAXA タンパク質 

結晶化実験プログラム 

KEK 見学実習 

理化学研究所 

講義実習 

令和２年度 

化石採集 

同定実習 
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３－１－８ JAXAタンパク質結晶化実験プログラム 

 

１ 仮説 

  →p.38を参照 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 本校実験室 

 JAXA筑波宇宙センター 高エネルギー加速器研究機構 埼玉大学等 

実習期間 10日～12日/年 

参加生徒 １、２年生希望者：約20〜25名 

実習内容 ヒトおよびニワトリのリゾチームの結晶条件の探索 

ヒトリゾチームに基質類似体を加えた複合体の結晶条件の探索 

上記の結晶を国際宇宙ステーション実験モジュール「きぼう」で実施されて

いる結晶生成方法（カウンターディフュージョン法）を用いて結晶を生成す

る条件の探索 

得られた結晶のX線構造解析を行い、タンパク質および複合体の構造を解析 

基質類似体の種類と基質分解速度の違いを測定し、結果を考察 

 

＜平成30年度実施プログラム内容＞ 

日程 内容 

8月28日 
タンパク質についての基礎講座 

リゾチームの酵素活性速度の測定実験 

9月8日 リゾチームの結晶化条件の探索① 

9月22日 リゾチームの結晶化条件の探索② 

随時 
作成した結晶の観察 

観察結果を元にカウンターディフュージョン法の実施 

11月2日 
高エネルギー加速器研究機構 実験施設見学 

JAXA筑波宇宙センター訪問 X線回析の実施 

11月30日 日本分子生物学会 高校生発表会参加 

3月25日 日本農芸化学会 ジュニア農芸化学会参加 

※ 令和元年度は事前研究を５月より実施 

※ 令和２年度はコロナウィルス感染症拡大の影響を受け、校内実験のみ実施 

（２）方法 

＜事前研究＞  

岩手医科大学・阪本先生および日本科学未来館・六本木先生など多くの研究機関の先生方

の協力のもと、ヒトおよびニワトリ由来のリゾチーム、さらにヒトリゾチームに様々な基質類似体を

加えた複合体の結晶条件を数百種類の条件の中から探索。さらに実験モジュール「きぼう」で実

施されているカウンターディフュージョン法を用いて、結晶を生成するための条件を探索。 

また、ヒトリゾチームに数種の基質類似体を加えた時、リゾチームの活性速度にどのような変化

が起こるのかを検証。 

＜研究機関における実習＞  

高エネルギー加速器研究機構およびJAXA筑波宇宙センターを訪問し、研究者から最先端

の研究内容の紹介と研究機器などを見学。また、JAXAの高品質タンパク質結晶生成チームの

研究者の協力のもとに生徒が生成したタンパク質のX線構造解析を実施した。 
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＜事後研究＞  

JAXAでおこなわれたX線構造解析のデータを基にコンピュータ上でタンパク質結晶のシミュ

レーションを実施。基質類似体がタンパク質にどのような影響をもたらし、酵素活性速度の阻害

を図っているのかを考察。得られたデータをまとめ代表生徒が「日本分子生物学会・高校生発表

会」および「日本農芸化学会・ジュニア農芸化学会」に参加し発表をおこなった。 

（３）評価 

 理数科ばかりでなく、普通科からも参加者があったか。 

 生徒は高度の研究内容を最後まであきらめずに理解をしようとする姿勢を見せることができた

か。 

 実験に積極的に参加し、実験結果をグループ内で意見を交換しながら考察することが出来た

か。 

 仮説と異なる結果が出た時、その原因を考察することが出来たか。 

 得られた結果を考察し、ポスターやスライドなどにまとめ発表を行うことが出来たか。 

 発表を行った際、質問を受け、的確に回答することが出来たか。 

 科学部以外の部活動に所属している生徒に本格的な研究の一端を経験させることができたか。 

 学会発表をおこなった生徒が専門家の前でしっかり発表をおこない、質問に的確に回答する

ことができたか。 

 

３ 検証 

SSH初年度、「国立天文台・JAXA研修」および「筑波研究施設研修」を実施した。しかし、両プログ

ラム共内容は施設見学のみであった。そこで、２年目以降はフィールドワークや体験学習を取り入れ

ることを目的に「高エネルギー加速器研究機構見学・実習」を実施。３年目に本校卒業生の岩手医科

大学薬学部 阪本泰光准教授の指導の下、本格的な研究プログラムへと発展させることができた。 

このプログラムは普段運動部などに所属しているため、本格的な研究活動を経験することができな

い生徒たちに本格的な研究活動の一端をのぞかせることも目的の一つとなっている。 

参加生徒は熱心に活動し、与えられた様々な実験手順を正確にこなすためにグループ内でコミュ

ニケーションを取り、様々な工夫を重ねながら進めていく様子を毎年見ることができた。また、JAXAや

KEKの施設見学では自らが行っている研究が最先端の研究施設ではどのように進められているの

か？また、その研究が人類にどのような恩恵をもたらす可能性があるのかを学ぶことができた。そして、

実験過程で出てきた疑問点を的確に質問する生徒の姿を見ることもできた。 

さらに自分たちが作成したタンパク質のX線構造解析のデータを基にタンパク質の構造をコンピュ

ータ上でシミュレーションし、その結果を基に基質類似体が酵素の活性部位にどのように影響を与え、

活性速度を変化させているのか考察することができた。そして、そこで得られた結果を代表生徒がポ

スターにまとめ「日本分子生物学会・高校生発表会」および「日本農芸化学会・ジュニア農芸化学会」

で発表をおこなうことができた。 

令和元年度は高品質のタンパク質結晶を得ることができず、構造解析を最後まで進めることができ

なかった。また、令和２年度は新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、施設実習を行うことがで

きなかった。以上のように、このプログラムを進めていくには様々な課題を克服していかなければなら

ないが、多くの生徒に本格的な研究活動の一端を経験させるために、今後も続けて行きたいプログラ

ムである。 
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３－１－９ 臨海フィールドワーク 

 

１ 仮説 

「SSHサイエンスフィールドワーク」では大学、研究機関、博物館、科学館の協力を得て、最先端の研

究内容を紹介し、最先端の研究がおこなわれている現場を訪問し、研究者から直接話を聞くことで生徒

のサイエンスに対する興味関心を高める事ができる。また、「SSHサイエンスフィールドワーク」を短期プ

ログラムとすることで、普段、サイエンス部以外に所属をしている生徒にも本格的研究活動を体験させる

事ができる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 お茶の水女子大学湾岸生物教育研究センターおよび周辺の磯および山林 

実習期間 １泊２日（６月上旬）で実施 平成２８年度のみ２泊３日（１０月）で実施 

参加生徒 １、２年生希望者：２０～２３名 

実習内容 磯の生物採集および観察 

ウミホタルの採集および発光実験の観察 

ウニの初期発生の観察 

沼サンゴ（縄文時代のサンゴ礁の化石）の観察 

沖の島の地形および地質観察 

海底生物の採集および観察（平成２８年度のみ実施） 

（２）方法 

海なし県である埼玉県に住む本校生徒は海に生息する生物に対する知識が乏しいのは、もちろ

ん、生物を採集した経験すらない者がほとんどである。このような生徒たちが磯に生息する生物を

採集し、専門家やTAの指導の下、採集した生物の分類をおこなうことで、生物の名前だけではなく

生物の形態的特徴などを理解させることができる。 

ウミホタルの採集・観察では、ウミホタルを採集するためのトラップを自作し、自ら採集したウミホタ

ルを顕微鏡で観察する。また、ウミホタルの特徴である発光のメカニズムに関わる器官を観察した

後、発光実験をおこなう。 

ウニの発生観察では事前学習で学んだ内容を復習した後、ウニを受精させ、プルテウス幼生の

段階まで観察をおこなう。さらに縄文時代に隆起したとされる沼サンゴの化石が残る露頭におもむ

きサンゴの化石などを観察する。 

事後学習として、フィールドワークで学んだ内容を各自Power Pointを用いてスライドにまとめ発

表会を実施。さらに、その内容をまとめ、「SSH課題研究発表会」および「中学生対象の学校説明

会」を利用して発表をおこなう。 

（３）評価  

 海洋生物の採集および分類では、各生物の形態的特徴を捉え、生物が環境にどのように適

応してきたかを考えまとめることができたか。 

 ウミホタルの採集・観察では動物プランクトンの巧みな構造を観察。さらに発光器官がどのよう

に働くのかを理解することができたか。 

 ウニの発生実験では、事前学習で学んだ内容を理解した上で観察やスケッチをおこなうことが

できたか。各発生段階の特徴を押さえることができたか。 

 フィールドワークで学んだ内容をスライドにまとめ、発表をおこなうことができたか。 

 多様な海洋生物が生息するためにはどのような環境が必要なのか。また、その環境を維持す

るためにはどのような知識や行動が必要かを意識することができたか。 
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３ 検証 

臨海フィールドワークは毎年、参加希望者が多く集まる人気の高いフィールドワークである。そのた

め、参加者の意識は高く、毎年様々なプログラムを積極的にこなす生徒の姿を見ることができる。しか

し、参加生徒の殆どは海の生物を実際に採取した経験がないため、磯で行う海洋生物の採集実習で

は、今まで見たことがない奇妙な生物にはじめは戸惑う生徒も少なからずいる。しかし、採集を進めて

いくにつれ、海の生物に興味を示し、講師やTAに質問しながら採集を進めていく姿を見ることができ

るようになる。また、採集した生物の同定においても、生物の細かな違いを見分け、採集した生物の

名称を特定し分類を行なっていく。この過程は生物学を学ぶ上では最も基礎的な内容ではあるが、

最も重要な要素でもある。 

また、ウミホタルの採集・観察実習、ウニの発生の観察なども海なし県、埼玉の高校生にとっては毎

年、全員が初めての体験となるプログラムである。そのため、夜の港でウミホタルを採集し、発光する

様子を観察した時の生徒の驚き、ウニの受精卵が卵割をする瞬間を目の当たりにした時のワクワクし

た様子は科学に対する興味関心を高めるきっかけとなっている。 

その結果が、事後学習で行われる発表会にも現れ、毎年、フィールドワークで学んだ内容はもちろ

ん、自分が興味関心を持ったテーマをさらに掘り下げ発表をおこなう生徒も数多く見受けられる。また、

毎年行われる代表生徒の校内発表会では、聴衆に分かりやすく、興味深いプレゼンテーションを行う

ことができた。以上のような理由から、このフィールドワークは生徒のサイエンスに対する興味関心を

高める効果は十分にあると言える。 

４ 研究活動の様子 

磯の生物採集 磯で採集した生物の観察と分類 

  

ウニの発生実習 ウミホタルの発光実験 
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 ３－１－１０ 理化学研究所訪問実習 

 

１ 仮説 

「SSHサイエンスフィールドワーク」では大学、研究機関、博物館、科学館の協力を得て、最先端の研

究内容を紹介し、最先端の研究がおこなわれている現場を訪問し、研究者から直接話を聞くことで生徒

のサイエンスに対する興味関心を高める事ができる。また、「SSHサイエンスフィールドワーク」を短期プ

ログラムとすることで、普段、サイエンス部以外に所属をしている生徒にも本格的研究活動を体験させる

事ができる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 理化学研究所 和光地区 

実習期間 １日（７月中旬）に実施 

参加生徒 １、２年生希望者：約３０名 

実習内容 理化学研究所の施設見学（超電導サイクロトロン） 

理化学研究所の研究者から研究内容の紹介と質疑応答 

（２）方法 

＜事前学習＞  

理化学研究所で発見された新元素113Nhの発見の経緯と同定方法などの解説  

＜当日の実習＞  

仁科加速器科学研究センターを訪れ SRC（超伝導リングサイクロトロン）を見学。さらに理化

学研究所で研究をおこなっている研究者から研究内容の紹介、「なぜ研究者を目指したのか」な

どの講義と質疑応答を実施。  

＜事後学習＞  

フィールドワークで学んだ内容をまとめ発表会を実施。 

（３）評価  

 参加した生徒が科学に対する興味関心を高めることができたか。 

 最先端の研究を進めていくにはどのような努力が必要なのかを知ることができたか。 

 フィールドワークの内容をPower Pointを用いてまとめ、発表を行うことができたか。 

３ 検証 

新元素113Nhを発見したサイクロトロンの見学ではサイクロトロンの様々な用途、今後期待される研

究などの紹介が行われ生徒も関心を持って聞く

ことができた。 

また、講義では最先端の研究内容ばかりで

なく、なぜ研究者を目指したのか？外国人の研

究者から日本で研究を行う理由などの話を聞く

ことができた。そして、研究には国を超えた国際

感覚が必要であることを生徒に理解させること

が出来た。さらに事後学習では全員がフィール

ドワークの内容をまとめ積極的に発表をおこなう

ことができた。 
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３－１－１１ 化石採集実習 

 

１ 仮説 

「SSHサイエンスフィールドワーク」では大学、研究機関、博物館、科学館の協力を得て、最先端の研

究内容を紹介し、最先端の研究がおこなわれている現場を訪問し、研究者から直接話を聞くことで生徒

のサイエンスに対する興味関心を高める事ができる。また、「SSHサイエンスフィールドワーク」を短期プ

ログラムとすることで、普段、サイエンス部以外に所属をしている生徒にも本格的研究活動を体験させる

事ができる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 栃木県佐野市葛生化石館および周辺の山林 

実習期間 １日（事前事後学習を除く） 

参加生徒 １、２年生希望者：約２０〜２５名 

実習内容 葛生化石館の見学 

葛生化石館周辺の山林に入り、古生代ペルム紀の地層から化石を採集 

採集した化石を研磨し、標本の作成 

標本中に見られるフズリナの特徴を見つけ、化石の年代を特定 

 

（２）方法 

＜事前学習＞  

古生代ペルム紀に起こったとされる大量絶滅をテーマにしたビデオの視聴 

＜当日の実習＞  

化石館に展示されている化石標本を見学し、これから採集する化石の時代背景および生息

時の環境などを学習する。その後、化石館周辺に分布する石灰岩層（大鎌）を訪れ、化石採集

を実施。さらに採集地において、クリノメーターなどの使い方を学習する。 

採集した化石は事後学習に向けて化石館にて大まかな分類を行った後、持ち帰る。 

＜事後学習＞  

持ち帰った化石を研磨し、標本を作製する。 

標本中のフズリナを実体顕微鏡で観察し、フズリナの年代を特定する。 

フィールドワークで学んだ内容をPowerPointを用いてまとめ発表会を実施。 

 

（３）評価 

 参加した生徒が科学に対する興味関心を高めることができたか。 

 事前学習で学んだ知識をフィールドワークの時に活用することができたか。 

 フィールドワーク中に行われる様々な活動を積極的に受けることができたか。 

 採集した化石を磨き、標本を作成することができたか。 

 作成した化石に残るフズリナの特徴を見極め、年代を特定することができるか。 

 フィールドワーク終了後、学んだ内容をまとめ発表を行うことができたか。 
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３ 検証 

化石採集実習はSSH指定初年度から毎年実施されてきた人気のプログラムであるが、年を追うごと

に改良を重ね、現在は事後学習として、化石の標本を作成し、化石に含まれるフズリナの年代特定ま

でを一つの流れとしておこなっている。この一連の流れを通して、生徒は化石が生息していた環境や

時代背景などを考えることができるようになる。また、初めて行う化石の採集を通して、フズリナとともに

生息していた生物なども学ぶ事ができる。 

事後学習では自ら持ち帰ってきた化石を研磨し、標本の作成をおこなうが、毎年、参加者全員が

熱心に化石を磨く姿を見ることができる。この点からも、このフィールドワークが生徒へもたらす影響の

大きさを感じ取ることができる。 

令和２年度はコロナウィルス感染症拡大が影響し、このプログラムを実施することができなかったが、

今後も続けて行きたいフィールドワークの一つである。 

 

４ 研究活動の様子 

葛生原人出土跡 化石採集地 

  
 

化石採集 化石標本の作製 
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３－１－１２ 長瀞自然の博物館実習 

 

１ 仮説 

「SSHサイエンスフィールドワーク」では大学、研究機関、博物館、科学館の協力を得て、最先端の研

究内容を紹介し、最先端の研究がおこなわれている現場を訪問し、研究者から直接話を聞くことで生徒

のサイエンスに対する興味関心を高める事ができる。また、「SSHサイエンスフィールドワーク」を短期プ

ログラムとすることで、普段、サイエンス部以外に所属をしている生徒にも本格的研究活動を体験させる

事ができる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

実習地 埼玉県立自然の博物館および秩父市周辺 

実習期間 ２日（６月および10月）に分けて実施：令和２年度は１日（１０月）で実施 

参加生徒 １、２年生希望者：１０～２０名 

実習内容 長瀞岩畳周辺に分布する地質の観察 

岩畳周辺に生息する水生昆虫および土壌生物の採集と分類 

小鹿野化石館見学および化石の採集：令和元年度のみ実施 

「ようばけ」の観察：令和元年度のみ実施 

 

（２）方法 

＜事前学習＞  

長瀞岩畳周辺に残る結晶片岩の特徴と生成過程を学習 

＜当日の実習＞  

長瀞岩畳周辺に残る日本でもまれな結晶片岩を中心に様々な岩石および地質に関するフィ

ールドワークを実施。さらに荒川上流域に生息する生成昆虫および土壌生物を採集し分類をお

こなう。 

また、令和元年度は小鹿野化石館を訪れ、化石館近くの地層「ようばけ」の観察およびその周辺

で化石を採取し標本作成を体験した。いずれのフィールドワークも現地ガイドの指導の下、詳細

な説明が行われた。 

＜事後学習＞  

フィールドワークで学んだ内容をPowerPointを用いてまとめ発表会を実施。 

 

（３）評価 

 参加した生徒が科学に対する興味関心を高めることができたか。 

 事前学習で学んだ知識をフィールドワークで活用することができたか。 

 フィールドワーク中に行われる様々な活動を積極的に受けることができたか。 

 フィールドワーク終了後、学んだ内容をまとめ発表を行うことができたか。 

 自然豊かな環境に多様な生物が生息する環境の大切さを理解することができたか。 
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３ 検証 

長瀞フィールドワークは、さいたまを代表する名勝地、長瀞の地質とそこに残る豊かな生態系を知

ることを目的に計画された。また、このフィールドワークは長瀞自然の博物館の曾根崎先生のアドバイ

スを受け、初夏と晩秋の２回に分けて実施された。（令和２年度は新型コロナウィルス感染症の影響を

受け１回のみ実施）主に初夏は長瀞の岩畳周辺をフィールドに地質と水生昆虫をテーマに展開。ま

た、晩秋は秩父ジオパークの一つに指定されている「ようばけ」を訪れ化石の採集と長瀞周辺に生息

する土壌生物の調査をテーマに展開された。どちらのフィールドワークも学校周辺では決して見ること

ができない地質や生物を目の当たりにして目を輝かせながら採集や観察をする生徒の姿を見ること

ができた。 

また、フィールドワーク終了後も学んだ内容を各自でまとめ発表会を毎年行っているが、発表内容

のほとんどがフィールドワークで学んだ内容に留まらず、各自が興味関心を持った内容を掘り下げた

ものとなっていた。さらに長瀞フィールドワークで学んだ内容を詳しく知ることを目的に、課題研究のテ

ーマに設定する生徒も毎年いる。 

令和２年度は新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、他のSSHサイエンスフィールドワーク

がすべて中止となる中、唯一、長瀞フィールドワークのみ実施することができた。例年は２日に分けて

実施されるプログラムではあるが、令和２年度は１日（１０月）のみの実施となってしまったため、プログ

ラムでは岩畳周辺の結晶片岩を中心とした地質の観察と水生昆虫の採集と分類のみとなってしまっ

たが、今後も、県内の豊かな自然環境を生徒に知ってもらうためにもこのフィールドワークを続けてい

く必要性を感じた。 

 

４ 研究活動の様子 

長瀞岩畳（赤壁）の観察 水生昆虫の採集 

  
 

岩畳の解説 水生昆虫の同定と分類 
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３－２－１  Super Science Debate in English (SSDE) 

 

１ 仮説 

 グローバル化や様々な社会変化の中で、世界は急速に変化し続けている。生徒は、不確かなこと・

不測の事態が立て続けに起きる社会をこれから生き抜いていかなければならない。自分自身で社会

問題を主体的に学び・調査すること、自分自身の意見をもち、他者と共有すること、適切に英語で表

現・討論する力は、これからの時代を生きる人々にとって必要不可欠なスキルである。ディベートを

活動のメインフレームにすることで、論題について賛成と肯定の両面の考えを展開することができ、

生徒の物事を多面的にとらえる力を育てられる。また批判的思考力（クリティカルシンキング）、判

断力、創造力を向上させ、構築する。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

さまざまな理科的な事象が関わる社会問題を取り扱ったディベートを行う。 

 

（２）方法 

本校１・２年理数科と普通科（約１００人）、３・４人グループ（計３０グループ）による、リーグ戦を年8回

展開した。 

 

（３）評価 

①ディベート内での論証・実現可能性の質 

②英語運用能力の質 

３ 検証 

（1） 評価方法①生徒のアイデアの実現可能性を評価する。論証・論点にまつわる主張をサポートするた

めの証拠を調べ探し出し、議論中のタイミングを見計らい主張を裏付けるために効果的に使えるよう

になるか。 

（2） 評価方法②英語運用能力のスキルルーブリックを提示し、段階的なステップを提示し英語運用能力

の向上を目指した。  

（3） 馴染みがないが生活に影響がある論題や、正解が出ていない問題に対し、主体的に捉え、仲間と協

働しながら自らの考えを立てることで、困難に立ち向かっても自ら学び、答えを出そうとする学習に向

かう主体性を育む。 

① 回を増すごとに論の展開が増え、また意見裏付けのために研究論文やデータをディベート中に

提示するなど、各々の生徒が持つ論をより強めるために、個々の生徒がデータやiPadを活用しプ

レゼンをしていくことができるようになった。 
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４ 資料 

論題 ２０２０年度 

Order Date Contents 

8  

Final 
2/12(F) 

「福島第一原子力発電所の処理済み汚染水は、海洋放出すべきか？」 

「Should the contaminated water from Fukushima 1st plants be released into the Pacific 

Ocean?」  

7 1/9(S) 

英語ディベート ⑥ 代表決定戦  

「福島第一原子力発電所の処理済み汚染水は、海洋放出すべきか？」 

「Should the contaminated water from Fukushima 1st plants be released into the Pacific 

Ocean?」 

6 12/19(S) 

英語ディベート ⑤  

「原子力発電は、クリーンエネルギー？ 潜在的脅威？」 

Is a nuclear power plant an eco-friendly energy or potential threat? 

５ 12/11(F) 

英語ディベート ④   

「都市化は有益？不易？」 

Urbanization is beneficial for future generation? 

４ 11/21(S) 

英語ディベート ③ 

「安楽死は、許されない。」 

Mercy killing is illegal or not. 

３ 11/7(S) 

英語ディベート ② 

「宇宙開発は費用に見合う価値があるか？」 

Is space exploration worth the cost? 

２ 10/23(F) 

英語ディベート ①  

「オリンピックの開催地になることは、栄誉？ 負担？」 

To become a host of Olympics is Honor? Burden? 

１ 9/26(S) 
「コロナ対策 経済優先？ 安全優先？」 

Which is the top priority measure of coronavirus, economy? safe? 

 

評価ルーブリック Flow chart （JUDGE） ①ディベート内での論証・実現可能性の質 
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Skill Rubrics ②英語運用能力の質 評価・パフォーマンス例 
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Work Sheet (1) 
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Work Sheet (2) 
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Work Sheet (3) 
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Work Sheet (4) 
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３－２－２ オンライン・スピーキング・トレーニング Online Speaking Training (OST)   

 

１ 仮説 

オンライン・スピーキング・トレーニングにより、生徒の英語運用能力、特に即興でのスピーキング能力

を向上させる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

オンライン上でのフィリピン人英会話講師との、年８回の英会話の練習 

（２）方法 

年８回、iPadを使い、フィリピン人講師と１対1の英会話の練習を行う。 

（３）評価 

年回８回のレッスンのうち、３・４回は、アセスメントを行い、定期的に生徒のスピーキング能力を測っ

た。テスト内容は、GTEC（ベネッセ）のスピーキングセクションと同じものを行った。またそれらは、英語

の成績の平常点に加点した。 

３ 検証 

OSTレッスンは、①講師による評価、②生徒によるセルフ評価を毎レッスン後に行う。 

① 講師による評価は、１発音/２答えた内容/３文法表現/４意見の内容・構成/５意見の文法・表現 

②  生徒によるJ-CEFRルーブリックによる、スピーキング能力のチェック 

 一対一でのフィリピン人講師との英会話は、最初、生徒にとってハードルが高く、講師からの評価も

低かった。しかし、日々の授業中での発音指導や即興で話す指導やJ‐CEFRを使ってのルーブリック

を繰り返し行うことで、次のOSTまでに何を伸ばしていくか生徒の目標意識を養い、年間を通じて単

発・細切れにならない連続性を持った指導を行うことで、現地講師からの評価は顕著に向上している。 

 

４ 資料（ルーブリック項目） 
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３－２－３ SSHオーストラリアサイエンス研修 

 

１ 仮説 

「SS科学英語実践講座」で身につけた英語運用能力を実践の場で活用すること目的に実施。このプ

ログラムを介して異なる言語、異なる文化背景を持つ人々と協調し、意見を交換し、課題の解決策を見

つける手法を身に着け、将来、グローバルで活躍するサイエンスリーダーの育成することができる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

「SS科学英語実践講座」参加者の中から希望者を募り実施。 

平成２９年度 オーストラリア ニューサウス ウェールズ州立メナイ高校、グレンワースバレー 

シドニーオリンピック・パーク周辺を訪問 

８泊１１日で実施 参加生徒 ８名（理数科生７名 普通科生１名） 

平成３０年度 オーストラリア ニューサウス ウェールズ（NSW）州立メナイ高校、グレンワースバレ

ー 

シドニーオリンピックパーク周辺を訪問 

８泊１１日で実施 参加生徒 １０名（理数科生８名 普通科生２名） 

令和元年度 オーストラリア ニューサウス ウェールズ州立メナイ高校、グレンワースバレーを訪

問 

６泊９日で実施 参加生徒 ８名（理数科生６名 普通科生２名） 

令和２年度 新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け中止 

（２）方法 

事前学習として、MGSプログラムの内容を各自でまとめ、英語で発表を行う。 

NSW州立メナイ高校で実施する「Model Global Stage（MSG）」 

現地の高校生とグループを組み、本校オリジナルプログラム MGS(世界共通の社会問題を

テーマにグループごとに議論を重ね解決策を探るプログラム)を展開。異なる言語、背景を持

つ人々と世界共通の様々な社会問題について議論を重ねていく。そして、プログラム最終日

にはグループで話し合われた内容をまとめポスターセッションを実施。 

グレンワースバレーの自然環境を活用したフィールドワーク 

豊かな自然環境を残すグレンワースバレーを訪問。オーストラリア大陸固有の地質、動植物

の生態、さらに先住民族アボリジニの人々が築いてきた自然を巧みに利用した文化などを講

義とフィールドワークを交えて学ぶ。 

シドニーオリンピック・パークの自然環境復元プログラム 

シドニーの都市化に伴い一度は失われた自然環境をシドニーオリンピックを契機におこな

われた復元プログラムの講義と再び手に入れた豊かな自然環境の観察。このプログラムは経

費の削減に伴い令和元年度は実施されず。 

事後学習として、オーストラリア研修で学んだ内容をまとめ全校の前で発表。さらに、参加生徒は帰

国後、実施される様々なグローバルプログラムの企画運営を担当する。 

 

（３）評価 

 参加した生徒が現地の人々とコミュニケーション積極的に取ることができたか。 

 日本と異なる文化や考え方を持ったオーストラリアの高校生とコミュニケーションを図り、信頼関

係を築くことができたか。 
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 MGS プログラムのポスターセッションにおいて、オーストラリアの人々の前で英語を用いて発表

し、質問を受けることができたか。 

 本校独自の MGS プログラムが本校生徒はもちろんメナイ高校の生徒や教職員にとっても有用

なものとなったか。 

 グレンワースバレーの自然環境プログラムを理解しまとめることができた。 

 事前学習でMGSプログラムの内容を理解することができたか。 

 帰国後に実施されるグローバルプログラムにおいて、SSHオーストラリア研修で身につけた力を

他の生徒に還元することができたか。 

３ 検証 

SSHオーストラリアサイエンス研修は「SS科学英語実践講座」受講者を対象としたグローバル研修とし

て企画実施されてきた。この研修では「SS科学英語実践講座」で身につけた英語運用能力を実践の場

で活用すると同時に、異なる言語や文化背景を持つ人々と協調し、課題を解決していく力を身につける

ことを目的に実施されてきた。このような目的に対して、参加生徒は事前学習で学んだ英語力を活用し、

積極的にコミュニケーションを取ろうとする姿勢が見られた。また、帰国後に実施される様々なグローバ

ルプログラムにおいても積極的に参加する姿を見ることができた。さらに、参加者アンケートや卒業生ア

ンケートなどからこのプログラム参加者はグローバルに対する興味関心が他の生徒と比較してとても高く

なっていることも分かった。この点において、このプログラムは当初の目的を達成することができたと言え

る。 

また、メナイ高校で実施されるMGSプログラムは本校生徒にグローバルに対する意識を植え付けると

同時にメナイ高校の生徒に対してもグローバルに対する意識を植え付けるきっかけとなっている。その

ため、メナイ高校からも高い評価を受け、MGSプログラム実施中にはメナイ高校はもちろん近隣の高校

からもの多数の教員が見学に訪れ、活発な意見交換を行うことができた。そして、この交流活動を通じて

本校とメナイ 高校の間に強い信頼関係を築くこともできた。 

しかし、このプログラムを実施には、現地との折衝に膨大な時間を要する。また、費用に関しても多額

のSSH予算を必要とするため。コストパフォーマンスの観点で見るとまだまだ、改善の余地が残されてい

る。また、令和２年度は新型コロナウィルス感染症の影響を受け実施することができなかった。今後はコ

ストおよびwith/afterコロナの次代を見据えて、オンラインを活用したグローバルプログラムに変化させて

いくことが必要である。 

４ 研究活動の様子 

   

 MGSプログラム MGS：ポスターセッション 
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５ Model Global Stageプログラムの概要 
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３－２－４ SSH台湾サイエンス研修 

 

１ 仮説 

海外の人々とサイエンスをテーマにSTEMプログラムなどを実施することで、本校理数科生徒のグロ

ーバルに対する興味関心を高め、将来、グローバルで活躍するサイエンスリーダーの育成を図ることが

できる。 

また、さくらサイエンスプラン一般応募枠を活用することで、このグローバルプログラムを相互交流プロ

グラムへと深化させる事ができる。これにより本校と台北市立松山高級中学校の信頼関係を熟成させ、

新たなグローバル連携プログラム開発の一歩を築くことができる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

台湾サイエンス研修はSSH指定前の平成２６年度から実施されてきた。開始当初は連携高校は特に

決まっていなかった。SSH指定以降は以下のようにプログラム内容を発展させることができた。 

平成２８年度 台湾実践大学の訪問とTony先生による講義 

台湾の大学生ガイドによる台北市内をフィールドにしたサイエンスフィールドワーク 

台北市立松山高級中学校にてSTEMプログラム（エッグドロップ）を実施 

対象：理数科１年 ４０名 

平成２９年度 台湾の大学生ガイドによる台北市内をフィールドにしたサイエンスフィールドワーク 

台北市立松山高級中学校にてSTEMプログラム（エッグドロップ）を実施 

対象：理数科１年 ４０名 

平成３０年度 さくらサイエンスで招聘した高校生ガイドによる台北市内をフィールドにしたサイエ

ンスフィールドワーク 

台北市立松山高級中学校にてSTEMプログラム（ペーパーブリッジ）を実施 

本校卒業生ガイドによる国立台湾科技大学および台湾大学の施設見学 

対象：理数科１年 ４０名 

令和元年度 新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け「SSH台湾サイエンス研修」は中止 

オンラインを介して事前学習のみ実施 対象：理数科１年 ４０名 

令和２年度 相互交流プログラムを実施することができないため、オンラインを介した新たなグロ

ーバルプログラムをテストケースとして実施 対象：希望者 １６名 

（２）方法 

平成２８、２９年度 

事前学習として、松山高級中学校の生徒とビデオレターを介して、グループごとに自己紹介

およびSTEMプログラム「エッグドロップ」の方向性の確認を行った。 

台北市立松山高級中学校の生徒とグループを組みSTEMプログラム「エッグドロップ」を実施 

実践大学を訪問しTony先生の講義。タイトル「Design Thinking」：平成２８年度のみ実施 

事前調査した内容をもとに台北市内をフィールドにしたサイエンスフィールドワークワークを実

施。フィールドワークで調べた内容をまとめ帰国後、ポスターを作成し発表を行った。 

平成３０年度：さくらサイエンスプラン一般応募枠を活用した連携プログラムを開始 

さくらサイエンスプランで招聘した台湾の高校生と本校理数科２年がSTEMプログラム「ペーパ

ーブリッジ」を実施。その内容を両国に持ち帰り、「SSH台湾サイエンス研修」に参加する生徒

にフィードバックをおこなう。 

「SSH台湾サイエンス研修」参加者はグループごとに「ペーパーブリッジ」の方向性を事前に連

絡 
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本校生徒が松山高級中学校を訪問し、STEMプログラムを展開、その結果をポスターにまとめ

発表会を実施。 

さくらサイエンスプランで招聘された高校生が中心となり、台北市内のフィールドワークを実施。 

本校卒業生が在籍する国立台湾科技大学および台湾大学を訪問し、施設見学および台湾

の大学と日本の大学の違いをテーマにした講演会を実施。 

帰国後、訪問内容をグループごとにスライドにまとめ発表 

令和元年度：さくらサイエンスプランによる招聘プログラムのみ実施 

さくらサイエンスプラン一般応募枠を活用し、台北市立５校から代表生徒１０名を招聘し、様々

なプログラムを展開（「さくらサイエンスプランの活用」参照）。 

さくらサイエンスで行われたSTEMプログラム「ラバーバンドカーレース」およびSDG’sをテーマ

にしたプログラムを「SSH台湾サイエンス研修」参加者に伝え、グループごとにLINEグループ

を介して打ち合わせを実施。 

新型コロナウィルス感染症の拡大および緊急事態宣言に伴う休校措置の影響により、「SSH台

湾サイエンス」およびオンライを介した発表会の中止。 

令和２年度：さくらサイエンスプランによる招聘プログラムは中止 

新型コロナウィルス感染症の拡大により、両国の訪問が中止。 

松山高級中等学校および本校から１６名の参加者を募りSTEMプログラム「ドローンプログラミ

ングレース」およびSDG’sプログラムをオンラインを介して実施。 

全体ミーティングはZOOMを介して実施。グループ間の情報交換はLINEを介して行う。 

各グループの中間報告会および発表会など実施。 

（３）評価 

 理数科１年生が初めてのグローバルプログラムにおいて「SS科学英語」で身につけた英語力

を活かし積極的にコミュニケーションを取ることができたか。 

 海外の高校生とSTEMプログラムやSDG’ｓプログラムを通じて、意見を交換し、互いの立場を

尊重し英語による発表を行うことができたか。 

 オンラインを介して、グループ間の情報交換を積極的に行うことができたか。 

 参加生徒がグローバルに興味を示し、将来のグローバル人材育成につなげることができたか。 

 台日間の相互交流プログラムを行うことで、両校の信頼関係を高めることができたか。 

 台日間の相互交流プログラムをwith/afterコロナの時代に対応したプログラムに変化させること

ができたか。 

 台北市内のフィールドワークを通じて、日本と台湾の文化の違いや両国の長所などを見つけ

ることができたか。 

３ 検証 

理数科１年生を対象とした「SSH台湾サイエンス研修」は開始当初は本校生徒が台湾を訪問し、

STEMプログラムなどを展開する一方向のプログラムであったが、さくらサイエンスプラン一般応募枠

を活用し、松山高級中学校の生徒を中心とした台湾の優秀な高校生を日本に招聘することで、相互

交流プログラムに発展させることができた。また、相互交流プログラムを通じて両校の信頼関係が熟成

され、参加生徒の事前学習や内容も急激に発展させることができた。さらに、この交流を通じて、松山

高級中学校から本校に留学生を迎えることもできた。 

現在、新型コロナウィルス感染症の拡大の影響を受け、両国の生徒が直接訪問をすることはかな

わない状況ではあるが、令和２年度はオンラインを介して、新たなグローバルプログラムを立ち上げる

ことができた。この取組は他のグローバルプログラムにも応用が可能であると同時にafterコロナの時代
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に置いてもグローバルに参加できない生徒にグローバル体験をさせるための大きな武器となることが

期待される。 

さらにこの取り組みを発展させ、将来は多国間の高校生がオンラインを介して集まり、共同研究を

行うことも可能である事が分かった。 

 

４ 研究活動の様子 

  

ＳＴＥＭプログラム松山高級中学にて ＳＴＥＭプログラム松山高級中学にて 

  

ＳＴＥＭプログラム松山高級中学にて ＳＴＥＭプログラム松山高級中学にて 

  

台湾科技大学訪問 台湾フィールドワーク 
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３－２－５ さくらサイエンスプランの活用 

 

１ 仮説 

JST主催のさくらサイエンスプランを活用することで、海外の高校生を本校に招聘することができる。そ

して、直接海外に行くことができない生徒にもグローバル体験をさせることができると同時に、このプログ

ラムを通じて、「SS科学英語実践講座」で身につけた英語力を実践の場で活用する機会を与える。また、

SSHオーストラリアサイエンス研修に参加した生徒にはオーストラリアで身につけた経験や力を他の生徒

に還元する機会を与える。そして、これらの体験を通じて、参加した生徒のグローバルに対する興味関

心を高めると共に将来のグローバル人材の育成につながる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

さくらサイエンス主催 ハイスクールプログラム 

平成２９年度 コロンビア ３０名来校 対象：理数科 ４０名 

平成３０年度 パキスタン ネパール ３６名来校 対象：理数科 普通科SSC ８０名 

令和元年度 シンガポール マレーシア 中国 韓国 8０名来校 

対象：理数科 普通科SSC 120名 

さくらサイエンス一般応募枠を活用した招聘プログラム 

平成30年度 台湾 台北市立松山高級中学校 1０名来校 対象：理数科１・２年 8０名 

令和元年度 台湾 台北市立５校（松山高級中学校 建國高級中学校 第一女子高級中学校 

景美女子高級中学校 成功高級中学校）1０名来校 

対象：理数科１・２年 8０名 普通科 １０名 

（２）方法 

さくらサイエンス主催 ハイスクールプログラム 

各国の紹介、日本及び本校の紹介(１０分) 

アイスブレイクを兼ねた交流プログラムと校内見学（５０分） 

本校オリジナルSTEMプログラム（２２５分）途中昼食を兼ねた交流会（４５分） 

STEMプログラムの内容 

平成２９年度 ペーパードロップ 

平成３０年度 ペーパーブリッジ 

令和元年度 ラバーバンドカーレース 

さくらサイエンス一般応募枠を活用した招聘プログラム 

平成３０年度および令和元年度とも台湾の高校生１０名+引率教員１名を招聘し６泊７日の行程

で以下のようなプログラムを展開：下表は令和元年度の実施内容（概要） 

日付 主な訪問地 内容 

12/16（月） 来日後日本科学未来館 羽田空港着 日本科学未来館見学 

12/17（火） 大宮北高校 大宮北高校 STEMプログラム 

12/18（水） 大宮北高校 川越 
大宮北高校 STEMプログラム 

川越フィールドワーク 

12/19（木） 埼玉大学 埼玉大学サイエンスプログラム 

12/20（金） 
大宮北高校 

金沢 

大宮北高校 電子顕微鏡操作体験 

金沢フィールドワーク 

12/21（土） 金沢市内 金沢フィールドワーク 

12/22（日） 東京へ移動後帰国 羽田空港へ移動 帰国 
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（３）評価 

 グローバルプログラムに参加できない生徒が海外の高校生と積極的にコミュニケーションをと

ることができたか。 

 グローバルプログラム参加者がグローバル体験で得た知識や経験を活かし積極的にプログラ

ムを進行することができたか。 

 プログラムに参加した高校生が日本人の気質や勤勉さなどを海外の人々に見せることができ

たか。 

 海外から来校した人々が本校のプログラムに満足し、また来日したいと思わせることができた

か。 

 さくらサイエンス一般応募枠を活用したプログラムは「SSH台湾サイエンス研究」と連携したプ

ログラムに深化させることができたか。 

３ 検証 

海外から来校した高校生は本校生徒と積極的に交流を図ろうとする姿を見ることができた。また、

本校生徒も、それぞれの国に合わせて対応方法を柔軟に変化させ交流を進めていくことができた。さ

らに台湾の高校生とはSTEMプログラムを２日間に渡って実施することで、２日目には両国の生徒間

には強い信頼関係を築くことができた。また、「SSHオーストラリアサイエンス研修」参加生徒はSTEM

プログラムの進行をおこなうことで自らの語学力を更に高めることができた。 

上記の様子からも分かるように、本校の取り組みはさくらサイエンスプランで来日した高校生から常

に高い評価を受け、招聘者全員から「また、来日したい。」という回答を得ている。 

さくらサイエンス一般応募枠では、このプログラムを通じて台北市立松山高級中学校と深い信頼関

係を築き、本校が毎年実施している「SSH台湾サイエンス研修」を相互交流プログラムにステップアッ

プさせるきっかけにもなった。令和２年度は新型コロナウィルス感染症予防のため、さくらサイエンスプ

ランを活用したプログラムは実施することができなかったが、松山高級中学校とオンラインでグローバ

ルプログラムを実施することができた。 

４ 研究活動の様子 
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３－２－６ シンガポール・マレーシア修学旅行の活用 

 

１ 仮説 

シンガポール・マレーシア修学旅行を活用し、サイエンスの最先端施設などを見学し、研究者などか

ら最新の研究内容および日本と海外の異なる点を紹介してもらうことで、生徒の海外で研究を行うメリッ

ト、デメリットなどの知識を身につけることができる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

シンガポール・マレーシア修学旅行を利用して、海外の施設や大学、大学院などの研究施設を訪

問。 

平成２８年度 シンガポール「ニューウォータービジネスセンター」の見学 

対象：理数科 ４０名 

平成２９年度 シンガポール「ニューウォータービジネスセンター」の見学 

対象：理数科 ４０名 

平成３０年度 Duke-NUS大学院大学の研究室を訪問し以下のプログラムを実施。 

・ 最新の研究内容の紹介（英語による講義） 

・ 海外（シンガポール）で研究するメリット・デメリットの説明（日本語による講義） 

・ 海外の学生との交流会 

対象：理数科 ４０名、普通科SSC 36名 合計 ７６名 

令和元年度 Duke-NUS大学院大学およびシンガポール大学の研究室を訪問し以下のプログ

ラムを実施。 

・ 最新の研究内容の紹介（英語による講義） 

・ 海外（シンガポール）で研究するメリット・デメリットの説明（日本語による講義） 

・ 本校生徒による学校紹介および課題研究（代表）の紹介 

・ 海外の学生との交流会 

対象：理数科 ３９名、普通科SSC １１０名 合計 １４９名 

平成２年度 新型コロナウィルス感染拡大の影響を受け修学旅行の中止に伴いプログラムも中

止。 

（２）方法 

平成２８〜２９年度：「ニューウォータービジネスセンター」の見学 

海外の「水」事情を事前に調査し、日本と海外の水に対する考え方の違いを学習。 

修学旅行ではクラス別研修（半日）を利用して、「ニューウォータービジネスセンター」を見学。 

帰国後、訪問内容をグループごとにスライドにまとめ発表 

平成３０年度：Duke-NUS大学院大学の訪問 

事前に訪問先で説明される研究概要（英文）を生徒に配布。 

修学旅行ではクラス別研修（半日）を利用して、Duke-NUS大学院大学を訪問 

 「コウモリにはガンが無い」をテーマにした研究内容の紹介 

 日本と海外大学の研究に対する環境および考え方の違いを紹介 

 現地の学生と交流会 

帰国後、訪問内容をグループごとにスライドにまとめ発表 

令和元年度：Duke-NUS大学院大学、シンガポール大学の訪問 

事前学習として、シンガポール大学Fung先生による講義（英語）を校内で実施 
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修学旅行ではクラス別研修（半日）を利用して、Duke-NUS大学院大学またはシンガポール大

学を訪問 

 各大学から最新の研究内容の紹介 

 日本と海外大学の研究に対する環境および考え方の違いを紹介 

 本校生徒から課題研究および本校の紹介 

 現地の学生と交流会：Duke-NUS大学院大学のみ 

帰国後、訪問内容をグループごとにスライドにまとめ発表 

（３）評価 

 海外の最先端施設や研究機関を見学することで、日本と海外の研究環境の違いを理解する

ことができたか。 

 海外の人々と積極的にコミュニケーションを取ることができたか。 

 プログラムの目的・内容などを理解し、ポスターにまとめ発表を行うことができたか。 

３ 検証 

本校では平成２７年度より、シンガポール・マレーシア修学旅行を実施。平成２８年度SSH指定以降、

サイエンスをテーマにした研修プログラムを実施してきた。 

平成２８、２９年度はシンガポールと日本の水環境の違いをテーマに「ニューウォータービジネスセ

ンター」を訪問し日本と海外の水環境の違いとシンガポールの水の再利用（浄化システム）を詳細に

学ぶことができた。また、帰国後、学んだ内容を再構築しグループごとに発表資料を作成した。 

平成３０年度より訪問先をDuke-NUS大学院大学に変更。また、参加生徒も理数科+普通科SSCに

拡大を図った。現地大学院大学では日本人研究者の協力により、最先端の研究内容の紹介、海外と

日本の研究環境に関する説明および現地の研究者との交流会を実施することができた。参加生徒か

らは研究内容についての質問など積極的にコミュニケーションを取る姿が多く見受けられた。また、

「ニューウォータービジネスセンター」見学と比較して、生徒が能動的に活動する場面を増やすことが

できた。 

平成３１年度は普通科SSCの生徒数が増加したため、訪問先にシンガポール大学を追加した。ま

た、これに伴いシンガポール大学のFung先生の講演会を事前学習として本校で実施することができ

た。平成３１年度は２大学に分けてプログラムを実施したため、訪問先によって生徒の活動状況に若

干差が見られた。しかし、両大学とも生徒が活動する場面を増やすことで、生徒が積極的に現地の

人々とコミュニケーションを取る姿を見ることができた。 

海外修学旅行を利用して現地の研究施設を訪問することは生徒の海外に対する興味関心高める

効果がある程度認められた。特に現地大学を訪問し現地の学生と交流する機会は生徒に大きな影響

を与えた。しかし、海外大学の訪問には修学旅行の限られた日程の中に大学訪問を組み込むことは

大きな困難を要する。また、新型コロナウィルス感染症などの影響など外的要因で実施が不可能にな

るなど不安定な要因も多く含んでいる。 

今後は現状を踏まえ、オンラインを取り入れたプログラムの開発。また、大学だけではなく現地の高

校との交流プログラムの開発が必要である。 
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３－３－１ 自由研究サポートプログラム 

 

１ 仮説 

本校の研究のねらいの一つである「科学を通して、地域社会における理数教育の発展に貢献できる

人材を育成すること」を実現する研究の一つとして、この「自由研究サポートプログラム」（以下、

自由研究SP）を設定した。 

さいたま市内の理数教育の拠点校として、小学生を対象としたアウトリーチ活動「自由研究ＳＰ」を行うこと

により、理数科1年生が今後行われる課題研究にスムーズに移行するための経験を積むことができる。また、

地域社会における理数教育の発展に貢献する生徒を育成することができる。 

 

２ 研究内容・方法 

（１）内容 

平成２８年度 日 時 平成28年7月30日(土) 9:00～13:00 

参加生徒  理数科1年生 41名 

平成２９年度 日 時 平成29年7月23日（日） 9:00～13:00 

         参加生徒  理数科1年生 40名 

平成３０年度 日 時 平成30年7月22日（日） 9:00～13:00 

参加生徒  理数科1年生 41名 

令和元年度 日 時 令和元年7月21日（日） 9:00～13:00 

参加生徒  理数科1年生 41名 

令和２年度 新型コロナ感染症発生のため生徒による実施は無し。 

 

会場は、いずれの年度も本校の理科棟（南校舎）およびグラウンドである。 

 

（２）方法 

生徒自ら考えた夏休み自由研究のテーマに基づく実験を行う。そして、その内容を小学生お

よび保護者に向けプレゼンテーションを行う。 

自由研究SPのポスターおよび案内をさいたま市内の全小学校に配布。また、本校HP上にも

案内を掲示。参加の形態は、特に事前登録を必要とせず、自由参加の形式をとった。 

なお、生徒が自由研究のテーマを設定するにあたり、以下の条件を与えた。 

<自由研究のテーマ設定の条件> 

 小学生が家庭でおこなえる、安全かつ安価な実験 

 こちらが提示した内容をもとに小学生がさらに発展的な取り組みができるもの 

 グループごとに実験を20分に1回程度実演可能なもの 

<自由研究SPのテーマ> 

 平成２８年度 

カルメ焼きの膨らみ方の違いを調べよう！ 冷やし方を変えてシャーベットを作ろう！ 

色の中の色を見てみよう！ 紅茶を透明にしよう！ 

コーラの中にメントスを入れてみよう！ ドライアイスで、気体の重さを調べよう！ 

長い時間飛ぶ紙飛行機を作ろう！ どのような物が電気を通すのか調べよう！ 

グラスのコップで演奏しよう！ 比重によるものの浮き沈みを調べよう！ 

紙の柱の形と強度の関係を知ろう！ ペットボトルロケットを飛ばそう！ 
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 平成２９年度 

糸電話：糸の種類、長さを変えて聞こえ方に

違いがあるか調べてみよう 

紫キャベツ液で 

いろいろな液体の性質を調べてみよう！ 

ペーパークロマトグラフィー 

水性ペンの色を分解してみよう 

レモンパワーを見てみよう！ 

ホバークラフトを作ってみよう！ 食塩水と水の違いを調べてみよう 

風船でいろいろな実験をしよう！ 色々な紙飛行機を飛ばしてみよう 

ドライアイスを使った面白実験 光を分けてみよう！ 

水中にシャボン玉！ 

      平成３０年度 

身近材料で電池を作る からくり 

最強のメントスコーラを作って、科学を学ぼ

う！！ 

君の身近にもある 

～色が変わるマジック～ 

野菜で染色 虹 

結晶を作ろう！ 重層と液体でミニ噴火！？ 

まぶしい！？財布の中身 なぜ光る！？いつも食べてるあんなもの 

割れないシャボン玉を作ろう！！ 

    令和元年度 

0℃で水が凍らない！？ 象の歯磨き 

顕微鏡を作ろう ムラサキキャベツを使って 

溶けないアイスの作り方 スーパーボールを作ろう 

リニアモーターカー 水中でシャボン玉をつくろう 

水と油のカラフル実験！！ クロマトグラフィー 

泳ぐ絵を描こう 

    令和２年度 

     小学生およびその保護者を本校に招き実施することができなかったため、過去に実

施した上記実験テーマから太字のものを選び、実験レシピを本校ＨＰ上で公開した。 

 

（３）評価 

 生徒が自ら考えた自由研究のテーマに基づき、計画的に予備実験を行い、発表資料、プレゼ

ンテーションの練習などを行うことができるか。 

 参加した小学生および保護者のアンケートで参加者から好意的な回答をいただくことができる

か。 

 参加した保護者から本校が今後も地域の理数教育を引っ張っていく役割を期待するという回

答が８０％以上を占めるか。 

 

３ 検証 

来場者数 

平成28年度 ５００組（児童・保護者） 

平成29年度 ４６８名（昨年度とほぼ同数） 

平成30年度 ４０２名 

令和元年度  ６１６名 

参加小学生学年別の割合（令和元年度の場合） 

1学年（2％） 2学年（4％） 3学年（２8％） 4学年（２3％） 5学年（22％） 6学年（21％） 

他の年度も学年別の割合はほぼ同じである。 
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「本校が今後も地域の理数教育を引っ張っていく役割を期待する」と回答した来場者の割合 

平成28年度 ※データを取らず 

平成29年度 ９７．６％ 

平成30年度 ９６．３％ 

令和元年度  ９９．０％ 

保護者自由記述欄には、ほとんどの参加者から「生徒の発表に満足した」との回答が得られた。 

「自由研究SP参加者アンケート」の結果より 

 

ＳＳＨ校指定の1年目より行ってきた本プログラムは、毎年多くの来場者を迎える活気ある活動となってい

る。生徒の発案で平成29年度から行っている実験のレシピ集の配布も好評である。 

 

ほとんどの生徒は、科学的な内容を発表説明する体験は今回が初めてであったため、実験テーマの選

定から試行錯誤が始まった。テーマ設定に「小学生がさらに発展的な取り組みができるもの」という条件を

つけ、ただ見せて終わる内容ではなく、そこにどのような発展的内容を付け加えられるかを考えさせることに

より、理数教育の発展に貢献できる資質の開発をめざした。 

 

準備段階では、放課後に何度も予備実験を繰り返して当日を迎えた班や、小学生がスムーズに工作が

できるようにと放課後何日もかけて材料作りに取り組んだ班があるなど、自発的に進行を考え、工夫する姿

が見られた。 

 

当日、生徒は最初、子供たちにどう声をかけたらよいのか分からなかったり、緊張でうまく説明ができなか

ったりしたが、回数を重ねるごとに子供たちの誘導やプレゼンテーションの上達が見られた。 

ワークショップ形式の班では、事前に整理券を作り、時間予約制で体験希望者をスムーズに案内するな

ど、運営上の工夫も見られた。 

３学期に、青少年宇宙科学館（さいたま市）主催で行われるサイエンスフェスティバルに毎年参加し、この

自由研究ＳＰと同様、小学生対象の科学教室を行っている。実施時期が１年生の終わり頃ということもある

が、事前に実験内容について科学的な説明を自ら勉強し、小学生にどのように説明するか創意工夫をする

姿や、当日小学生に合わせて目線を下げて話をする姿には、この夏の自由研究ＳＰでの経験が大きく生か

されていることを実感した。 

 

今後も多くの小学生に参加してもらい、科学への興味関心をさらに高めていきたいが、運営の仕方、特に

毎年増加する来場者の方々に、様々なブースにどのようにしてスムーズに移動・参加していただけるか、今

後も改善策を考え、本プログラムを継続していきたい。 

このプログラムの経験が、２学期以降に行われる様々なアウトリーチ活動（前述のサイエンスフェスティバ

ルなど）や課題研究発表会などに大きく役立っている。 

◆埼玉新聞での紹介記事（平成２８年度） 
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３－３－６ 中学生のための先進的科学教育プログラム（ASEP Jr. Hi.） 

 

１ 仮説 

さいたま市内の理数教育拠点校として、市内の小中学生にサイエンスに対する興味関心を高めること

を目的にアウトリーチ活動をおこなう。この活動により、さいたま市内から高度な科学人材を輩出するた

めの基礎を築くことができる。また、アウトリーチ活動にTA（ティーチングアシスタント）として参加した本

校生徒においても知識の深化およびプレゼンテーション力の向上が期待される。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

さいたま市内の中学２年生を対象に本校の恵まれた実験施設およびICT環境を活用し、中学校のカ

リキュラムの枠を超えた内容でプログラムを展開。 

平成２９年度 化学、生物、数学、スポーツサイエンス、電子顕微鏡、English Showerの講義と実

験 

プログラムの中から興味を持った内容をテーマにポスターにまとめ発表会を実施 

ポスター発表優秀者は本校主催SSH生徒課題研究発表会で口頭発表を実施 

市内中学生１８名参加 

平成３０年度 物理、化学、生物、数学、スポーツサイエンス、English Showerの講義と実験 

化石採集実習をフィールドワークとして実施 

プログラムの中から興味を持った内容をテーマにポスターにまとめ発表会を実施 

ポスター発表優秀者は本校主催SSH生徒課題研究発表会で口頭発表を実施 

市内中学生25名参加 

令和元年度 物理、化学、生物、数学、スポーツサイエンスの講義と実験 

化石採集実習をフィールドワークとして実施 

プログラムの中から興味を持った内容をテーマにポスターにまとめ発表会を実施 

ポスター発表優秀者は本校主催SSH生徒課題研究発表会で口頭発表を実施 

市内中学生18名参加 

令和２年度 物理、化学、生物、数学、スポーツサイエンス、３Dプリンター体験の講義と実験 

それぞれのプログラムを個別のプログラムとして実施 

市内中学生延べ66名参加 

 

（２）方法 

平成２９年度 

市内中学生のサイエンスに対する興味関心を高めることを目的にASEP Jr. Hi.を立ち上げた。

年度途中に計画されたプログラムであったため、市内中学校にプログラムの内容を広く周知さ

せることができなかった。 

平成３０年度 

年度当初にプログラム日程を計画。新たに化石採集実習をフィールドワークとして実施。プロ

グラムの内容を多くの中学生に知ってもらうことを目的に「Kick Off Meeting」を計画実施した。 

また、ポスターセッションを本校で12月実施している「SSH校内課題研究発表会」で実施するこ

とで、多くの見学者の前で発表する機会を作った。 

令和元年度 

プログラムの内容および参加者の募集方法などの見直しをおこなった。 
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令和２年度 

新型コロナウィルス感染症拡大の影響を考慮し、ポスターセッションおよび校外フィールドワー

クなどの中止。各プログラムを個別のプログラムとして参加者を募集。 

 

（３）評価 

 参加した中学生がサイエンスに対する興味関心を高めることができたか。 

 参加した中学生が講義や実験実習を積極的に行うことができたか。 

 中学生が自己の興味関心をもとに発表内容をポスターにまとめ発表をおこなうことができたか。 

 本校生徒が中学生の発表を聞き、的確な質問をおこなうことができたか。また、中学生がその

質問に回答することができたか。 

 優秀なポスター発表をおこなった生徒はさいたま市民会館おおみやにて、口頭発表をおこな

い聴衆の興味関心を引き付けることができたか。 

 TAとして参加した生徒が中学生からの質問に答え、指導をおこなうことができたか。 

３ 検証 

平成２９年度より始まった「ASEP Jr. Hi.」はさいたま市内の中学生に対して、サイエンスに対する興

味を高め、将来の科学人材育成を目的に実施。プログラムでは毎年、さいたま市内の多数の中学校

からサイエンスに興味を持つ中学生を集め、中学校の枠を超えた人間関係を築くきっかけとなってい

る。 

また、プログラムでは常に対話と実習を取り入れることで、回を重ねるごとに参加生徒間に活発な

意見交換を見ることができるようになった。そして、プログラム終盤におこなわれるポスター発表会で

は参加生徒の興味関心に応じたテーマを設定。その内容をポスターにまとめ、本校生徒の課題研究

発表会と共にポスターセッションを実施している。ほとんどの生徒がポスターセッションは初めてという

ことも有り、最初は戸惑う場面も見られたが、最後は全員がしっかり発表をおこなうことができるように

なった。さらに、優秀者は本校主催の「SSH課題研究発表会」で口頭発表を実施、聴衆を引き付ける

発表をおこなうことができた。 

この点からも分かるように、このプログラムでは中学生に通常の授業では体験することができない経

験をさせ、参加生徒にサイエンスに対する興味関心を高めると同時、難しい課題にもあきらめず、対

話により回答を見つけ、それを他者の前で分かりやすく説明するというサイエンスの基礎的な力を身

に付けさせることができた。 

しかし、このプログラムは原則、すべてのプログラムに参加という条件を付けているため、活発な部

活動に所属している中学生には参加のハードルが高くなっている。 

令和２年度は新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、「ASEP Jr. Hi.」の目玉である発表会が

実施できなくなってしまった。それに伴い、各プログラムにおいて個別に募集をおこなうことになった。

その結果、普段は部活動で忙しい中学生も自

分の予定に合わせてプログラムを選択し参加す

る生徒が多く見られた。そのため、令和２年度の

参加延べ人数が他の年度に比べて多くなって

いる。 

プログラム本来の目的を多くの中学生に経験

させるために、今後どのような工夫が必要なのか

今後検討し、実施していく必要がある。 
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３－３－３ さいたま市数学チャレンジカップ 

 

１ 仮説 

さいたま市内の理数教育の拠点校として、小・中学生へのアウトリーチ活動として、「自由研究サポートプロ

グラム」や「数学チャレンジカップ特別授業」を行い、既習の内容をより深く追究する力や表現力を伸ばす。こ

れにより、地域社会における理数教育の発展に貢献する生徒を育成することができる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

会場：さいたま市立教育研究所（さいたま市浦和区岸町6-13-15） 

参加者：理数科１，２年生 

実施内容： 平成28年度    フェルミ推定 

平成29年度    ソファー問題 

平成30年度    会場の都合により、不参加 

平成31年度    マラソンの科学 

令和2年度     新型コロナウィルス感染症流行の為、未開催 

 

（２）方法 

 さいたま市立の中学2年生を対象とした「さいたま市数学チャレンジカップ」のプログラムとして、本校生徒

が数学チャレンジカップに参加した中学生に50分の特別授業を行った。この取組は本校理数科発足後か

ら実施しており、諸事情で実施されなかった年を除き、計5回実施した。 

 数学を得意科目とし、強い興味・関心を持つ中学生を対象に授業を行うため、①正解が無い もしくは未

解決であったり定まらなかったりする課題 ②話し合い，実験，操作を伴う課題 ③柔軟な発想力や思考

力が求められる問題 という観点で課題を設定した。平成29年度以降は本校生徒に1人1台のタブレット端

末が支給されたため、高校生が中学生にタブレットを活用して説明や解説が行えるよう事前準備を行った。 

 当日は中学生を少人数グループに分け、各グループに本校生徒が１～２名を割り振り、司会進行を行っ

た。課題解決の進み具合のよっては事前に準備しておいたヒントを提示するなど適切な支援を行い、中学

生の自力解決の補助を行った。 

 

（３）評価 

・生徒が特別授業に主体的に参加することができた

か。 

・生徒のプレゼンテーション能力やコミュニケーショ

ン 

能力の向上につながったか。 

・特別授業を受けた中学生の数学に対する興味関

心の 

向上が図れたか。 

・地域の理数教育拠点校としての役割が果たせた

か。 
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３ 検証 

（１）本校生徒について 

【成果】 

 事前準備において、特別授業で出題する課題について本校生徒に思考させた。そのうえで、①中学生に

課題を正しく理解してもらう方法 ②中学生がどこで躓くのか ③その際に適切なアドバイスは何なのか とい

うことを自分たちで考察することができた。また、当日は小グループ内で誰の助けも借りずに中学生へのプレ

ゼンテーションや司会，進行を行うことができ、非常に良い経験になったと感じる。生徒のコミュニケーション

能力向上に役立った。特別授業終了後に自分のプレゼンテーションや進行について振り返りを行い、より良

くするための方法を考えることもできた。 

 

【課題】 

今までは教員主導で課題設定をおこなってきたが、生徒が課題設定を行うことが出来れば、より生徒にと

って有意義な取組となるだろう。 一方、毎年、12月下旬に実施されることが多く、準備期間のスケジュール

が2学期期末考査と重なってしまう。当日、生徒が自信を持って特別授業を実施できるよう、模擬授業を数回

実施したが、期末考査の学習との兼ね合いで負担が大きくなってしまったと感じる。生徒の負担を軽減しつ

つ、高校生も中学生も楽しめる課題設定ができる工夫が必要である。 

 

（２）中学校や中学生に与える影響について 

【成果】 

数学に強い興味を持っている中学生が集まる取組なので、多少難易度の高い課題を設定しても意欲的に

取り組む中学生が多かった。普段の中学校や塾での数学の学習では、暗記した公式や解法パターンを適用

して答えを導く経験が多いと思われる。しかし、今回の特別授業での課題のように思考力，判断力，表現力，

が求められ、試行錯誤や推測が必要な課題に取り組むことにより、知的好奇心を駆り立て、数学の面白さや

奥深さを感じることができただろう。また、実生活と結びついた課題を考えることにより、数学と実生活のつな

がりを意識することができたのではないかと感じる。数学チャレンジカップでの特別授業を受けて、本校に入

学した生徒も在籍している。 

 

【課題】 

今後、さいたま市内の小中学校に１人１台分のタブレット端末が配布されることを踏まえ、中学生がタブレッ

ト端末を活用して取り組めるような課題を考えても良いだろう。数学におけるタブレット活用を推進することで、

地域の理数教育拠点校としての責任が果たせると考える。 
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３－１－4 さいたま市サイエンスフェスティバル / 埼玉県サイエンスフェア 

１ 仮説 

小・中学校へのアウトリーチ活動として、「埼玉県サイエンスフェア」や「さいたま市サイエン

スフェスティバル」に参加し、生徒自身が持っている知識や技能を伝える表現力を育成する。 

この活動はアウトリーチ活動の一環でもあり、参加した小・中学生やTAとして参加した生徒に対してサ

イエンスに対する興味関心を高めるきっかけとする。また、ＴＡとして参加する生徒を増やすことで、将来、

サイエンスに携わる人材育成のベースを構築する。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

＜埼玉県サイエンスフェア＞ 

〇平成28年度 

  日 時： 平成２８年１１月６日（日） １０：００～１６：３０ 

参加者： 理数科１年生 ９名 

内 容： ブース１．不思議な金属球 

      ブース２．数学パズル 

〇平成２９年度 

日 時： 平成29年11月12日(日) 10:00～16:30  

  参加者： 理数科１年生 １２名 

  内 容： ブース1. 電磁誘導の実験 

ブース2. 電子ブロック 

ブース3. 数学パズル 

 

〇平成30年度（埼玉大学理学部デー参加に振替） 

日 時： 平成30年11月24日（土） ９：００～１５：００ 

参加者： 理数科１年生 20名 

内 容：ブース1.「磁石はすごい！過電流の仕組みとガウス加速器」  

ブース2.「ぺーパークロマトグラフィー インクの成分を分けてみよう」 

ブース3.「微生物を観察してみよう ボルボックスの観察」 

ブース4.「スマホで見られるホログラム」 

   〇令和元年度 

実施なし 

 

＜さいたま市サイエンスフェスティバル＞ 

〇平成２９年度 

  日 時： 平成２９年２月５日（日） ９：００～１６：４５ 

  参加者： 理数科１年生 １２名 

内 容： ブース1．赤・青・黒の炎(炎色反応)  

ブース2. 色の中の色を見つけよう(水性インクのクロマトグラフィー)  

ブース3. 香りの体験(香気成分の官能検査体験)  

ブース4. 数学パズル 

  

〇平成29年度 

  日 時： 平成３０年１月２８日（日） ９：００～１６：４５ 
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  参加者： 理数科１年生 １２名 

     内 容： ブース1. 「電磁誘導はすごい！ 過電流の仕組み」  

ブース2. 「ぺーパークロマトグラフィー インクの成分を分けてみよう」 

ブース3. 「微生物を観察してみよう ボルボックスの観察」 

 

〇平成30年度 

日 時： 平成31年2月3日（日） １０：００～１５：００ 

参加者： 理数科１年生 20名 

内 容： ブース1.「磁石はすごい！過電流の仕組みとガウス加速器」  

ブース2.「ぺーパークロマトグラフィー インクの成分を分けてみよう」 

ブース3.「微生物を観察してみよう ボルボックスの観察」 

ブース4.「スマホで見られるホログラム」 

    

   〇令和元年度 

     実施なし 

 

    

〇令和2年度 

     日 時： 令和2年１１月22日（日） ９：３０～１５：３０ 

     参加者： 理数科1年生 13名 

     内 容： ブース１．「ポンポン蒸気船をつくろう！」 

ブース2．「ぺーパークロマトグラフィー インクの成分を分けてみよう」 

          ブース３．「電磁誘導はすごい！ 過電流の仕組み」 

 

（２）方法 

さいたま市近郊の小・中学生とその保護者が主に来場する「埼玉県サイエンスフェア」や「さ

いたま市サイエンスフェスティバル」などに参加し、生徒自身が決めたテーマのワークショッ

プを行う。 

（３）評価 

・ 生徒が自ら考えたテーマに基づき、計画的に準備、発表資料、プレゼンテーションの練習

などを行うことができるか。 

・ 小・中学生に向けて生徒自身が持っている知識や技能を伝える表現力が育成できたか。 

・ ＴＡとして参加する生徒の科学に対する興味・関心を高めることができたか。 

 

３ 検証 

 ワークショップのブースで扱う内容について参加生徒がスライド資料を作成し、自分たち

の活動を広くアピールし、研究活動の内容をプレゼンテーションすることで表現力を大いに

養うことができた。そして、自分たちより「後輩」である理数好きの小・中学生に対して、「先

輩」として彼らを導く責任感の涵養にも繋がった。 

 一方で、例年の実験のテーマに大きな変更がなく、前年度実施した内容を踏襲しているもの

も多くみられた。今後は新たなテーマを追加し、内容を充実させていきたい。また、本校生徒の

ブースに参加した小中学生に対してサイエンスに対する興味関心を高めることができたか、ア

ンケートなどを実施しておらず、評価することができていないため、今後は各ブースの来場者に

対してアンケートを実施する必要がある。 
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３－３－５ 宮原中学校アウトリーチ・プログラム 

 

１ 仮説 

小・中学校へのアウトリーチ活動として、「夏休み自由研究サポートプログラム」や「市内科学研究コンテス

ト」を行い、既習の内容をより深く追究する力や表現力を伸ばす。また、大学での高大連携講座を実施し、大

学での研究活動に興味を持ち進路意識が高める。これにより、地域社会における理数教育の発展に貢献す

る生徒を育成することができる。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

会 場：本校  

参加者：宮原中学校２年生９クラス・本校宮原中学校卒業生生徒 

 

（２）方法 

①クラスごとに分かれて、数学、物理，化学，生物の体験授業４５分。 

②高校紹介（大宮北高校の教育実践報告等）４５分 

 

（３）評価 

生徒などの対象の変化をどのように評価するのか。 

３ 検証 

 近隣の宮原中学校の生徒に対し、科学への興味・関心を高められる内容の授業を経験してもらうことで、学

習意欲を高めることができ、さいたま市内の理数教育拠点校としての役割を果たすことができた。また、本校

の宮原中学校卒業生生徒からの高校生活・自身の進路決定について紹介を行ったことで、中学生の高等学

校への進路意識をより高めることができたようだ。 

４ 資料など 
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３－３－６ 小中学生のための天体観望会/電子顕微鏡操作体験 

１ 仮説 

さいたま市内の理数教育拠点校として、市内の小中学生にサイエンスに対する興味関心を高めること

を目的にアウトリーチ活動をおこなう。この活動により、さいたま市内から高度な科学人材を輩出するた

めの基礎を築くことができる。また、アウトリーチ活動にTA（ティーチングアシスタント）として参加した本

校生徒においても知識の深化およびプレゼンテーション力の向上が期待される。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

さいたま市内の小中学生を対象に天体観望会および本校に配置された走査型電子顕微鏡を用いて

電子顕微鏡操作体験プログラムを実施した。 

平成２８年度 天体観望会（1月）を実施 参加者：小学生52組 

平成２９年度 天体観望会（1月）に実施を計画 降雪のため中止 参加希望者：小学生40組 

走査型電子顕微鏡操作体験プログラム（11月）を実施：参加者：小中学生20組 

平成３０年度 天体観望会（1月）に実施を計画 悪天候のため中止 参加希望者：小学生30組 

令和元年度 電子顕微鏡操作体験＆天体観測会（1月）を実施 参加者：小学生25組 

令和２年度 天体観測会（11月）を実施 参加者：小学生10組 

※新型コロナウィルス感染症予防対策のため10組限定で実施 

（２）方法 

平成２８年度 

近隣の小学生を対象とした天体観望会を実施。多くの児童・保護者が参加した。 

平成２９年度 

1月に天体観望会を計画し、参加希望者を募集したが降雪のため中止となってしまった。 

レンタルしていた走査型電子顕微鏡を活用した操作体験プログラムを11月に実施。近隣の小

中学生および保護者が参加した。 

平成３０年度 

1月に天体観望会を計画し、参加希望者を募集したが悪天候のため中止となってしまった。 

令和元年度 

令和元年度より、さいたま市内の理数教育拠点校として走査型電子顕微鏡が本校に配置され

た。そして、２年連続悪天候で中止となってしまった天体観測会を走査型電子顕微鏡操作体

験とセットにしたプログラムで実施を計画。電子顕微鏡操作体験には日本電子株式会社の協

力を得て２台の電子顕微鏡を用いてプログラムを実施することができた。また、天体観測会で

は冬のダイヤモンドを中心に冬の天体を観測。星座の解説および電子顕微鏡の操作解説は

すべて本校生徒が実施した。 

令和２年度 

新型コロナウィルス感染症拡大の影響を受け、天体観望会を１０組限定で実施。当日、天体

観測が実施できない場合は予備プログラムとして走査型電子顕微鏡体験を用意。当日は天

候に恵まれ、太陽系惑星（木星、土星、火星）、月を中心に観測をおこなうことができた。 
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（３）評価 

 参加した小中学生および保護者のアンケート結果 

 TAとして参加した生徒が事前学習などをしっかり行い、プログラム当日調べた内容をしっかり

発表することができたか。 

 TAとして参加した生徒がプログラムで学んだ内容をポートフォリオにまとめることができたか。 

３ 検証 

天体観測会は毎年計画され、近隣の小学生には人気の高いプログラムとなっている。しかし、プロ

グラムの性質上、実施の可否は天候に左右されてしまう。そのため、令和元年度より、さいたま市の協

力を得て、本校に設置された走査型電子顕微鏡とセットにしたプログラムを計画。これにより、悪天候

の場合でもプログラムを実施できるよう改善することができた。令和２年度は新型コロナウィルス感染

症拡大の影響を受け、募集人数を限定して実施したが、参加者が少ないため、例年以上に充実した

プログラムを展開することができた。 

さらに、毎年、TAとして参加する生徒には事前研修を実施し、当日、説明する内容を一人一人が

考え、その内容を全員が共有することで、ＴＡ全員がより充実した解説をおこなうことができるよう工夫

をおこなった。その結果、ＴＡの説明にとても高い評価をいただくことができるようになった。そして、

TAとして参加し生徒にも満足感を持たせることができた。 
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３－４－１ 科学の甲子園 

１ 仮説 

筆記競技・実技競技ともにチームで参加するので、グループワークやディスカッションなど、生徒が主体的

に課題に取り組みながら、科学に対する興味関心を高めることができる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１） 内容 

 「科学の甲子園埼玉県大会」に出場。 

平成２８年度 平成28年10月29日(土) 

会場  埼玉県立総合教育センター （埼玉県行田市富士見町２−２４） 

参加者 理数科１年生６名、理数科２年生６名 

平成２９年度 平成29年11月４日(土) 

会場  埼玉県立総合教育センター （埼玉県行田市富士見町２−２４） 

参加者 理数科１年生３名、理数科２年生４名 

平成３０年度 平成２９年１１月４日（日） 

会場  埼玉県立総合教育センター （埼玉県行田市富士見町２−２４）   

参加者 理数科１年生６名、普通科２年生６名 

令和元年度  令和元年11月2日（土）   

会場  埼玉県立総合教育センター （埼玉県行田市富士見町２−２４） 

参加者 1年生理数科4名、普通科1名。2年生理数科6名、普通科1名 

令和２年度  令和2年11月21日（土）   

会場  埼玉県立総合教育センター （埼玉県行田市富士見町２−２４） 

参加者 2年生理数科5名、普通科1名 

 

（２）方法 

当日は６人でチームを組み、協力しながら数学・理科・情報の知識と活用を問う筆記競技と、実験・実習

を伴う実技競技を行う。事前学習として、筆記競技に向けて過去問研究。実技競技に向けて、事前に公表

される条件をもとに、設計・試作・試行と、競技当日の製作時間内に製作・試行ができるように設計図の作

成を行っている。s 

また、令和元年度は埼玉県立所沢北高等学校にて、科学の甲子園の合同学習会が開かれ、本校の他

にも、埼玉県立浦和高等学校、埼玉県立所沢北高等学校、埼玉県立不動岡高等学校、埼玉県立越谷北

高等学校等が参加し、学校を超えての交流も行われた。 

令和2年度に関しては、新型コロナウィルス感染症の影響もあり、実施競技が中止となり、参加チームが

１校たり１チーム等の制限もあったが、例年同様、事前学習として、筆記競技に向けて過去問研究を行い、

当日に臨んだ。 

 

（３）評価 

   筆記競技に向けての対策と実技競技の課題に対しての製作を、６人のメンバーで協力して主体的に行

うことができたか。理数科だけでなく普通科の生徒にも出場意欲を持たせられたか。 
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３ 検証 

７年連続で出場している。昨年同様、今年度は学級の枠を超え、さらに理数科と普通科の混合チームによ

る出場となった。 

今年度は、実技競技がなく、生徒の出場意欲が低くなるようにも予想されたが、理数科・普通科の枠を超

えて積極的に参加する生徒がでた。これは、昨年までの取り組みから科学の甲子園に関する意識が肯定的

に変化していることの現れだと考えられる。 

筆記競技に向けても事前準備をしっかりと行っている様子が見られる。チームにおける自分の担当科目を

あらかじめ決め、担当科目の学習を試験当日まで精一杯取り組んでいる様子が見られた。今年度は実施で

きなかったが、事前学習会にも積極的に参加することで学校同士のつながりも形成していきたいと考える。 

実技競技に向けては、規定の製作材料を使って、いかに効果的な物を製作できるかが求められるテーマ

になっている。生徒達は競技当日まで装置の設計・試作・試行を繰り返し、１年生・２年生が相互に意見を出

し合い、より安定して、ゆっくり落ちるための工夫を行えるようにまでなっている。 

これまでの取り組みが、コロナウィルス感染症により、一度途切れる形になってしまっているが、再び、生徒

のモチベーションを高めながら積極的に参加できるような工夫が必要になっていくように思える。 

 

４．これまでの取り組みの様子 

 

  

図 1 平成 28年度実施の様子 図 2 平成 29年度実施の様子 

図 3 平成 30年度制作物 
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３－４－２ 数学甲子園 

 

１ 仮説 

数学検定準２級・２級程度の問題が出題されるので、授業の内容の確認や練習になる。また、上級生が

下級生に授業で習っていない分野などを指導しお互いに教え合うなど、生徒が主体的に取り組むことによ

り、数学に対する興味関心やモチベーションを高められるよう実践する。これにより生徒の自己肯定感を高

め、次につながる大きな成長へのステップアップとなる。 

 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

 「数学甲子園（全国数学選手権大会）予選」に出場 

平成２８年度 平成２８年８月１０日(水)  会場 東京ビッグサイト 

参加者 理数科１年生３名、理数科２年生５名、理数科３年生５名 

平成２９年度 平成２９年８月１日(火)   会場 テレコムセンタービル 

参加者 理数科１年生３名、理数科２年生４名 

平成３０年度 平成３０年８月２日（木）   会場 東京ビッグサイト 

参加者 理数科１年生３名、理数科２年生３名、普通科１年生４名、普通科２年生５名 

令和元年度 令和元年７月２９日（月）  会場 さいたま市ＪＡ共済埼玉ビル 

参加者 理数科２年生４名 

   令和２年度 開催中止 

 

（２）方法 

３～５人でチームを組み、参加選手が個々に数学検定準２級・２級程度の問題２０問を６０分以内に解

答し、チームの平均点に基づいて上位チームが全国大会へ出場できる「数学甲子園（全国数学選手権

大会）予選」に出場した。  

 

（３）評価 

生徒達が主体的に問題に取り組むことができたか。数学に対する興味関心やモチベーションを高めら

れたか。 

 

３ 検証 

問題の内容が数学検定準２級・２級程度の問題なので、過去問だけでなく数検で出題されるような

問題を、普段使っている問題集からピックアップした「数検２級対策プリント」を作成し、各自問題

演習を行った。また、直前には生徒達自ら、過去問を解いてわからなかったところなどをお互いに教

え合う勉強会も行っていた。１年生はまだ習っていない分野も多く、厳しいところもあったと思うが、

次年度に向けて頑張ろうという意欲を見せていた。２年生は夏休み前に数学Ⅱの微積と数学Ｂの数

列以外の内容がほぼ終了し、今までの授業の内容がきちんと理解できていたかの確認になった。習っ

ていないところも良い予習になると思う。３年生にとっては受験に向けて良い総復習になったと思う。なか

なか結果を出すことは出来ないが、まずは挑戦することに意義があると思う。年々出場者の数が減っており、

もっと生徒のモチベーションを上げられるように考慮する必要がある。 
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３－４－３ 数学・生物オリンピック/統計グラフコンクール 

 

１ 仮説 

・ 各種コンテスト対策講座を開設し、事前指導として過去の問題や様々な課題を事前に解いて準備を行う。 

・ グループワークやディスカッションなど、生徒が主体的に取り組める課題を設定し、科学に対する興味関

心を高め、モチベーションを上げる取組を研究し、実践していく。 

２ 研究内容・方法・評価 

（１）内容 

＜日本数学オリンピック（JMO）＞ 予選に出場 

平成２８年度 参加者 普通科１年１名、理数科１年１６名、理数科２年６名 

平成２９年度 参加者 普通科１年１名、理数科１年１１名、普通科２年１名、理数科２年８名 

平成３０年度 参加者 普通科１年１名、理数科１年１名、普通科２年６名、理数科２年７名 

→1名がBランク取得 

令和元年度 参加者 普通科１年３名、理数科１年１名、普通科２年１名、理数科２年１名 

→2名Bランク取得 

      令和２年度 オンライン開催 参加者 普通科１年２名、普通科３年１名 

 

＜日本生物学オリンピック＞  予選に出場 

平成２８年度 参加者 理数科２年５名、理数科３年２名 

→優良賞1名受賞 

平成２９年度 参加者 理数科２年２名、理数科３年４名 

→優良賞1名受賞。優秀賞1名受賞、本選に出場 

平成３０年度 参加者 理数科２年１名 

   

＜埼玉県統計グラフコンクール＞ 第５部（高等学校以上の生徒、学生及び一般）に出品 

    平成２６年度より毎年、理数科１年生が夏季休業中にポスターを作成、出品 

    ※令和元年度は夏季休業短縮のため、実施せず 

 

平成２８年度  県統計協会長賞(３等)1名受賞、全国出場。 

県統計教育研究協議会長賞(奨励賞)1名受賞。 

平成２９年度  県統計協会長賞(３等)1名受賞、全国出場。 

県統計教育研究協議会長賞(奨励賞)1グループ受賞。 

平成３０年度  県統計教育研究協議会長賞(奨励賞)1名受賞。 

令和元年度   県統計教育研究協議会長賞(奨励賞)1名受賞。 

 

 

（２）方法 

数学、生物オリンピックは、ともに高校生等を対象とした数学、生物学の面白さや楽しさを体験して

もらうことを目的とする 全国規模のコンテストである。また、国際オリンピック日本代表選考を兼ねてい

るコンテストでもある。 

数学オリンピックは、３時間で１２問の筆記試験、生物オリンピックは、９０分の筆記試験が課されて

いる。どちらもかなり難しい問題ばかりであり、本選に残るのは全国的にもとても優秀な生徒たちばか

りである。コンクール参加にあたり、生徒達は事前学習として過去問を解きコンテストに臨んだ。 



- 82 - 

 

統計グラフコンクールは、埼玉県で統計グラフの作成を通じて、統計への理解と関心を深める目的

として昭和２５年以来、毎年実施されている。日常生活で気がついたこと、社会の出来事などから生

徒自らテーマを設定し、夏季休業中にデータを集め、統計データやイラストを使ってポスターにまとめ

て作成する。 

 

＜事前学習＞ 

・１学期に数学Ⅰ「データの分析」の学習を行う。 

・数理探究の授業で、データを扱うときの注意点を説明。エクセルを使ってグラフを作成したり、相関

関係を作ったりしてデータを分析した。 

 

（３）評価 

入試問題とはまた違う傾向の問題にあたり、いろいろな見方・考え方が必要になっている。生徒達

が主体的に問題に取り組むことができたか。数学や生物に対する興味関心やモチベーションを高め

られたか。理数科だけでなく普通科の生徒にも出場意欲を持たせられたか。 

グループワークやディスカッションなど、生徒が主体的に取り組める課題を設定し、日常生活や社

会の出来事などを科学に結び付け、科学に対する興味関心を高められたか。 

３ 検証 

 これらのオリンピック参加にあたり、事前学習として過去問に挑戦してきたが、難問ばかりなのでなかなか

手も出ない状態であった。しかし、何人かで話し合いお互いに解答の糸口を見つけ、協力して問題にあたっ

ていた。まずは挑戦をすることに意義があると思うので、今後も参加者を増やしていきたい。 

平成29年度に生物オリンピックで本選に出場することが出来た生徒は、本選で出会った全国のとても優秀

な生徒たちと実験や演習を行うことが出来て、とても良い経験になったと言っており、大学進学に関してもモ

チベーションがかなり上がった。この経験は大学に進学し、更に色々な研究を進める上でとても役に立つも

のになっていると思う。 

  

統計グラフコンクールでは、グラフを見てもらう人に対して、収集したデータの取捨選択をし、自分の表現

したいことをいかに訴えることができるか、そのレイアウトが重要になる。参加した生徒はポスターの作成を通

して、主体的な態度、判断力、根拠をもって示す力、表現力を養うことができた。また、１学期の数学及び数

理探究の授業内容の活用がなされ、授業の振り返りと学習内容の発展につながった。作成時のルールとし

て、教員の指導は入れられないことになっているため、生徒たちには自分たちの力でポスターを作成するよ

い機会となった。 

４ 統計グラフコンクールにおける県統計協会長賞(３等)受賞、全国出場作品 
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３－４－４ サイエンス部の活動 

 

１ 仮説 

      SS科目である数理探究をはじめとする数学や理科の学習にとどまることなく、自らの興味関心を広

げた課外活動として、サイエンス部の活動を位置づける。メンターである大学教員・あるいは大学生・

大学院生の助言を受けて、生徒自らの科学的素養を高め、より高度な研究を目指すような生徒を育

てることができる。 

平成31年度までのサイエンス部では部内を３つの班に分け、化学班ではメンターである本校卒業

生、各大学の大学生・大学院生・大学教員等からの助言を受けて、より高度な研究を目指すような生

徒を育てた。また、地学班では地学の内容にとらわれず、プログラミング、生物の研究、物理の研究な

ど生徒の興味に応じた活動を行っていた。さらに、ゼミ形式の討論、研究成果物作成及び出品を行う

数学班の活動も行っていた。しかし、令和２年度より、生徒の興味・関心を広げた課外活動が柔軟に

行うことができるようにすべての班を統合し、興味がある活動を横断的にできるようにすることによって、

生徒自らが科学的素養を高められるような活動を行っている。 

 

２ 研究内容・方法 

（１）内容  

日時  毎週月・火・木・金 １６時００分～１８時３０分  

各種科学展・コンクール・発表会等 

会場  本校化学実験室・機器分析室・地学実験室 

 

（２）方法 

１年生理数科１名、普通科７名、2年生理数科４名、普通科３名、３年生理数科１名、普通科１名、計

17名の部員で活動している。 

① 発表活動 

ア 香りの研究(従来の化学班での活動内容) 

研究成果を引き継ぎながら発展させ、順調に成果を積み上げつつある。生徒たちはより様々な分 

野の研究を進めていくことができた。以下が近年の発表活動である。 

1. 2020年度日本学生科学賞及び全国高等学校総合文化祭埼玉県代表作品選考会 

    発表題目：ガスクロマトグラフのデータが取れないことへの追及 

2. 2019年度科学技術振興展覧会(科学展)埼玉県南部支部展 

    発表題目：柑橘類におけるリモネン量の比較 

3. 平成３０年度理科教育研究発表会 

   発表題目: アネトールの熱的性質についての検討 

     イ 物理分野での研究 

      従来の化学分野での発表活動に加え、今年度は物理分野においても日本学生科学賞及び全 

国高等学校総合文化祭埼玉県代表作品選考会に参加することができた。以下は発表内容である。 

       1. 2020年度日本学生科学賞及び全国高等学校総合文化祭埼玉県代表作品選考会 

           発表題目：ガウス加速器におけるテスラの値及び速度の関係性 
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図 1 化学分野の活動 

② 興味・関心に応じた活動 

  今年度は部員それぞれが異なる興味をもっていたので、それに応じた活動を展開した。主に行った

活動は以下の通りである。 

  ア 生物分野 

    ヤモリの足裏の吸着の仕組み、スズムシの発音の仕組み 

  イ 物理分野 

    wi-fiの電波を効率良く集めるための仕組み 

  ウ コンピューティング分野 

     マイクロビット・arduino・ホームページ制作学習プログラムを用いたプログラミング学習。 

     自動運転を行うロボットの研究 

 

（３）評価 

   上記のように、これまで発表活動を行っていた化学分野の他に物理分野でも発表活動を行うことができ

た。また、興味・関心に応じた指導もこれまでに比べて、より専門性が高い内容になってきたことが分かる。

今後は、興味・関心に応じた活動が発表活動につながるような指導を心がけることで、生徒の興味・関心を

活かしながら自らの科学的素養を高め、より高度な研究を目指すような生徒を育てることができると考えて

いる。さらに、サイエンス部を担当する教員の専門分野が生徒の活動内容に合致するような人員配置を工

夫することでより効果的な指導が見込まれる。 

 

３ 検証  

 研究成果をまとめ、意欲的に活動を続けている。その結果が、科学展などでの発表に表れている。 

 

４．これまでの活動の様子 

 

 

  

図 2 フィールドワークの様子 図 ３ 発表活動 
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第４章 実施の効果とその評価 

（１）．「卒業生アンケート」の結果より 実施時期：令和2年11月19日～12月31日 

卒業年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和元年度 全体 

学科 回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率 回答数 回答率 

理数科 15 36.6% 13 32.5% 19 46.3% 25 62.5% 72 44.4% 

普通科 116 40.7% 123 38.1% 129 45.7% 121 42.8% 489 41.7% 

総計 131 40.2% 136 37.5% 148 45.8% 146 45.2% 561 42.0% 

 

本校のSSH行事の取り組みと、その影響について教えてください 

 

 

 

A. 1年次の数理探究(基礎)における課題研究 

 

 

B. 2年次の数理探究における課題研究 

 

 

C. ICTを活用しプレゼンテーション力を高める学習 
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普通科：理数科と同様に評価する生徒増加 
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D. サイエンスフィールドワークなどについて 

 

 

 

E. 英語表現力向上のためのOSTや課外講座 

 

 

F. 海外高校生との交流など グローバルプログラム 

 

 

G. アウトリーチ活動にTAやプレゼンターとして参加 
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理数科は 1 年次からアウトリーチ活動に 

参加割合高いため、高評価の割合も高い 
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（２）．「教職員 SSH効果アンケート」の結果より 実施時期：令和3年1月20日～2月4日 

A. SSHの取り組みにより、各項目に対する生徒の興味・姿勢・能力は向上したと感じますか。 

 

B. SSHの取り組みにより、ご自身によい影響があったと感じますか。 
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自分自身も科学への興味・関心が増した

その通り ややその通り ややいいえ いいえ わからない
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C. 生徒に特によい影響があったと思うSSH事業  

 
 卒業生アンケートの結果より、SSH行事に多く関わった生徒ほど、SSHの取組が自分自身によい影響を

与えていると回答する割合が高くなっている。 

 理数科はSSH指定以前から、様々なサイエンスプログラムを経験してきたため、SSH指定以前の卒業生

からも高評価を得ているが、普通科に関してはH30年度卒業生からSSH行事に参加をするようになった。

今後、継続して動向を調査していく必要があるが、おおむね理数科と同じ傾向になることが予想される。

今後は普通科生徒もSSH行事に参加する機会を多く作っていく必要がある。 

 教員および卒業生アンケートのどちらからもプレゼンテーション力の向上を読み取ることができる。 

 本校のグローバルプログラムは海外に対する興味関心を高めるきっかけとなっていることが分かる。 

 SSH行事に関わった教員ほどSSHが生徒に良い影響を与えていると感じている。  
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長瀞フィールドワーク
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STEAM系体験教室

(モデルロケット等）

SSHオーストラリア海外研修

SSH台湾海外研修

さくらサイエンスプログラム

海外高校生等の招聘・受入

SS Debate in English

(旧・科学英語実践講座)

シンガポール大学訪問

福島復興探究学フィールドワーク

SSH特別講演会や大学模擬講義
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小中向けアウトリーチの

TA・プレゼンター経験

科学・数学系オリンピック
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SSH全国大会や学会、

他のSSH指定校での研究発表

サイエンス部の活動 高度な科学人材育成 

アウトリーチ 

SS 科学総合 

グローバルプログラム 

サイエンスフィールドワーク 

数理探究 
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第５章 SSH中間評価において指摘を受けた事項のこれまでの改善・対応状況 

第１期SSH事業中間評価講評 

○ 全校生徒対象で実施する課題研究を教育課程に位置付け、普通科スーパーサイエンスクラス

(SSC)選択生徒が29人(平成29年度)から増加していることは評価できる。今後はSSH指定校とし

て育成を目指す人材像及び生徒に身に付けさせたい資質・能力を更に明確化すると共に、観点

や枠組みを設けるなどして、計画的・客観的な指導と評価を進めることが望まれる。 

【改善状況】 

SSC選択者は毎年40〜80名の範囲で推移している。令和4年度から文理融合型の教育課程を採用

することで、希望者全員がSSCを選択できる体制を整えることができた。この体制を生かしグローバ

ル環境でサイエンスの手法を用いて課題を解決できる人材の育成を図っていく。 

○ 課題研究の指導に関しては、探究の過程を重視し、生徒の探究意欲の向上とともに、情報収集

の方法やデータの精度などを年次ごとに高めてきていることは評価できる。今後、ミニ課題研

究とその成果と課題を課題研究の指導改善に役立てる評価法の開発が望まれる。 

【改善状況】 

2年生の課題研究は1年生でおこなった課題研究をより深化させることを目的により高度な研究手法

やデータの解析方法を学ぶ必要がある。担当教員が自らの専門分野を生かしたミニ課題研究を実

施することで、生徒の研究内容を高めている。また、評価法についても生徒が自らの成長を実感で

きるルーブリックの開発に努めている。 

○ 1年生の課題研究において、1クラスで指導者3人体制で行うとあるが、その体制でどのように課

題研究の質を高めていくのか、教師のコンセンサスをどう構成していくのかなどを可視化し、

改善に結びつけていくことが望まれる。 

【改善状況】 

1年生の課題研究では全クラスに1名の情報教員を配置し全体の方向性を統一している。さらに全ク

ラスに理科または数学の教員を配置することで実験などの指導を実施、多様な視点で指導すること

を目的に上記以外の教員を3人目に配置。また、カリキュラムの方向性を保つためにSSH推進部と

担当教員の間で定期的に情報交換を実施している。 

○ ICT機器を活用したe-ポートフォリオの指導が積極的に実施されていることは評価できる。今後、

AO入試の活用とともに課題研究の指導に役立てる活用法の開発が望まれる。 

【改善状況】 

SSH活動で学んだ内容は原則ポートフォリオにまとめる指導を行っている。そして、ＡＯ入試利用者

は自らのポートフォリオをまとめ出願資料の作成などに役立てている。 

○ 市の理数教育の拠点校として地域の小中学校への出前授業等に生徒が積極的に参加しているこ

とは評価できる。今後、そのことが生徒の変容にどのように有効かなどを検証する評価法の開

発や、教育課程外の生徒の過度な活動による負担感などの検証が望まれる。 

【改善状況】 

一部の行事を除きアウトリーチ活動でTAをおこなう生徒は、希望者を募り実施している。そのため、

参加生徒のモチベーションは高く、複数回TAとして参加する生徒も少なくない。さらに参加生徒の

プレゼンテーション能力にも向上が見られる。 
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第６章 「校内におけるSSHの組織的推進体制」について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第７章 「成果の発信・普及」について 

 SSHの取組および成果は、随時、ホームページを利用して校外に配信する。 

 協力機関、市内小・中学校、連携高校、さいたま市教育委員会へ研究報告書を配付し、研究の普及

活動をおこなう。 

 課題研究発表会およびアウトリーチ活動の際、出席者に活動内容の報告をおこなう。 

 本校主催の「ICT研究成果報告会」を介して、ICT機器を活用したSSH活動を参加者に報告する。 

 「福島復興探究学」のような社会性の高いプログラムはマスコミを通じて活動を紹介してもらう。 

 

第８章 「研究開発実施上の課題及び今後の研究開発の方向性」について 

 自ら課題を設定し、仮説を立てる力の育成 

「数理探究」を実施することで、生徒の発表能力にある一定の伸長を見ることができた。しかし、課題

を立て、それに基づく仮説を設定するという段階には、まだまだ改善の余地がある。今後は生徒自身

が自ら課題を設定し、その課題にふさわしい仮説を設定するまでの過程をしっかりサポートすることが

できるプログラム開発が必要である。また、それと同時、その内容を客観的に評価するための指標も

必要となる。 

 本格的なグローバルサイエンスリーダーの育成 

現在おこなっているグローバルプログラムでは、こちらが与えた課題を現地の高校生と考え、答えを

導き出す形式のものが主となっているが、今後は、現在、交流をおこなっているオーストラリア、台湾、

さらにハワイの高校生と協調し、高校生自らが共通課題を設定し、オンラインを介して共通課題を解

決する環太平洋共同研究フォーラムを築いて行く。 

 「さいたまSTEAMS教育」の中核を担う 

本校はさいたま市内の理数教育拠点校として、現在、さいたま市内の全小中学校に導入を推進して

いる「さいたまSTEAMS教育」のベースプログラムの開発が期待されている。今後は本校がSSH1期に

取り組んできた様々なクロスカリキュラムをベースとした小中学校向けのSTEMプログラムを開発し、そ

れを小中学校に普及させるための教員研修会の実施。さらに本校がおこなっているアウトリーチ活動

を通じて、「さいたまSTEAMS教育」の核となる生徒の育成をおこなって行く必要がある。 
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【運営指導委員】  平成２８年度〜令和２年度 

飯高 茂  学習院大学   名誉教授 

永澤 明  埼玉大学   名誉教授 

渡部 潤一 国立天文台   副台長 

ｲﾘｴｼｭ ﾗｳﾚｱﾝ 東京大学理学系研究科  准教授    ＊H28・H29 

   理化学研究所環境資源科学研究センター チームリーダー ＊H30〜 

椎崎 一宏 東洋大学応用生物科学科  准教授 

阪本 泰光 岩手医科大学薬学部     准教授  

林 直紀  さいたま市立原山中学校  校長 ：平成２８年度 

青木 洋  さいたま市立泰平中学校  校長 ：平成２９年度  

田中 民雄  さいたま市立第二東中学校  校長 ：平成３０年度 

佐藤 和男  さいたま市立与野東中学校  校長 ：平成３１年度・令和２年度 

石田 耕一 さいたま市立大成小学校  校長 ：平成２８年度 

引間 和彦  さいたま市立浦和大里小学校 校長 ：平成２９・３０年度 

安藤 幸子  さいたま市立川通中学校  校長 ：平成３１年度・令和２年度 

金子 強  さいたま市立宇宙科学館  館長 ：平成２８年度 

井出 浩史  さいたま市立宇宙科学館  館長 ：平成２９年度 

冨田 英雄  さいたま市立宇宙科学館  館長 ：平成３０・３１年度 

引間 陽子 さいたま市立宇宙科学館  館長 ：令和２年度 

 

【さいたま市教育委員会】  平成２８年度〜令和２年度 

槙 拓治  高校教育課  課長 ：平成２８年度   

大竹 実高 高校教育課  課長 ：平成２９年度  

吉野 浩一    高校教育課  課長 ：平成３０年度 

𠮷岡 靖久    高校教育課  課長 ：平成３１年度 

山本 康義 高校教育課  課長 ：令和２年度 

鮎川 剛彦 高校教育課  主任指導主事 ：平成２８年度〜平成３０年度    

原畠 淳一郎 高校教育課  主任指導主事 ：平成３０年度 

荻野 真一  高校教育課  主任指導主事 ：平成３１年度 

小暮 知佐子 高校教育課  主任指導主事 ：令和２年度 

 

【さいたま市立大宮北高等学校】 平成２８年度〜令和２年度 

細田 真由美 校長  ：平成２８年度 

𠮷岡 靖久 校長  ：平成２９・３０年度 

杤原 正浩 校長  ：平成３１年度・令和２年度 

小林 君和 理数科推進部長 ：平成２８年度 

田村 守行 理数科推進部長 ：平成２９・３０年度 

   SSH推進部長 ：平成３１年度・令和２年度 

大塚 寿  SSH推進委員長 
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令和２年度第１回運営指導委員会 

・新型コロナ流行の影響により中止し、資料送付で代替した。 

 

令和２年度第２回運営指導委員会  

令和３年２月５日（金）14:00～15:00  応接室 ※オンラインで実施 

・第1期におけるＳＳＨ取組報告及び質疑応答 

・ＳＳＨ指定２期目に向けた取組の概要説明及び質疑応答 

・運営委員からの提言 

 コロナ禍でもグローバルな取り組みのいくつかをオンラインで実施したことは評価できる。2期目もこの

経験を活かしグローバルな取り組みを発展させることが新たな創造へと繋がると確信している。 

 大宮北高校SSHの３本の柱「全校で取り組む課題研究」「グローバルな研究活動」「地域の理数教育

拠点校」を有機的に結びつけて活動して欲しい。 

 大宮北高校のSSHは様々な取り組みをしているので、第1期目で育てた卒業生を有効活用することで

事業に深みが出てくる。 

 第2期目のグローバルな研究活動の「SS Pacific Rim」構想は素晴らしい。この取り組みに「福島復興

探究学」や大宮北高校が行なっている他のフィールドワークを絡めることで可能性が広がる。 

 「SS Pacific Rim」でのグローバルな活動と国内のフィールドワークを関連づけることでより深い内容の

活動になる。国内のフィールドワークも頑張って欲しい。 

 コロナ禍で日本人の科学的知識の低さが確認できてしまった。この５年で本校のサイエンスリテラシー

がどの程度高まったのかを確認する必要がある。 

 課題研究はテーマ設定が一番大切なことなので、できること・できないことの選別必要である。また、

研究の過程で予想に反した結果が出るかもしれないが、常に工夫をして正しいデータを出さなけれ

ばならない。 

 2期目に向けて研究の連続性を大切にして欲しい。５年間で行なった様々な活動を生徒目線で捉え

ることも必要で「何が人気があったか」を確認して次に繋げて欲しい。 

 さいたま市内の理数教育の拠点校として小中との連携を更に進めて欲しい。2期目における大宮北

高の「さいたまSTEAMS」事業を小学校や中学校に広める活動を期待する。 
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卒業生アンケート

(1). 本校の取り組みと、その影響について教えてください

A. 1年次の数理探究(基礎)における課題研究 B. 2年次の数理探究における課題研究
自分によい影響があった 経験してみたかった 経験したが特に影響なし 未経験、特に興味なし 自分によい影響があった 経験してみたかった 経験したが特に影響なし 未経験、特に興味なし

理数科 60.6% 1.5% 34.8% 3.0% 理数科 70.1% 1.5% 25.4% 3.0%
H28年度 46.2% 7.7% 46.2% 0.0% H28年度 50.0% 7.1% 42.9% 0.0%
H29年度 66.7% 0.0% 16.7% 16.7% H29年度 63.6% 0.0% 18.2% 18.2%
H30年度 76.5% 0.0% 23.5% 0.0% H30年度 94.4% 0.0% 5.6% 0.0%
R1年度 54.2% 0.0% 45.8% 0.0% R1年度 66.7% 0.0% 33.3% 0.0%

普通科 22.1% 8.9% 34.9% 34.1% 普通科 13.9% 14.2% 20.9% 51.0%
H28年度 3.2% 21.3% 6.4% 69.1% H28年度 3.2% 24.5% 6.4% 66.0%
H29年度 6.5% 11.8% 17.2% 64.5% H29年度 6.5% 9.8% 16.3% 67.4%
H30年度 39.6% 3.6% 44.1% 12.6% H30年度 25.5% 10.4% 34.0% 30.2%
R1年度 33.1% 1.7% 62.7% 2.5% R1年度 18.2% 12.7% 24.5% 44.5%

C. ICTを活用しプレゼンテーション力を高める学習 D. PC/タブレットの1人1台貸与
自分によい影響があった 経験してみたかった 経験したが特に影響なし 未経験、特に興味なし 自分によい影響があった 経験してみたかった 経験したが特に影響なし 未経験、特に興味なし

理数科 66.7% 4.5% 25.8% 3.0% 理数科全体 67.6% 0.0% 31.0% 1.4%
H28年度 25.0% 25.0% 33.3% 16.7% 平成28年度 40.0% 0.0% 53.3% 6.7%
H29年度 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% 平成29年度 53.8% 0.0% 46.2% 0.0%
H30年度 72.2% 0.0% 27.8% 0.0% 平成30年度 73.7% 0.0% 26.3% 0.0%
R1年度 83.3% 0.0% 16.7% 0.0% 令和元年度 87.5% 0.0% 12.5% 0.0%

普通科 23.3% 20.3% 35.8% 20.5% 普通科全体 15.9% 42.9% 13.1% 28.1%
平成28年度 6.1% 42.4% 19.2% 32.3% 平成28年度 2.7% 73.6% 0.9% 22.7%
平成29年度 10.7% 26.2% 28.2% 35.0% 平成29年度 1.7% 50.8% 5.0% 42.5%
平成30年度 35.5% 10.0% 45.5% 9.1% 平成30年度 3.3% 48.8% 1.6% 46.3%
令和元年度 38.4% 5.4% 48.2% 8.0% 令和元年度 55.0% 0.8% 44.2% 0.0%

E. 野外フィールドワーク・観察 F. 小中学生向け科学行事にTA(指導補助)やプレゼンターとして参加
自分によい影響があった 経験してみたかった 経験したが特に影響なし 未経験、特に興味なし 自分によい影響があった 経験してみたかった 経験したが特に影響なし 未経験、特に興味なし

理数科 41.9% 30.6% 16.1% 11.3% 理数科 41.8% 9.0% 38.8% 10.4%
H28年度 7.7% 38.5% 23.1% 30.8% H28年度 23.1% 15.4% 46.2% 15.4%
H29年度 54.5% 18.2% 27.3% 0.0% H29年度 46.2% 7.7% 38.5% 7.7%
H30年度 50.0% 38.9% 11.1% 0.0% H30年度 55.6% 0.0% 38.9% 5.6%
R1年度 50.0% 25.0% 10.0% 15.0% R1年度 39.1% 13.0% 34.8% 13.0%

普通科 14.2% 33.1% 13.2% 39.5% 普通科 3.3% 25.3% 5.5% 66.0%
H28年度 6.6% 51.6% 4.4% 37.4% 平成28年度 1.1% 28.6% 2.2% 68.1%
H29年度 8.7% 28.3% 18.5% 44.6% 平成29年度 1.1% 23.2% 7.4% 68.4%
H30年度 14.1% 35.4% 10.1% 40.4% 平成30年度 4.8% 26.0% 6.7% 62.5%
R1年度 25.7% 19.0% 19.0% 36.2% 令和元年度 5.5% 23.6% 5.5% 65.5%

G. 英語表現力向上のためのOSTや課外講座 H. 海外高校生との交流・ホームステイなど グローバルプログラム
自分によい影響があった 経験してみたかった 経験したが特に影響なし 未経験、特に興味なし 自分によい影響があった 経験してみたかった 経験したが特に影響なし 未経験、特に興味なし

理数科 49.2% 4.6% 36.9% 9.2% 理数科 51.4% 10.0% 27.1% 11.4%
平成28年度 7.7% 15.4% 46.2% 30.8% H28年度 26.7% 20.0% 26.7% 26.7%
平成29年度 50.0% 0.0% 30.0% 20.0% H29年度 58.3% 8.3% 16.7% 16.7%
平成30年度 55.6% 5.6% 38.9% 0.0% H30年度 68.4% 5.3% 21.1% 5.3%
令和元年度 66.7% 0.0% 33.3% 0.0% R1年度 50.0% 8.3% 37.5% 4.2%

普通科 17.5% 23.1% 36.1% 22.4% 普通科 21.0% 26.4% 14.7% 37.9%
平成28年度 0.0% 45.7% 20.7% 33.7% H28年度 15.7% 31.4% 11.8% 41.2%
平成29年度 9.9% 30.7% 25.7% 33.7% H29年度 16.7% 22.2% 22.2% 38.9%
平成30年度 14.9% 21.9% 33.3% 26.3% H30年度 21.6% 27.6% 10.3% 40.5%
令和元年度 40.2% 0.0% 59.8% 0.0% R1年度 29.1% 24.8% 14.5% 31.6%

(2). 大宮北高校での経験は各能力・姿勢向上につながったと思いますか

A. 自主性・やる気・挑戦心 B. 協調性・リーダーシップ
とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない

理数科 27.8% 48.6% 19.4% 4.2% 理数科 18.1% 54.2% 20.8% 6.9%
平成28年度 20.0% 53.3% 26.7% 0.0% 平成28年度 0.0% 73.3% 20.0% 6.7%
平成29年度 46.2% 7.7% 38.5% 7.7% 平成29年度 30.8% 23.1% 30.8% 15.4%
平成30年度 42.1% 52.6% 5.3% 0.0% 平成30年度 31.6% 47.4% 21.1% 0.0%
令和元年度 12.0% 64.0% 16.0% 8.0% 令和元年度 12.0% 64.0% 16.0% 8.0%

普通科 21.4% 51.6% 19.5% 7.5% 普通科 23.6% 50.6% 18.2% 7.5%
平成28年度 17.0% 50.0% 26.8% 6.3% 平成28年度 28.3% 46.9% 18.6% 6.2%
平成29年度 15.0% 51.7% 22.5% 10.8% 平成29年度 15.0% 49.2% 21.7% 14.2%
平成30年度 28.6% 50.8% 15.9% 4.8% 平成30年度 27.6% 49.6% 17.3% 5.5%
令和元年度 24.4% 53.8% 13.4% 8.4% 令和元年度 23.7% 56.8% 15.3% 4.2%
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C. 継続性・粘り強さ D. 新規性・独創性の発揮
とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない

理数科 29.2% 44.4% 25.0% 1.4% 理数科 26.8% 40.8% 28.2% 4.2%
平成28年度 6.7% 60.0% 33.3% 0.0% 平成28年度 20.0% 40.0% 33.3% 6.7%
平成29年度 30.8% 46.2% 23.1% 0.0% 平成29年度 46.2% 23.1% 23.1% 7.7%
平成30年度 52.6% 31.6% 15.8% 0.0% 平成30年度 33.3% 33.3% 33.3% 0.0%
令和元年度 24.0% 44.0% 28.0% 4.0% 令和元年度 16.0% 56.0% 24.0% 4.0%

普通科 28.3% 43.1% 20.8% 7.7% 普通科 14.1% 43.8% 31.6% 10.5%
平成28年度 36.3% 36.3% 21.2% 6.2% 平成28年度 11.8% 39.1% 40.0% 9.1%
平成29年度 14.3% 50.4% 21.8% 13.4% 平成29年度 8.4% 43.7% 31.9% 16.0%
平成30年度 33.1% 43.3% 19.7% 3.9% 平成30年度 15.9% 46.0% 33.3% 4.8%
令和元年度 29.8% 42.1% 20.7% 7.4% 令和元年度 20.0% 45.8% 21.7% 12.5%

E. 問題発見力・気づく力 F. 問題を解決する力・応用力
とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない

理数科 27.8% 38.9% 29.2% 4.2% 理数科 25.0% 51.4% 19.4% 4.2%
平成28年度 6.7% 46.7% 40.0% 6.7% 平成28年度 6.7% 66.7% 20.0% 6.7%
平成29年度 38.5% 38.5% 15.4% 7.7% 平成29年度 30.8% 38.5% 23.1% 7.7%
平成30年度 31.6% 42.1% 26.3% 0.0% 平成30年度 36.8% 52.6% 10.5% 0.0%
令和元年度 32.0% 32.0% 32.0% 4.0% 令和元年度 24.0% 48.0% 24.0% 4.0%

普通科 16.8% 51.0% 24.0% 8.3% 普通科 17.6% 50.0% 23.3% 9.0%
平成28年度 12.6% 55.9% 25.2% 6.3% 平成28年度 22.5% 45.9% 23.4% 8.1%
平成29年度 10.3% 51.3% 23.1% 15.4% 平成29年度 9.4% 51.3% 25.6% 13.7%
平成30年度 22.2% 46.0% 29.4% 2.4% 平成30年度 18.9% 47.2% 28.3% 5.5%
令和元年度 21.4% 51.3% 17.9% 9.4% 令和元年度 19.8% 55.4% 15.7% 9.1%

G. 真実や未知の事柄に対する探究心 H. 論理的に考察・洞察・発想する力
とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない

理数科 29.2% 43.1% 22.2% 5.6% 理数科 26.8% 56.3% 15.5% 1.4%
平成28年度 13.3% 60.0% 20.0% 6.7% 平成28年度 20.0% 53.3% 26.7% 0.0%
平成29年度 46.2% 15.4% 30.8% 7.7% 平成29年度 38.5% 53.8% 7.7% 0.0%
平成30年度 36.8% 36.8% 21.1% 5.3% 平成30年度 38.9% 55.6% 5.6% 0.0%
令和元年度 24.0% 52.0% 20.0% 4.0% 令和元年度 16.0% 60.0% 20.0% 4.0%

普通科 13.1% 44.2% 32.0% 10.7% 普通科 14.3% 48.3% 26.9% 10.5%
平成28年度 10.9% 36.4% 42.7% 10.0% 平成28年度 13.5% 47.7% 27.0% 11.7%
平成29年度 7.7% 48.7% 28.2% 15.4% 平成29年度 10.2% 49.2% 22.9% 17.8%
平成30年度 15.7% 36.2% 37.8% 10.2% 平成30年度 14.2% 42.5% 37.0% 6.3%
令和元年度 17.4% 55.4% 19.8% 7.4% 令和元年度 19.2% 54.2% 20.0% 6.7%

I. 成果を発表し伝える力(レポート作成・プレゼンテーション) J. 国際性(英語による表現力・多様性配慮)
とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない

理数科 59.7% 29.2% 6.9% 4.2% 理数科 30.6% 44.4% 19.4% 5.6%
平成28年度 26.7% 53.3% 6.7% 13.3% 平成28年度 6.7% 73.3% 13.3% 6.7%
平成29年度 61.5% 23.1% 15.4% 0.0% 平成29年度 38.5% 23.1% 23.1% 15.4%
平成30年度 78.9% 15.8% 5.3% 0.0% 平成30年度 52.6% 36.8% 10.5% 0.0%
令和元年度 64.0% 28.0% 4.0% 4.0% 令和元年度 24.0% 44.0% 28.0% 4.0%

普通科 19.2% 36.6% 30.9% 13.3% 普通科 12.7% 40.3% 33.1% 14.0%
平成28年度 7.3% 33.0% 42.2% 17.4% 平成28年度 6.3% 28.8% 44.1% 20.7%
平成29年度 10.8% 33.3% 32.5% 23.3% 平成29年度 10.9% 42.9% 27.7% 18.5%
平成30年度 24.6% 35.7% 32.5% 7.1% 平成30年度 13.6% 40.0% 36.8% 9.6%
令和元年度 32.5% 44.2% 17.5% 5.8% 令和元年度 19.7% 48.7% 23.9% 7.7%

L. 科学技術の原理、理科・数学理論への興味
とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない

理数科 36.1% 43.1% 18.1% 2.8% 理数科 34.7% 41.7% 20.8% 2.8%
平成28年度 40.0% 33.3% 20.0% 6.7% 平成28年度 20.0% 46.7% 33.3% 0.0%
平成29年度 30.8% 53.8% 15.4% 0.0% 平成29年度 53.8% 23.1% 15.4% 7.7%
平成30年度 36.8% 52.6% 10.5% 0.0% 平成30年度 47.4% 42.1% 10.5% 0.0%
令和元年度 36.0% 36.0% 24.0% 4.0% 令和元年度 24.0% 48.0% 24.0% 4.0%

普通科 11.6% 42.2% 31.2% 15.0% 普通科 10.1% 31.3% 40.9% 17.8%
平成28年度 4.5% 38.2% 39.1% 18.2% 平成28年度 6.4% 20.2% 50.5% 22.9%
平成29年度 7.6% 35.6% 34.7% 22.0% 平成29年度 7.8% 27.8% 40.9% 23.5%
平成30年度 15.7% 41.7% 30.7% 11.8% 平成30年度 9.5% 31.0% 45.2% 14.3%
令和元年度 17.6% 52.9% 21.0% 8.4% 令和元年度 16.2% 45.3% 27.4% 11.1%

M. 自然の観測・観察や理科実験への興味 N. 社会で科学技術を正しく用いる姿勢
とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない とても思う ある程度思う あまり思わない 全く思わない

理数科 34.7% 40.3% 19.4% 5.6% 理数科 16.9% 50.7% 22.5% 9.9%
平成28年度 13.3% 53.3% 33.3% 0.0% 平成28年度 0.0% 60.0% 40.0% 0.0%
平成29年度 53.8% 23.1% 7.7% 15.4% 平成29年度 30.8% 46.2% 7.7% 15.4%
平成30年度 52.6% 36.8% 10.5% 0.0% 平成30年度 27.8% 50.0% 5.6% 16.7%
令和元年度 24.0% 44.0% 24.0% 8.0% 令和元年度 12.0% 48.0% 32.0% 8.0%

普通科 9.5% 31.4% 41.8% 17.3% 普通科 8.3% 36.4% 39.5% 15.8%
平成28年度 8.3% 20.4% 50.0% 21.3% 平成28年度 5.6% 27.1% 44.9% 22.4%
平成29年度 8.8% 27.4% 40.7% 23.0% 平成29年度 7.1% 28.3% 43.4% 21.2%
平成30年度 8.9% 29.8% 46.8% 14.5% 平成30年度 8.1% 35.8% 42.3% 13.8%
令和元年度 12.0% 47.0% 29.9% 11.1% 令和元年度 12.4% 54.0% 27.4% 6.2%

K. データの精度や客観性に留意し、統計・グラフを正確に作成/理解する
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教員対象 SSH効果アンケート

(1). この5年間のSSHの取り組みにより、各項目に対する生徒の興味・姿勢・能力は向上したと感じますか。

A. 科学技術への興味・関心 B. 理科・数学への興味・関心

大変向上した やや向上した わからない 効果がなかった 元々高かった 大変向上した やや向上した わからない 効果がなかった 元々高かった

SSH推進部 33.3% 53.3% 13.3% 0.0% 0.0% SSH推進部 26.7% 66.7% 6.7% 0.0% 0.0%
それ以外 20.0% 50.0% 23.3% 3.3% 3.3% それ以外 23.3% 43.3% 26.7% 0.0% 6.7%
数理探究担当経験有 25.9% 66.7% 3.7% 3.7% 0.0% 数理探究担当経験有 22.2% 70.4% 7.4% 0.0% 0.0%
それ以外 22.2% 27.8% 44.4% 0.0% 5.6% それ以外 27.8% 22.2% 38.9% 0.0% 11.1%
SSH行事の指導・引率など 41.2% 52.9% 5.9% 0.0% 0.0% SSH行事の指導・引率など 35.3% 58.8% 5.9% 0.0% 0.0%
それ以外 14.3% 50.0% 28.6% 3.6% 3.6% それ以外 17.9% 46.4% 28.6% 0.0% 7.1%
SSH行事を見たことがある 35.0% 40.0% 25.0% 0.0% 0.0% SSH行事を見たことがある 30.0% 45.0% 20.0% 0.0% 5.0%
それ以外 16.0% 60.0% 16.0% 4.0% 4.0% それ以外 20.0% 56.0% 20.0% 0.0% 4.0%
SSHに関わったことがない 0.0% 60.0% 20.0% 0.0% 20.0% SSHに関わったことがない 20.0% 20.0% 40.0% 0.0% 20.0%
それ以外 27.5% 50.0% 20.0% 2.5% 0.0% それ以外 25.0% 55.0% 17.5% 0.0% 2.5%

C. 周囲と協力して取り組む協調性、リーダーシップ D. 日常の生活・事柄に対する科学的思考力
大変向上した やや向上した わからない 効果がなかった 元々高かった 大変向上した やや向上した わからない 効果がなかった 元々高かった

SSH推進部 26.7% 53.3% 20.0% 0.0% 0.0% SSH推進部 13.3% 66.7% 13.3% 6.7% 0.0%
それ以外 26.7% 30.0% 30.0% 10.0% 3.3% それ以外 16.7% 36.7% 33.3% 10.0% 3.3%
数理探究担当経験有 25.9% 48.1% 11.1% 11.1% 3.7% 数理探究担当経験有 11.1% 63.0% 11.1% 11.1% 3.7%
それ以外 27.8% 22.2% 50.0% 0.0% 0.0% それ以外 22.2% 22.2% 50.0% 5.6% 0.0%
SSH行事の指導・引率など 35.3% 58.8% 5.9% 0.0% 0.0% SSH行事の指導・引率など 23.5% 70.6% 5.9% 0.0% 0.0%
それ以外 21.4% 25.0% 39.3% 10.7% 3.6% それ以外 10.7% 32.1% 39.3% 14.3% 3.6%
SSH行事を見たことがある 35.0% 45.0% 20.0% 0.0% 0.0% SSH行事を見たことがある 25.0% 50.0% 20.0% 5.0% 0.0%
それ以外 20.0% 32.0% 32.0% 12.0% 4.0% それ以外 8.0% 44.0% 32.0% 12.0% 4.0%
SSHに関わったことがない 20.0% 20.0% 60.0% 0.0% 0.0% SSHに関わったことがない 0.0% 20.0% 80.0% 0.0% 0.0%
それ以外 27.5% 40.0% 22.5% 7.5% 2.5% それ以外 17.5% 50.0% 20.0% 10.0% 2.5%

E. 英語による表現力と国際性 F. 成果を発表し伝える力（レポート作成・プレゼンテーション力）
大変向上した やや向上した わからない 効果がなかった 元々高かった 大変向上した やや向上した わからない 効果がなかった 元々高かった

SSH推進部 40.0% 40.0% 13.3% 6.7% 0.0% SSH推進部 80.0% 13.3% 6.7% 0.0% 0.0%
それ以外 13.3% 50.0% 30.0% 6.7% 0.0% それ以外 43.3% 53.3% 3.3% 0.0% 0.0%
数理探究担当経験有 18.5% 55.6% 14.8% 11.1% 0.0% 数理探究担当経験有 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%
それ以外 27.8% 33.3% 38.9% 0.0% 0.0% それ以外 38.9% 50.0% 11.1% 0.0% 0.0%
SSH行事の指導・引率など 41.2% 47.1% 5.9% 5.9% 0.0% SSH行事の指導・引率など 76.5% 17.6% 5.9% 0.0% 0.0%
それ以外 10.7% 46.4% 35.7% 7.1% 0.0% それ以外 42.9% 53.6% 3.6% 0.0% 0.0%
SSH行事を見たことがある 40.0% 55.0% 5.0% 0.0% 0.0% SSH行事を見たことがある 65.0% 35.0% 0.0% 0.0% 0.0%
それ以外 8.0% 40.0% 40.0% 12.0% 0.0% それ以外 48.0% 44.0% 8.0% 0.0% 0.0%
SSHに関わったことがない 0.0% 40.0% 60.0% 0.0% 0.0% SSHに関わったことがない 60.0% 40.0% 0.0% 0.0% 0.0%
それ以外 25.0% 47.5% 20.0% 7.5% 0.0% それ以外 55.0% 40.0% 5.0% 0.0% 0.0%

(2). 本校SSHの取り組みにより、ご自身によい影響があったと感じますか。

A. 新しいカリキュラムや教育手法の開発に役立った B. 指導力の向上に役立った

その通り ややその通り ややいいえ いいえ わからない その通り ややその通り ややいいえ いいえ わからない

SSH推進部 40.0% 33.3% 0.0% 6.7% 20.0% SSH推進部 40.0% 26.7% 6.7% 0.0% 26.7%
それ以外 13.3% 33.3% 6.7% 3.3% 43.3% それ以外 10.0% 46.7% 0.0% 3.3% 40.0%
数理探究担当経験有 33.3% 44.4% 0.0% 3.7% 18.5% 数理探究担当経験有 29.6% 40.7% 3.7% 0.0% 25.9%
それ以外 5.6% 16.7% 11.1% 5.6% 61.1% それ以外 5.6% 38.9% 0.0% 5.6% 50.0%
SSH行事の指導・引率など 47.1% 29.4% 5.9% 5.9% 11.8% SSH行事の指導・引率など 41.2% 35.3% 0.0% 5.9% 17.6%
それ以外 7.1% 35.7% 3.6% 3.6% 50.0% それ以外 7.1% 42.9% 3.6% 0.0% 46.4%
SSH行事を見たことがある 35.0% 25.0% 5.0% 0.0% 35.0% SSH行事を見たことがある 30.0% 35.0% 0.0% 0.0% 35.0%
それ以外 12.0% 40.0% 4.0% 8.0% 36.0% それ以外 12.0% 44.0% 4.0% 4.0% 36.0%
SSHに関わったことがない 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 80.0% SSHに関わったことがない 0.0% 40.0% 0.0% 0.0% 60.0%
それ以外 25.0% 37.5% 2.5% 5.0% 30.0% それ以外 22.5% 40.0% 2.5% 2.5% 32.5%

C. 教員間の連携・協力が強化された
その通り ややその通り ややいいえ いいえ わからない その通り ややその通り ややいいえ いいえ わからない

SSH推進部 26.7% 33.3% 6.7% 0.0% 33.3% SSH推進部 33.3% 26.7% 0.0% 6.7% 33.3%
それ以外 6.7% 43.3% 3.3% 0.0% 46.7% それ以外 3.3% 30.0% 0.0% 3.3% 63.3%
数理探究担当経験有 14.8% 40.7% 7.4% 0.0% 37.0% 数理探究担当経験有 14.8% 33.3% 0.0% 7.4% 44.4%
それ以外 11.1% 38.9% 0.0% 0.0% 50.0% それ以外 11.1% 22.2% 0.0% 0.0% 66.7%
SSH行事の指導・引率など 17.6% 52.9% 0.0% 0.0% 29.4% SSH行事の指導・引率など 23.5% 35.3% 0.0% 0.0% 41.2%
それ以外 10.7% 32.1% 7.1% 0.0% 50.0% それ以外 7.1% 25.0% 0.0% 7.1% 60.7%
SSH行事を見たことがある 10.0% 65.0% 0.0% 0.0% 25.0% SSH行事を見たことがある 15.0% 35.0% 0.0% 0.0% 50.0%
それ以外 16.0% 20.0% 8.0% 0.0% 56.0% それ以外 12.0% 24.0% 0.0% 8.0% 56.0%
SSHに関わったことがない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% SSHに関わったことがない 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0%
それ以外 15.0% 45.0% 5.0% 0.0% 35.0% それ以外 15.0% 32.5% 0.0% 5.0% 47.5%
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D. 国内外の高校・大学・研究機関との連携が進み、高度かつ幅広い教育活動が可能になった
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